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製品を安全にご使用いただ く ために

• 本製品の取り付け、 配線作業、 運転および保守 ・点検を行う前に、 このインス ト ラ クシ ョ ンマニュ

アルをよ くお読みいただき、 正し く ご使用ください。

• 本製品は弊社の厳しい品質管理体制のも とで製造されており ますが、 万一本製品の故障によ り重大

な事故や損害の発生のおそれがある用途へご使用の際は、 バッ クアップやフェールセーフ機能をシ
ステムに追加してください。

• 本書では、 誤った取り扱いをした場合に生じるこ とが想定される危険の度合いを 「警告」 「注意」

と して区分しています。 それぞれの意味する と ころは以下の通りです。

取り扱いを誤った場合、 人が死亡または重傷を負う可能性があり ます。

取り扱いを誤った場合、 人が傷害を負うか物的損害が発生する可能性があり ます。

• 取り付け、 取り外し、 配線作業および保守 ・点検は必ず電源を切って行ってください。 感電および

火災発生のおそれがあ り ます。

• 本製品の設置、 配線、 プログラムの入力および操作を行うには専門の知識が必要です。 専門の知識

のない一般消費者が扱う こ とはできません。

• 非常停止回路やインターロ ッ ク回路などはWebサーバーCPUモジュールの外部回路で構成してくだ

さい。 これらの回路を Web サーバー CPU モジュールの内部で構成する と、 Web サーバー CPU モ

ジュールが故障した場合、 機械の暴走、 破損や事故のおそれがあ り ます。

• インス ト ラ クシ ョ ンマニュアルに記載の指示にしたがって取り付けてください。 取り付けに不備が

ある と落下、 故障、 誤動作の原因となり ます。

• 本製品は、 装置内への組み込み設置専用品ですので、 装置外には設置できません。

• カタログ、 インス ト ラ クシ ョ ンマニュアルに記載の環境下で使用してください。 高温、 多湿、 結

露、 腐食性ガス、 過度の振動 ・衝撃のある所で使用する と感電、 火災、 誤動作の原因となり ます。

• 本製品の使用環境の汚染度は “ 汚染度 2” です。 汚染度 2 の環境下で使用して ください。

（IEC60664-1 規格に基づく）

• 移動 ・運送時などに本製品を落下させないでください。 本製品の破損や故障の原因となり ます。

• 設置 ・配線作業時に配線くずやド リルの切り粉などが本製品内部に入らないよ うに注意してくださ

い。 配線くずなどが本製品内部に入り ますと火災、 故障、 誤動作の原因になり ます。

• 定格にあった電源を接続してください。 定格と異なる電源を接続する と火災の原因になるおそれが

あ り ます。

• 本製品の電源ラインの外側には、 IEC60127 承認品のヒ ューズをご使用ください。 （Web サーバー

CPU モジュールを組み込んだ機器を欧州に出荷する場合に適用）
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• 出力回路には、 IEC60127 承認のヒ ューズをご使用ください。 （Web サーバー CPU モジュールを組み

込んだ機器を欧州に出荷する場合に適用）

• サーキッ トブレーカーは、EU 承認品をご使用ください。（Web サーバーCPU モジュールを組み込ん

だ機器を欧州に出荷する場合に適用）

• 運転中の強制出力、 運転、 停止などの操作は、 十分に安全を確認してから行ってください。 操作ミ

スによ り機械の破損や事故の原因になるこ とがあ り ます。

•  出力ユニッ トおよび出力モジュールのリ レー、 ト ランジスタなどの故障によ り、 出力が ON あるい

は OFF の状態になったままになるこ とがあ り ます。 重大事故の可能性のある出力信号については、

外部に状態を監視する回路を設けてください。

• 本製品から直接保護接地に接続しないでください。 保護接地は装置側で M4 以上のねじを使用して

接地してください。 （Web サーバー CPU モジュールを組み込んだ機器を欧州に出荷する場合に適

用）

• 分解、 修理、 改造等は行わないでください。

• 本製品の使用済みバッテ リは、 関連規則にしたがって廃棄しなければなり ません。 バッテ リ を保存

または廃棄する場合は、 それぞれの目的のために設置された適切な容器を用いて処理を行ってくだ
さい。 （Web サーバー CPU モジュールを組み込んだ機器を欧州に出荷する場合に適用）

• 製品を廃棄する場合は、 産業廃棄物と して扱ってください。
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はじめに

このたびは、 IDEC 株式会社製 Web サーバー CPU モジュールをお買い求めいただきまして誠にあ りが

と う ございます。
本書は、 Web サーバー CPU モジュールのシステム構成、 仕様および取り付け方法などのハードウェア

の説明から、 命令語などのソフ ト ウェアの説明を記載しています。
ご使用の前に本書をよ くお読みいただき、 本製品の機能、 性能を十分にご理解した うえで正し く ご使
用いただきますよ うお願いいたします。

1. 本書の一部あるいは全部を無断で複写、 転載、 販売、 譲渡、 賃貸する こ とは固 く お断わり いた し ま

す。

2. 本書の内容については、 将来お断り な しに変更する こ とがあり ます。

3. 本書の内容については万全を期し て作成し ま し たが、 万一誤りや記載もれなどがあり ま し たら、 お

買い求めの販売店 ・ 営業所 ・ 出張所までご連絡 く だ さい。
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改定内容

本マニュアル （FC9Y-B1277） の改訂内容を記載しています。

改訂日付 改訂内容 参照頁

2011 年 3 月 初版 －

2011 年 6 月

「入出力配線」 の説明文の誤記を修正 （3-13 頁）

「■機能説明」 の誤記を修正 （5-7 頁）

「■特殊データレジスタ ・ 特殊内部リ レー」 の誤記を修正 （5-8 頁）

「■設定項目」 の補足を追加 （10-2 頁）

「■設定項目」 のエラーコード表にエラーコード ８ を追加 （10-2 頁）

「■設定項目」 の補足を追加 （11-2 頁）

「USB ド ラ イバーのインス トール方法」 の補足を修正 （付録 -3 頁）

2013 年 12 月
「USB ド ラ イバーのインス トール方法」 に Windows 8 へのインス トール方

法を追加

（付録 -4 頁）

2014 年 2 月

「SNTP 設定」 に、 SNTP サーバーを IP アドレスで指定する方法を追記 （5-7 頁）

「■機能説明」 に、 リモート ホス ト をデータレジスタで指定する方法を追
記

（6-1 頁）

「■ WindLDR の設定」 に、 特殊内部リ レーを用いてコネクシ ョ ンを切断

する方法を追記

（6-3 頁）

「■仕様 （Modbus TCP 通信ク ライアン ト ）」 に、 コネクシ ョ ンの確立 / 切
断する方法を追記

（9-2 頁）

「■仕様 （Modbus TCP 通信ク ライアン ト ）」 に、 「通信に失敗したと きのみ

エラーステータスを更新する」 のオプシ ョ ンを追記

（9-3 頁）

「■ WindLDR の設定」 に、 送信メールサーバーを IP アドレスで指定する

方法を追記

（10-3 頁）

「■ WindLDR の設定」 に、 データレジスタを用いて E メールの基本設定

および SMTP 認証 （login) の設定を行う方法を追記

（10-4 頁）

「■ WindLDR の設定」 に、 データレジスタを用いて送信先メールアドレ

スを指定する方法を追記

（10-8 頁）

「■設定項目」 に、 添付ファ イルの設定を追記 （10-11 頁）

「■ WindLDR の設定」 に、 添付ファ イルを作成する方法を追記 （10-15 頁）

「■ WindLDR の設定」 に、 ” 文字列 ” をモニタ、 変更する メ タ文字を追記 （12-12 頁）
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関連マニュアル

FC5A シ リーズに関連するマニュアルには、 下記のものがあ り ます。 併せてご覧ください。

形式 マニュアル 名称内容

FC9Y-B1277

 FC5A シ リーズ

マイク ロスマートペン ト ラ
インス ト ラ クシ ョ ンマニュアル
Web サーバー CPU モジュー編

( 本マニュアル )

FC5A 形ス リ ムタイプ Web サーバー CPU モジュールの仕様、

機能について記述されています。

FC9Y-B1267

FC5A シ リーズ

マイク ロスマートペン ト ラ
インス ト ラ クシ ョ ンマニュアル
基本編

モジュール仕様、 設置方法、 配線方法、 基本操作、 ファンク
シ ョ ン設定、 デバイス一覧、 命令語一覧、 基本命令、 アナロ
グモジュール、 ユーザー通信、 データ リ ンク通信、 Modbus 
ASCII/RTU 通信、 ト ラブル対策について記述しています。

FC9Y-B1272

FC5A シ リーズ

マイク ロスマートペン ト ラ
インス ト ラ クシ ョ ンマニュアル
応用編

命令語一 覧、 転送命令、 データ比較命令、 四則演算命令、 論

理演算命令、 シフ ト命令、 データ変換命令、 時計比較命令、
表示命令、 分岐命令、 リ フレッシュ命令、 割込制御命令、 XY 
変換命令、 アベレージ命令、 パルス出力命令、 PID 命令、 特

殊タイマ命令、 機能モジュールアクセス命令、 三角関数命
令、 指数関数 ・ 対数関数命令、 ファ イル処理命令、 時計命
令、 パソコン リ ンク通信、 モデム通信、 Modbus TCP 通信、

増設シ リ アル通信モジュール、 ASInterface マスタ通信モ

ジュールについて記述されています。

FC9Y-B1282 温調モジュール
インス ト ラ クシ ョ ンマニュアル

温調モジュールの仕様、 機能について記述されています。
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この章は、 Web サーバー CPU モジュールの概要を理解し ていただ く ためのページです。

Web サーバー CPU モジュールの機能や、 さ まざまな通信を用いた場合の Web サーバー CPU モジュールのシ

ステム構成例を説明し ています。 機能や通信を十分ご理解し た う えで、 Web サーバー CPU モジュールを有効

に活用し て く だ さい。
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WebサーバーCPUモジュールについて

MICROSmart PentraTM FC5A シ リーズ （Web サーバー CPU モジュール） は、 Ethernet ポート、 USB ポー

ト を搭載したス リ ムタイプの小型プログラマブルコン ト ローラです。 Web サーバー CPU モジュールは

高い拡張性と強力な通信機能、 便利な機能を備えています。
Web サーバー CPU モジュール は FC5A シ リーズの互換機種であ り、 オプシ ョ ンの周辺機器をそのまま

使用するこ とができます。 Web サーバー CPU モジュール は 12 点 （ ト ランジスタ出力） の入出力を備

え、 DC24V の電源に対応しています。 増設 I/O モジュールを使用する と、 最大で 492 点の入出力接点

が使用できます。 また、 最大 127,800 バイ ト （213,00 ステップ相当） のプログラム容量を持ち、 ロジッ

クエンジン ® によ り、 優れたラダー処理性能を実現しています。

Web サーバー CPU モジュールで使用するプログラムは操作が容易な Windows 対応のラダーソフ ト

「WindLDR」 で作成します。
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第 1 章 概要

1-2
WebサーバーCPUモジュールの特徴

●ロジ ッ クエンジン ® 搭載

Web サーバー CPU モジュールは、 ロジッ クエンジン R 搭載によ り基本命令 （LOD） 0.056μs、 演算命令

（MOV） 0.167μs の高速演算性能を実現しています。 これによ り、 プログラム実行時のリ アルタイム性

が向上します。

●充実し た基本ユニ ッ ト の機能

Web サーバー CPU モジュールはプログラマブルコン ト ローラ と しての機能を豊富に備えており、 最適

なシステムの構築を実現できます。

●USB ポー ト 標準搭載

Web サーバー CPU モジュールは、 Mini-B タイプの USB ポート を標準搭載しています。 USB ケーブル

によ り Web サーバー CPU モジュールと接続したパソコン側から、 Web サーバー CPU モジュールの運

転状態の切り替え、 I/O 動作の状態確認、 レジスタの値の変更、 プログラム変更、 システムアップデー

トができます。

●Ethernet ポー ト での強力な機能

Ethernet ポートでは、 サーバー ・ ク ライアン ト通信機能、 Web サーバー機能、 E メール機能、 SNTP 機

能を備えています。

各機能の概要を以下に示します。

機能名称 機能概要

メ ンテナンス通信サーバー機能
WindLDR から Ethernet 経由でラダープログラムのダウンロード /
アップロード、 モニタが可能です。

サーバーコネクシ ョ ン機能

各コネクシ ョ ン毎に、 Modbus TCP サーバー、 ユーザー通信サー

バー、 メンテナンスサーバーのいずれかを選択し、 使用できます。
最大 8 個のサーバーコネクシ ョ ンを設定できます。

ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン機能

各コネクシ ョ ン毎に、 Modbus TCP ク ライアン ト、 ユーザー通信ク ラ

イアン トのいずれかを選択し、 使用できます。 最大 3 個のク ライア

ン ト コネクシ ョ ンを設定できます。

SNTP 機能 （現在時刻取得）

SNTP サーバーから現在時刻を取得するこ とができます。 SNTP サー

バーから取得した時刻を、 時計カート リ ッジに書き込むこ と も可能
です。
また、 タイムゾーンは GMT-12:00 ～ GMT+13:00 の範囲内で設定で

きます。

E メール送信機能

最大 255 種類の E メールを設定し、 EMAIL 命令の実行によ り、 E
メールを送信できます。 日本語、 英語、 中国語、 西ヨーロ ッパ言語、
Unicode に対応しており、 様々言語に対応可能です。

日本語の場合、 件名は全角 100 文字、 本文は 700 文字程度設定可能

です。
E メールの本文には、 データレジスタの値を埋め込むこ とが可能で

す。

Web サーバー機能

Web ブラウザで、 FC5A のステータスのモニタ、 データレジスタの

モニタ と値の書き込みが可能です。
ユーザーが作成した Web ページのデータを CPU モジュールにダウ

ンロードするこ と も可能です。 最大 1MB のデータを格納できます。

データレジスタの値を Web ページ上に表示し、 データレジスタの値

を書き換えるこ とができます。

PING 機能
PING 命令を実行し、 指定のリモート ホス トがアクティブであるこ と

を確認できます。
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●充実し たオプシ ョ ン機能

Web サーバー CPU モジュールには豊富なオプシ ョ ンモジュールや機能モジュールが用意されており、

お客様の用途に合わせて機能を追加するこ とができます。 Web サーバー CPU モジュールにオプシ ョ ン

モジュールや機能モジュールを取り付ける と、 次の機能が拡張できます。

• メ モ リ カー ト リ ッ ジ

プログラムを保存し持ち運ぶこ とができます。 あらかじめメモ リ カート リ ッジに変更したプログラ
ムを保存しておく と、 メモ リ カート リ ッジを本体に装着している間、 メモ リ カート リ ッジのプログ
ラムで動作させるこ とができます。 また、 メモ リ カート リ ッジの内容を本体にコピーするこ とで、
メモ リ カート リ ッジ脱着後も、 変更したプログラムで動作させるこ とができます。

• 時計カー ト リ ッ ジ

時計機能を使用して、 年月日や時間を使った演算が可能になり ます。

• HMI モジュール

パソコンを使用せずに、 デバイスのモニタや変更が行えます。

• RS485 通信オプシ ョ ン

データ リ ンク通信機能、 Modbus 通信、 ユーザー通信などの機能を構成する場合に使用します。 オ

プシ ョ ンモジュール （RS485） を装着して使用します。

• RS232C 通信オプシ ョ ン

RS232C 機器との通信を構成する場合に使用します。 オプシ ョ ンモジュール （RS232C） を装着して

使用します。

• アナログモジュール

電圧 （0-10V）、 電流 （4-20mA）、 熱電対、 測温抵抗体、 サーミ スタのアナログデータを扱う こ とが

できます。

• AS-Interface マス タ モジュール

AS-Interface スレーブ （センサ / アクチュエータ） との間でデジタル情報やアナログ情報をやり取り

するこ とができます。 1 台の CPU モジュールに、 ASInterface マスタモジュールを 2 台まで接続で

きます。

• 温調モジュール

1 つのモジュールで PID 制御を 2 ループ行えるモジュールです。 最大 7 モジュール接続するこ とが

可能です。

• 増設シ リ アル通信モジュール

RS232C/RS485 機器との通信を構成する場合に使用します。 ユーザー通信や Modbus 通信を行う こ

とができます。

●豊富な I/O 点数

Web サーバー CPU モジュールは最大 492 点の入出力を使用できます。

●国際規格に適応し た安全性、 高品質

国際規格に適合し、 世界のあらゆる地域で利用可能な安全性、 高品質を確保しています。
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WebサーバーCPUモジュールの構成例

Web サーバー CPU モジュールを使用するには、 ネッ ト ワーク環境を整える必要があ り ます。 以下に構

成例と注意事項を示します。

■社内 LAN に接続し て使用する場合

■イ ン ターネ ッ ト 経由で使用する場合

●注意事項

• 図中の実線は LAN ケーブルを表し、 破線は外部ネッ ト ワークを表しています。

• インターネッ ト経由で Web サーバーCPU モジュールに接続する際には、十分な安全対策が必要とな

り ます。 必ずネッ ト ワーク管理者、 インターネッ トサービスプロバイダなどに相談してください。
インターネッ ト経由で使用した際のシステム ト ラブル上の諸問題に対して、 当社は一切責任を負い
ません。

• セキュ リ ティ対策と して、必ずファイアウォール等を使用して、接続可能な IP アドレスやポート を

制限してください。

• Web サーバー CPU モジュールの設定は WindLDR をご使用ください。
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WebサーバーCPUモジュールの機能の使用例

Web サーバー CPU モジュールの各種機能の使用例を示します。

■サーバー ・ ク ラ イアン ト 通信機能

サーバー ・ ク ライアン ト通信機能には、 3 つのメンテナンス通信サーバーに加え、 プロ ト コル選択

が可能な 8 つのサーバー通信機能と、 3 つのクライアン ト通信機能があ り ます。 プロ ト コルは、

サーバー通信機能に関して、 メンテナンス通信サーバー、 ユーザー通信サーバー、 Modbus TCP
サーバーから選択できます。 また、 ク ライアン ト通信機能に関して、 ユーザー通信ク ライアン ト 、
Modbus TCP ク ラ イアン トから選択できます。

■SNTP 機能 （現在時刻取得機能）

SNTP 機能を使用するこ とによ り、 年月日、 時間を用いた演算が可能になり ます。 現在時刻は、

SNTP サーバーから取得するこ とができます。 SNTP サーバーから取得した時刻を、 時計カート

リ ッジに書き込むこ と も可能です。
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■E メ ール送信機能

Web サーバー CPU モジュールから メールを送信するこ とができます。 メールの本文中には、 デー

タレジスタの値を埋め込むこ とが可能です。 プログラムの作成によ り、 定期的、 または要求ごとな
ど、 メール送信タイ ミ ングを自由に指定するこ とが可能です。

■Web サーバー機能

Web サーバー CPU モジュールに HTML ファ イルや画像ファイルなどをダウンロード し、 パソコン

のブラウザから参照するこ とが可能です。 Java script を使用するこ とで、 各デバイス （データレジ

スタ、 内部リ レー） のモニタなどを行う こ とができます。
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こ こでは Web サーバー CPU モジュールに関する、 各部の名称、 仕様について説明し ます。

Web サーバー CPU モジュールには増設入出力モジュール、 アナログ入出力モジュール、 など各種のモジュー

ルが用意されています。 各モジュールの詳細については、 基本編を参照し て く だ さい。
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CPUモジュール［ス リムタ イプ Webサーバー］

■名称と機能
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2-2
(1) 　 電源端子部

電源を CPU モジュールに供給する端子です。 仕様は DC 電源 （24V） です。

(2) 　 I/O 端子台

入力機器、 出力機器を接続する端子です。

(3) 　 増設コネク タ

増設モジュールを接続します。

(4) 　 電源表示 LED （PWR）

CPU モジュールに電源が供給されている場合に点灯します。

(5) 　 運転表示 LED （RUN）

CPU モジュールがプログラムを運転 （RUN） している場合に点灯します。

(6) 　 エラー表示 LED （ERR）

CPU モジュールにエラーが発生した場合に点灯します。

(7) 　 ステータ ス LED （STAT）

ユーザープログラムで点灯と消灯ができます。

(8) 　 入力表示 LED

入力が ON した場合に、 該当する番号の LED が点灯します。

(9) 　 出力表示 LED

出力が ON した場合に、 該当する番号の LED が点灯します。

(10) 　 USB ポー ト

USB ケーブルを取り付けて、 パソコンと接続させるこ とができます。 WindLDR で作成したプログ

ラムを本体にダウンロードするこ とができます。

(11) 　 Ethernet ポー ト

LAN ケーブルを取り付けて、 パソコン、 他 PLC と通信するこ とができます。
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(12) 　 Link LED （橙色）

本ユニッ ト と他の端末が LAN ケーブルで接続されている時に、 LED が点灯します。

(13) 　 Network LED （緑色）

CPU モジュールが Ethernet ポートからデータを送受信した場合に、 LED が点滅します。

(14) 　 アナログボリ ウム

アナログタイマなどを設定するボ リ ウムです。

(15) 　 アナログ入力

コネクタ接続によるアナログ入力部です。

(16) 　 カー ト リ ッ ジ コネク タ 1

時計カート リ ッジまたはメモ リ カート リ ッジを装着します。

(17) 　 カー ト リ ッ ジ コネク タ 2

時計カート リ ッジまたはメモ リ カート リ ッジを装着します。

(18) 　 拡張コネク タ

通信拡張モジュールまたは HMI ベースモジュールと接続します。

(19) 　 通信ポー ト カバー

アナログボ リ ウム、 アナログ入力、 カート リ ッジコネクタを保護するカバーです。 使用する場合は
カバーを開けます。

(20) 　 カー ト リ ッ ジカバー

メモ リ カート リ ッジおよび時計カート リ ッジを使用する場合は、 取り外します。

(21) 　 USB カバー

USB を使用する場合は、 カバーを開きます。

(22) 　 増設コネク タ保護シール

増設コネクタを保護するシールです。 増設モジュールを接続する場合は、 シールをはがします。
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■一般仕様

形番
FC5A-D12K1E
FC5A-D12S1E

使用環境

動作周囲温度
（使用周囲温度）

0 ～ 55 ℃

保存温度 -25 ～＋ 70 ℃ （ただし氷結しないこ と）

相対湿度 10 ～ 95%　結露なきこ と

汚染度 2 （IEC60664-1）

保護構造 IP20 （IEC60529）

耐腐食性 腐食性ガスなきこ と

標高
動作時 0 ～ 2,000m

輸送時 0 ～ 3,000m

耐振動性

DIN レール

取り付け
5 ～ 8.4Hz 片振幅 3.5mm

8.4 ～ 150Hz 加速度 9.8m/s2 （1G） XYZ 方向　 2 時間

（IEC61131-2）パネル
取り付け

耐衝撃性 147m/s2 （15G） 11ms　XYZ 各方向 3 回 （IEC61131-2）

耐静電気放電 接触 ±4kV、 気中 ±8kV （IEC61000-4-2）

電源仕様

定格動作電圧 DC24V

電圧変動範囲 DC20.4 ～ 26.4V （ リ ップルを含む）

最大入力電流 0.7A （DC26.4V）

最大消費電力＊ 1 ＊ 2

＊ 1 CPU モジュール＋入出力モジュール 7 台＋増設拡張モジュール＋入出力モジュール 8 台を使用した場
合の値です。

＊ 2 CPU モジュール単体の場合、 3.0W  (125mA at DC24V) が最大消費電力とな り ます。

19W （DC26.4V）

許容瞬断時間 10ms 以上 （DC24V）

耐電圧
①電源端子－ FG 間 ： AC500V　 　 1 分間

②入出力端子－ FG 間 ： AC500V　 　 1 分間

絶縁抵抗
①電源端子－ FG 間 ： 10MΩ以上 （DC500V メガ）

②入出力端子－ FG 間 ： 10MΩ以上 （DC500V メガ）

耐 ノ イズ性
（ ノ イズシ ミ ュ レータ）

DC 供給電源端子 ： 1.0kV　 50ns ～ 1μs 直結結合による

入出力端子 ： 1.5kV　 50ns ～ 1μs カップ リ ングアダプタによる

電源突入電流 50A 以下 （DC24V）

接地 D 種接地 （第 3 種接地）

接地線 UL1015 AWG22, UL1007 AWG18

電源供給線 UL1015 AWG22, UL1007 AWG18

誤接続の影響

逆極性 ： 動作しない、 破壊は起きない

不適切な電圧、 周波数 ： 永久破壊の可能性あ り

不適切な電線の接続 ： 永久破壊の可能性あ り

質量 約 200g
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■性能仕様

●CPU モジュールの仕様

形番
FC5A-D12K1E
FC5A-D12S1E

プログラム容量＊ 1

＊ 1 1 ステップは、 6 バイ トに相当します。

62,400 / 127,800 バイ ト （10,400 / 21,300 ステップ相当）＊ 2

＊ 2 プログラム容量は 62,400 バイ ト と 127,800 バイ トのどちらかを選択できます。 127,800 バイ ト を選択し
た場合は、 オンラインエディ ッ ト機能は使用できません。

I/O の増設 7 モジュール

拡張増設 8 モジュール

I/O 点数
入力 基本 8 基本増設 224＊ 3

拡張増設 256＊ 4

＊ 3 基本増設と CPU モジュールで合計 54 点までの出力リ レーを同時に ON できます。

＊ 4 増設拡張内で 54 点までの出力リ レーを同時に ON できます。
最大出力リ レー点数を超えた場合、 出力リ レーを ON できない場合があ り ます。

出力 基本 4

ユーザープログラムの保存 FROM （ダウンロード回数 ： 1 万回）

RAM バッ ク ア ッ プ

保持時間 約 30 日 25 ℃ TYP （バッテ リ フル充電時）

バッ ク ア ッ プ対象
内部リ レー、 シフ ト レジスタ、 カウンタ、 データレジスタ、 拡張
データレジスタ

電池 リチウム二次電池

充電時間 0 ～ 90％までの充電必要時間約 15 時間

電池寿命 充電 9 時間、 放電 15 時間のモデルケースで 5 年

電池交換 不可

制御方式 ス ト アードプログラム方式

命令語

基本命令 42 種

演算命令 152 種

処理速度

基本命令実行時間 83μs/1000 ステップ

END 処理 0.35ms＊ 5

＊ 5 増設 I/O サービス、 カレンダタイマ処理、 データ リ ンク処理、 割り込み処理、 USB 通信処理、 イーサ
ネッ ト通信処理の時間は含みません。

内部リ レー 2,048 点

シフ ト レジス タ 256 点

データ レジス タ 42,000 点

拡張データ レジス タ 6,000 点

加算 ・ 可逆カウン タ 256 点

タ イマ
（1ms, 10ms, 100ms, 1 秒）

256 点

入力フ ィ ルタ機能 0ms （入力フ ィルタなし）、 3 ～ 15ms （1ms 単位） で指定可

キャ ッ チ入力 / 割り込み入力

入力 4 点
最小ターンオンパルス幅 40μs （X2, X5） / 5μs （X3, X4）

最小ターンオフパルス幅 150μs （X2, X5） / 5μs （X3, X4）
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形番
FC5A-D12K1E
FC5A-D12S1E

自己診断機能

キープデータチェッ ク WDT チェッ ク

ユーザープログラムサムチェッ ク
（FROM, 外付 EEPROM）

ユーザープログラムダウンロードチェ ッ ク

ユーザープログラムサムチェッ ク
（RAM）

停電チェッ ク

タイマ / カウンタ設定値サムチェッ ク 時計エラーチェッ ク

ユーザープログラム文法チェッ ク データ リ ンク接続チェッ ク

ユーザープログラム実行チェッ ク I/O バスイニシャライズチェッ ク

メモ リ カート リ ッジ転送エラー
チェッ ク

高速カウン タ

最大計数周波数
合計 4 点 1 相 2 相共用 100kHz （2 点）

1 相専用 100kHz （2 点）

カウン ト 範囲 0 ～ 4,294,967,295 （32 ビッ ト ）

動作モー ド ロータ リーエンコーダモード、 加算カウンタモード

パルス出力

点数 3 点

最大出力周波数 100kHz

アナログボ リ ウム

点数 1 点

範囲 0 ～ 255

アナログ入力

点数 1 点

入力範囲 DC0 ～ 10V

入力
イ ンピーダンス

約 100kΩ

デジ タル分解能 0 ～ 255 （8 ビッ ト ）

運転、 停止の方法

電源の ON/OFF 特殊内部リ レー （M8000） の操作

WindLDR の RUN/STOP コマンド 設定した入力をス ト ップ、 リセッ ト入力端子での操作

停止、 リ セ ッ ト 、 再始動後の状態

状態 出力

内部リ レー / シフ ト レジス タ / カウン タ

/ データ レジス タ / 拡張データ レジス タ
TIM 計数値

ス ター ト 時
キープ設定エ リ ア

ス ター ト 時
ク リ ア設定エ リ ア

運転中 プログラム動作＊ 1

＊ 1 プログラム動作 ： ユーザープログラムに従った動作を意味します。

プログラム動作＊ 1 プログラム動作＊ 1 プログラム動作＊ 1

リ セ ッ ト 中 オフ ゼロ ク リ ア ゼロク リ ア ゼロ ク リ ア

ス ト ッ プ中 オフ 状態保持 状態保持 状態保持

停止→運転時 状態保持 状態保持 オフ 初期化
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形番
FC5A-D12K1E
FC5A-D12S1E

通信機能

USB 機能 メ ンテナンス通信＊ 1

＊ 1 USB ポート を使用する場合は、 ご使用のパソコンにド ライバをインス トールする必要があ り ます。 ド
ラ イバのインス トール方法については 「付録」 を参照して ください。

　 ケーブル 市販の USB ケーブル （A コネク ター mini B コネク タ）＊ 2

＊ 2 オプシ ョ ン品と して、 USB メ ンテナンスケーブル （HG9Z-XCM42） と USB-mini B ポート用延長ケーブ
ル （HG9Z-XCE21） があ り ます。 USB 延長ケーブルの使用方法の詳細は、 「第 3 章　USB 延長ケーブル
のインシュロ ッ クを用いた固定方法」 （3-5 頁） を参照して ください。

内部回路との絶縁 非絶縁

USB タ イプ USB mini - B type

USB 規格 USB 2.0

Ethernet 電気的特性 IEEE802.3 規格準拠

伝送速度 10BASE-T、 100BASE-TX

機能

メ ンテナンス通信、 ユーザー通信、
Modbus TCP 通信サーバー / ク ラ イアン ト、

E メール、 Web サーバー

推奨ケーブル CAT. 5  STP

内部回路との絶縁 パルス ト ランス絶縁

ユーザー Web データ

格納先
FROM

ユーザー Web データ

最大サイズ
1MB

ポー ト 2 （オプシ ョ ン）＊ 3

接続可能

＊ 3 ポー ト 2 に接続可能な通信ボー ド には次項のモジュールがあ り ます。

○

メ モ リ カー ト リ ッ ジ （オプシ ョ ン）

種類 EEPROM

アクセス
可能な
容量

32KB 30,000 バイ ト使用

64KB 62,400 バイ ト使用

128KB 127,800 バイ ト使用

書込ハー ド ウ ェ ア CPU モジュール

書込ソ フ ト ウ ェ ア WindLDR

書込プログラム数 メモ リ カート リ ッジ 1 個に対しユーザープログラム 1 本＊ 4

＊ 4 ユーザー Web データは含まれません。

動作

メモ リ カート リ ッジ装着時、 メモ リ カート リ ッジ内のプログラム
が優先して実行される
メモ リ カート リ ッジダウンロード機能によ り本体内蔵の FROM
にユーザープログラムのダウンロードが可能
メモ リ カート リ ッジアップロード機能によ り本体内蔵の FROM
からユーザープログラムのアップロードが可能

時計機能 （オプシ ョ ン）

精度 ±30 秒 / 月 （25 ℃ TYP）

バッ ク ア ッ プ時計 約 30 日 25 ℃ TYP （バッテ リ フル充電時）

電池 リチウム二次電池

充電時間 0 ～ 90％までの充電必要時間約 10 時間

電池寿命
（充放電サイ クル）

放電深度 10％で約 100 回

電池交換 不可

HMI モジュール （オプシ ョ ン）

定格電圧 DC5V （本体よ り供給）

質量 20g
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2-8
FC4A-HPC1
FC4A-HPH1 ＋

FC4A-PC1

FC4A-HPC2
FC4A-HPH1 ＋

FC4A-PC2

FC4A-HPC3
FC4A-HPH1 ＋

FC4A-PC3

電気的特性 EIA　RS232C EIA　RS485 EIA　RS485

最大通信速度 115200bps 115200bps 115200bps

メ ンテナンス通信 ○ ○ ○

ユーザー通信 ○ ○ ○

データ リ ン ク － ○＊ 1

＊ 1 データ リ ンクを使用する場合、 最大通信速度は 57600bps になり ます。

○＊ 1

Modbus ASCII/RTU 通信 ○ ○ ○

Modbus TCP 通信 － － －

モデム通信 － － －

最大ケーブル長 専用ケーブル＊ 2

＊ 2 「基本編　付録」 を参照して ください。

専用ケーブル＊ 2 200m

内部回路との絶縁 非絶縁

ケーブル
（RS232C
・ RS485）

推奨ケーブ
ル

専用ケーブル＊ 2 専用ケーブル＊ 2 0.3mm² シールド付き

ツイス トペア線

導体抵抗

－

85Ω/km 以下

シール ド抵
抗

20Ω/km 以下
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●DC 入力仕様 （ス リムタ イプ Web サーバー）

動作範囲について

Type1 （IEC61131-2） の入力モジュールの動作範囲は、 次のとおりです。

形番
FC5A-D12K1E
FC5A-D12S1E

定格入力電圧 DC24V シンク 　 ソース共用

入力電圧範囲 DC20.4 ～ 28.8V

定格入力電流

X0, X1, X3, 
X4, X6, X7 4.5mA/1 点 （DC24V 時）

X2, X5, 7mA/1 点 （DC24V 時）

端子配列 端子配列仕様参照 （2-12 頁、 2-13 頁）

入力
イ ンピーダンス

X0, X1, X3, 
X4, X6, X7

4.9kΩ

X2, X5 3.4kΩ

入力
遅延時間

OFF →
ON

X0, X1, X3, 
X4, X6, X7 5μs ＋ソフ ト フ ィルタ設定

X2, X5 35μs ＋ソフ ト フ ィルタ設定

ON →
OFF

X0, X1, X3, 
X4, X6, X7 5μs ＋ソフ ト フ ィルタ設定

X2, X5 150μs ＋ソフ ト フ ィルタ設定

コネク タ
種類 （基板側）

MC1.5/16-G-3.81BK
フェニッ クスコンタ ク ト

挿抜回数 100 回以上

入力点数 8 点 /1 コモン

絶縁
入力端子間 非絶縁

内部回路 フォ ト カプラ絶縁

入力タ イプ Type1 （IEC61131-2）

入出力相互接続のための外部負荷 不要

信号判定の方法 スタティ ッ ク

入力誤接続の影響
シンク接続、 またはソース接続が可能です。
ただし、 入力電圧範囲を超える高い電圧が印加された場合には、
永久破壊の可能性があ り ます。

耐電磁環境性に対応し た
ケーブル長

3m
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2-10
入力等価回路

I/O 使用率

40 ℃以上の動作周囲温度で使用時は、 下図にしたがって入力電圧と I/O 使用率 （a％） を軽減してくだ

さい。 この図は、 正常設置状態での温度条件です。

正常設置

I/O 使用率 （＝ a％）

FC5A-D12K1E
FC5A-D12S1E

X0 ～ X7
上記のグラフの条件にしたがって入力の使用率 （ON 状態） を

a% 以下にして ください。＊ 1

＊ 1 入力と出力の使用率は、 各々 a% 以下にして ください。

Y0 ～ Y3
上記のグラフの条件にしたがって出力の使用率 （ON 状態） を

a% 以下にして ください。 ＊ 1
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● ト ラ ンジス タ出力仕様

出力等価回路について

形番
FC5A-D12K1E
FC5A-D12S1E

出力
形式

ト ラ ンジス タ シン ク
出力

FC5A-D12K1E

ト ラ ンジス タ ソース
出力

FC5A-D12S1E

出力点数 4 点 （4 点 /1 コモン）

定格負荷電圧 DC24V

使用入力電圧範囲 DC20.4 ～ 28.8V

端子配列 端子配列仕様参照 （2-12 頁、 2-13 頁参照）

最大負荷電流
1 点 0.3A 以下

1 コ モン 1A 以下

電圧降下 （ON 電圧） 1V 以下 （ON 時の COM- 出力端子間電圧）

最大突入電流 1A

漏れ電流 0.1mA 以下

ク ラ ンプ電圧 39V±1V

最大ラ ンプ負荷 8W

誘導負荷 L/R ＝ 10ms （DC28.8V 1Hz）

外部消費電流 100mA 以下 DC24V （＋ V 端子供給電源 （ソース時は -V））

絶縁
出力端子－内部回路 フォ ト カプラ絶縁

出力端子間 非絶縁

コネク タ
種類 （基盤側）

MC1.5/16-G-3.81BK
フェニッ クスコンタ ク ト

挿抜回数 100 回以上

出力
遅延時間

OFF → ON
Y0 ～ Y2 ： 5μs 以下

Y3 ： 300μs 以下

ON → OFF
Y0 ～ Y2 ： 5μs 以下

Y3 ： 300μs 以下
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第 2 章 モジュール仕様

2-12
■端子配列

●FC5A-D12K1E

端子台タイプ 左側適合端子台 ： FC5A-PMTK16EP
2 本の COM は、 モジュール内で接続されています。

COM, COM （－） は、 お互いに独立しています。

Y0 ～ Y3 はト ランジスタシンク出力です。
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●FC5A-D12S1E

端子台タイプ 左側適合端子台 ： FC5A-PMTS16EP
2 本の COM は、 モジュール内で接続されています。

COM, COM （＋） は、 お互いに独立しています。

Y0 ～ Y3 はト ランジスタ ソース出力です。
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2-14
外形寸法図

■CPU モジュール ［ス リムタ イプ Web サーバー］

●FC5A-D12K1E, FC5A-D12S1E

＊フッ ク引き出し時の寸法は 8.5mm になり ます
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第 3 章 設置と配線
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章

章

第

この章は、 Web サーバー CPU モジュールの設置と配線の方法を理解し ていただ く ためのページです。

設置と配線を十分ご理解し た う えで、 Web サーバー CPU モジュールを正し く 取り扱って く だ さい。
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設置と配線時の注意

• 取り付けや取り外し、 配線作業および保守、 点検は必ず電源を切って行って く だ さい。 感電および

火災の原因と な り ます。

• 非常停止回路やイ ン ターロ ッ ク回路などは、 Web サーバー CPU モジュールの外部回路で作成し て

く だ さい。 非常停止回路やイ ン ターロ ッ ク回路を Web サーバー CPU モジュールの内部で作成す

る と、 Web サーバー CPU モジュールが故障し た場合に、 機械の暴走や破壊、 事故の発生する恐れ

があり ます。

• Web サーバー CPU モジュールの設置、 配線を行う には専門の知識が必要です。 専門の知識のない

一般消費者が扱う こ とはできません。

• Web サーバー CPU モジュールの設置、 配線を行う場合には、 配線 く ずやド リルの切り粉などが

Web サーバー CPU モジュール内部に入らないよ う に注意し て く だ さい。 配線 く ずなどが Web
サーバー CPU モジュール内部に入る と、 火災や故障、 誤動作の原因にな り ます。

• 静電気破壊防止のため、 コネク タ類のピンに直接触れないよ う にし て く だ さい。

• Web サーバー CPU モジュールの配線は動力線から離し て く だ さい。

■設置場所

• 下記のよ うな環境で使用する と感電や火災、 誤動作の原因になり ます。

動作周囲温度が 0 ～ 55 ℃を超える場所

相対湿度が 30 ～ 95％RH を超える場所

じん塵、 塩分、 鉄粉などの多い場所
直射日光の当たる場所
ユニ ッ ト 本体に直接振動や衝撃が伝わる場所
腐食性ガス、 可燃性ガスの発生する場所

• Web サーバーCPU モジュールは、右図のよ うに

必ず垂直面に取り付けてください。 また、 通気
性がよ くなるよ うに、 周囲取付物、 発熱体およ
び盤面から十分なスペースをとって取り付けて
ください。

• Web サーバーCPU モジュールは装置内への組み

込み専用品です。

• Web サーバーCPU モジュールの設置環境は “ 汚

染度 2 （IEC60664） ” です。
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3-2
組み立て方法

Web サーバー CPU モジュールは、 DIN レール組み込み前に組み立てて く ださい。 DIN レール設置後

に組み立てる と、 破損の原因にな り ます。

■CPU モジュールと入出力モジュールを組み立てる

オールインワンタイプ CPU モジュールと入出力モジュールの組み立てを例にして、 説明していま

す。 （ス リ ムタイプも同様の操作で組み立てます。）

増設コネクタの位置を目安にする と、 平行に並べやすくな り ます。

通電状態では作業し ないで く だ さい。 製品を破損する恐れがあり ます。

1. FC5A-C24R2, FC5A-C24R2C に貼り付けてあ

る保護シールをはがし てコネク タ を露出させま
す。

2. CPU モジュールと入出力モジュールを平行にし

て並べます。

3. 入出力モジュールの取り外しボタ ンを押し

下げ、 増設コネク タの位置に注意し て、 カ
チ ッ とい う音がするまでそのまま入出力モ
ジュールを押し込みます。 モジュールが固
定されます。
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■CPU モジュールと HMI モジュールを組み立てる

●ス リムタ イプ

ス リ ムタイプ CPU モジュールと HMI モジュールの組み立てについて説明します。

通電状態では作業しないでください。 製品を破損する恐れがあ り ます。

1. HMI ベースモジュール （FC4A-HPH1） に HMI モ
ジュールを差し込みます。

この場合、 コネクタの位置に注意して、 カチッ とい
う音がするまで、 そのまま HMI モジュールを押し込

みます。

2. CPU モジュール （ス リムタ イプ） の拡張コネク タの

拡張コネク タ カバーを抜き取った （「本章 　 設置と配
線」 （3-11 頁） 参照） あと、 HMI ベースモジュールを

接続し ます。
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■HMI モジュールを取り外す

ス リ ムタイプ CPU モジュール用の HMI ベースモジュールから HMI モジュールを取り外す方法に

ついて説明します。

1. HMI モジュール上部の隙間に ド ラ イバ＊ 1 を差し込んで

く だ さい。

この場合、 ド ライバの先端が突き当たるまで差し込み
ます。

＊ 1 使用する ド ラ イバはビッ トの先端形状が （－） でビッ トの直径 φ3.0mm 以下のド ライバをご使用ください。

2. 差し込んだ ド ラ イバを矢印の方向に倒し ながら HMI モ
ジュールの連結ロ ッ ク部を押し外し て全体を上に引き
上げて く だ さい。

3. モジュールを取り外し て く だ さい。
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■USB 延長ケーブルのイ ンシュ ロ ッ ク を用いた固定方法

制御盤内に設置した FC5A-D12x1E に対して、 USB ポート を使用して通信する場合、 USB 延長ケー

ブル ＊ 1 を使用し、 盤面に穴加工を施すこ とで、 盤面から通信を行う こ とができます。 USB 延長

ケーブルを使用する場合、 制御盤内で PLC から USB 延長ケーブルが抜けないよ う、 USB カバーと

USB 延長ケーブルを結束バンド＊ 2 で固定するこ とを推奨します。

以下に結束バンドを用いた固定方法について説明します。

＊ 1 USB 延長ケーブルと して、 弊社の USB-mini B ポート用延長ケーブル （HG9Z-XCE21） を推奨しま

す。

＊ 2 結束バンド と して、 ヘラマンタイ ト ン社製のインシュロ ッ ク （T18R-100） を推奨します。

1. USB カバーをあけ、 USB 延長 ケーブルを USB ポー ト に差

し込んで く だ さい。

2. USB カバーにある窪みに沿わし て USB 延長ケーブルの周り

に結束バン ド を一周させます。

3. 結束バン ドのロ ッ ク部分の穴に反対側の先端部分を差し込

み、 輪をつ く り ます。 適当な大き さ まで輪を縮め、 結束バ
ン ドの余った部分をニ ッパーなどで切断し ます。
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取り付け方法

Web サーバー CPU モジュールの取り付け方法には、 DIN レールへ取り付ける場合と盤内に直付けする

場合の 2 種類があ り ます。

取り付ける場合は、 本書に記載し てある指示にし たがって行って く だ さい。 取り付けに不備がある と
落下や故障、 誤動作の原因にな り ます。

■DIN レールへの取り付け

35mm 幅 DIN レールへ取り付けるこ とができます。

適合レール ： IDEC 製 ・ BAA1000 形 （長さ 1,000mm） など

■盤内への直付け

盤内中板などの取付板に直接取り付けるこ とができます。

ス リ ムタイプ CPU モジュール、 入出力モジュール、 通信拡張モジュール、 HMI ベースモジュールを直

付けするには直取り付け金具 （FC4A-PSP1P） を取り付ける必要があ り ます。 また、 取付板に所定の取

付穴 （「本章　設置と配線」 （3-7 頁） 参照） をあける必要もあ り ます。

直取り付け金具の組み立て方法

1. DIN レールを取付板にし っかり とねじ止めし

て固定し ます。

2. 右図のよ う に、 各モジュールの DIN レール

フ ッ ク を下げて、 モジュール溝部をはめ込
み、 DIN レールフ ッ ク を上げます。

3. ユニ ッ ト 両側には固定のため、 BNL6 形止め

金具を使用し て く だ さい。

1. DIN レールフ ッ ク を取り外し ます。

2. 直取り付け金具を本体ケースの溝に挿入し

（①）、 ケースの く ぼみにし っかり と奥までスラ
イ ド させます （②）。

再度、 直取り付け金具を使用する場合の注意事項

一度外した直取り付け金具を使用する と、 まげ部
「取り外し図の斜線部」 （3-7 頁参照） の本体ケースへ

の引っ掛かりが不十分な場合があ り、 外れやすくな
り ます。
再度、 使用する場合は、 必ず曲げ部を押し込んで、
本体ケースに固定されているこ とをご確認くださ
い。
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●取付穴寸法

下図のよ うに取付板を加工して取付穴をあけ、 M4 ねじで取り付けます。 取付ねじは、 M4 ナベねじ

（6 または 8mm） を使用してください。

FC5A-D12K1E, FC5A-D12S1E

単位 ： mm

直取り付け金具の取り外し方法

直取り付け金具をマイナス ド ライバーなどで持ち上
げ （①）、 引き抜きます （②）。
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取り付けに際しては、 操作性、 保守性、 耐環境性を十分考慮して ください。

• 上向きや下向き、 および横向きには取り付けないでください。
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取り外し方法

■DIN レールからの取り外し

■モジュールの取り外し

各モジュールを取り外します。

通電状態では作業し ないで く だ さい。 製品を破損する恐れがあり ます。

1. 右図のよ う に、 DIN レールフ ッ ク貫孔にマイナス ド

ラ イバーを差し込みます。

2. すべてのモジュールの DIN レールフ ッ ク を下げま

す。

3. ユニ ッ ト を手前に引 く 感じ で持ち上げます。

1. モジュールの接続部にある、 取り外しボタ ン

を引き上げて、 図のよ う に取り外し ます。

（ス リ ムタイプも同様の操作で取り外しま
す。）
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■端子台の取り外し方法

Web サーバー CPU モジュールの端子台を取り外す場合、 無理な取り外しをする と端子台を破損する恐

れがあ り ます。 以下の手順に従って端子台を取り外して ください。

1. 端子台を外す場合は、 電線を外し てから端子台①

を外し て く だ さい。

2. 端子台 を外す場合は、 端子台の中央を持ってま っ

すぐ引き抜いて く だ さい。

通電状態では作業し ないで く だ さい。 製品を破損す
る恐れがあ り ます。
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■拡張コネク タ カバーの取り外し方法

1. ①を指で押し込んで、 つなぎ部分 （A） を割って く ださい。

割り方は下図のどちらかの方法を参考にしてください。

• 棒状の器具に金属性などの硬いものを使用し た場合、 製品内部への接触によ り電子部品が破損する

可能性があり ますので注意し て く だ さい。

• つなぎ部分を割る際に、 指をけがし ないよ う気をつけて く だ さい。

CPU モジュール （ス リ ムタイプ） に通信拡張モジュールや HMI 
ベースモジュールを装着するためには、 CPU モジュールの拡張

コネクタカバーを取り外す必要があ り ます。

2. 起き上がってきた②を逆に押し込んで く だ さい。

3. 起き上がってきた③をつかんで、 つなぎ部分

（B） を引きちぎって く ださい。

②の部分を押し込む際に、 つなぎ部分 （A） が
引っかかり③の部分が起き上がってこない場合
（元の位置までしか戻らない場合） は、 ③の横の

溝に棒状の器具などを差し込んで③部分を引き起
こしてください。
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入出力配線

■入力配線

入力線は、 電源線、 出力線、 動力線と分離し て配線し て く だ さい。 ス リムタ イプ CPU モジュールおよ

び入出力モジュールの電線は UL1015AWG22 を使用し て く ださい。

■出力配線

• 出力部のリ レー、 ト ラ ンジス タ などの故障によ り、出力が ON あるいは OFF の状態のままになる こ

とがあり ます。 重大事故の可能性がある出力信号については、 外部に状態を監視する回路を設けて
く だ さい。

• 出力モジュールには、 負荷に応じ た ヒ ューズを使用し て く だ さい。

• マグネ ッ ト やバルブなどのノ イズを発生する負荷を駆動する場合は、 DC 電源ではダイオー ド、 AC

電源ではサージアブ ソーバなどのご使用をおすすめし ます。

• ス リムタ イプ CPU モジュールおよび入出力モジュールの電線は UL1015AWG22 を使用し て く だ さ

い。

• 欧州に出荷する場合は、 IEC60127 承認品のヒ ューズを使用し て く だ さい。
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接点保護回路について

必要に応じて、 リ レー接点の保護回路を Web サーバー CPU モジュールの外部に設けてください。

保護回路は、 使用する電源などに合わせて、 下記の A ～ D の中から選択してください。

なお、 ト ランジスタ出力の場合は、 下記 C の保護回路を使用して ください。

A
AC 電源で、 負荷インピーダンスが CR のインピーダンスよ り小さい場合に使用可能です。

C ： 0.1 ～ 1μF、 R ： 負荷と同程度の抵抗値

B
AC、 DC 電源と もに使用可能です。

C ： 0.1 ～ 1μF、 R ： 負荷と同程度の抵抗値

C DC 電源専用で、 ダイオードの逆耐電圧は回路電圧の 10 倍以上必要です。

また、 順方向電流は負荷電流以上のものを使用します。

D AC、 DC 電源と もに使用可能です。
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電源、電源配線

■電源

• 定格にあった電源を接続し て く だ さい。 定格と異なる電源を接続する と、 火災の原因になる恐れが

あり ます。

• Web サーバーCPU モジュールの電源ラ イ ンの外側に、IEC60127 承認品のヒ ューズを使用し て く だ

さい。 Web サーバー CPU モジュールを組み込んだ機器を欧州に出荷する場合に必要です。

電源遮断時

• CPU モジュールの使用可能な電源電圧は DC20.4 ～ 26.4V の範囲です。

• 停電検出電圧は入出力点数の使用状態によ り変動します。 基本的には、 DC20.4V 未満になる と停電

検出され、 運転を停止し、 誤動作を防止します。

• 10ms 以下の瞬時停電では停電検出しません （定格電圧時）。

• ス リムタ イプの CPU モジュールの使用電源電圧は DC20.4 ～ 26.4V です。 この電圧範囲以外では

使用し ないで く だ さい。 特に電源電圧の立ち上がり / 立ち下がりが緩やかに変動する環境でご使用

の場合、 定格電圧未満では RUN/STOP 動作および入出力動作が不安定になる場合があ り ます。 ス

リムタ イプの CPU モジュールおよび増設拡張モジュール使用時、 重大な事故につながる恐れのる

外部装置を入出力に接続し ている場合、 異常時に安全側に機能するよ う に外部回路 （電圧監視な
ど） による対策を行って く ださい。

• CPU モジュールの電源は同一電源から供給する こ と を推奨し ます。 CPU モジュールと増設拡張モ

ジュールの電源を別電源で用いる場合は、 電源を投入する順番および切断する順番を誤る と CPU 
モジュールがエラーにな り、 運転を停止し ます。 （エラー内容 ： I/O バスイニシャ ラ イズエラー） 電
源投入の順番は増設拡張モジュール、 CPU モジュールの順で、 電源切断の順番は CPU モジュー

ル、 増設拡張モジュールの順にし て く だ さい。

• CPU モジュールと増設拡張モジュールの電源を別電源で用いる場合は、 ノ イズ環境に注意し て く

だ さい。
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■電源配線

• 電源線は UL1015AWG22、 または UL1007AWG18 のよ り線を使用してください。 できるだけ短く配

線してください。

• 電源線と動力線はできるだけ距離を離してください。

感電やノ イズによる誤動作のおそれがある場合は、 以下の項目を検討して ください。

• FG 端子は、 D 種接地 （接地抵抗 100Ω 以下） と して ください。

• 接地線は、 動力機器の接地線と共通ラインに接続しないでください。

• 接地線は、 ス リ ムタイプでは UL1015AWG22 または UL1007AWG18 を使用してください。

• ノ イズ源となる外部機器と Web サーバー CPU モジュールの接地を分けてください。

• ノ イズ源となる外部機器から発生する ノ イズを正常に接地方向に誘導できるよ うに、 Web サーバー

CPU モジュールの接地用電線を太く短く して ください。

■通信配線時の注意事項

Web サーバー CPU モジュールを通信機器と配線する場合、 以下の注意事項があ り ます。

Web サーバー CPU モジュールと外部機器 （機能接地端子と SG が内部で接続されている通信機器

（IDEC 製の表示器の場合、 HG3F/HG4F が該当し ます。）） を同じ電源で使用される場合、 外部機器か

らのノ イズが Web サーバー CPU モジュールと通信機器の内部回路に悪影響を与える可能性があ り ま

す。 使用環境に合わせて以下の対策をご検討 く だ さい。

対策

• ノ イズ源となる外部機器と電源系統を分けるこ とによって、 ノ イズ回り込み回路の形成を防止して

ください。

• Web サーバー CPU モジュールの通信相手機器の機能接地端子を接地線から切り離して ください。

（EMC 性能が低下する場合があ り ますので、 システム全体と しての EMC 性能を確認の上、 実施し

て ください。）

• 外部機器からのノ イズが通信経路を通らないよ うに、Web サーバーCPU モジュールの通信相手機器

の機能接地端子を電源の 0V と接続してください。

• 通信経路にアイソレータを接続するこ とによって、 ノ イズ回り込み回路の形成を防止してくださ

い。
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増設モジュールの最大接続台数

■増設モジュールの接続制限

通常、 Web サーバー CPU モジュールへ増設モジュールを接続する場合、 最大 7 台接続するこ とが可能

です。 但し、 増設 RS232C 通信モジュールを接続する場合、 接続した各増設モジュールの内部消費電

流 （DC5V） の合計によって、 最大接続台数が制限される場合があ り ます。 下記の条件を満たすよ う、

増設モジュールを接続して ください。

接続し た各増設モジュールの内部消費電流 （DC5V） の合計が、 上記の値を超えないよ う にし て く だ さ

い。 Web サーバー CPU モジュールでは、 内部消費電流 （DC5V） の合計が超過し たこ と を検知できま

せん。

増設モジュールの最大接続台数
各増設モジュールの

内部消費電流 （DC5V） の合計

7 台＊ 1

＊ 1 増設 RS232C 通信モジュールの最大接続台数は、 最大 5 台です。

≦ 455mA
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増設拡張モジュール （FC5A-EXM2, FC5A-EXM1M, FC5A-EXM1S） は、 接続制限の対象にはなり ませ

ん。

各増設モジュールの内部電流 （DC5V）

モジュール種類 形番 内部消費電流 （DC5V）

デジタル入力モジュール

FC4A-N08B1 25mA

FC4A-N16B1 40mA

FC4A-N16B3 35mA

FC4A-N32B3 65mA

FC4A-N08A11 60mA

リ レー出力モジュール
FC4A-R081 30mA

FC4A-R161 45mA

ト ランジスタ出力モジュール

FC4A-T08K1 10mA

FC4A-T08S1 10mA

FC4A-T16K3 10mA

FC4A-T16S3 10mA

FC4A-T32K3 20mA

FC4A-T32S3 20mA

入出力混合モジュール
FC4A-M08BR1 25mA

FC4A-M24BR2 65mA

アナログ入出力モジュール
FC4A-L03A1 50mA

FC4A-L03AP1 50mA

アナログ入力モジュール

FC4A-J2A1 50mA

FC4A-J4CN1 50mA

FC4A-J8C1 40mA

FC4A-J8AT1 45mA

アナログ出力モジュール

FC4A-K1A1 50mA

FC4A-K2C1 60mA

FC4A-K4A1 65mA

増設 RS232C 通信モジュール FC5A-SIF2 40mA （85mA）＊ 1

＊ 1 （） 内の値は V200 未満を使用した場合です。

増設 RS485 通信モジュール FC5A-SIF4 40mA

AS-Interface 

マスタモジュール＊ 2

＊ 2 AS-Interface マスタモジュールは、 「本章　増設モジュールの接続制限」 （3-16 頁） で説明した、 内部消
費電流 （DC5V） の合計の範囲内であっても 2 台までしか接続できません。

FC4A-AS62M 80mA

温調モジュール＊ 3

＊ 3 温調モジュールの詳細な仕様については、 温調モジュールインス ト ラ クシ ョ ンマニュアルを参照してく
ださい。

FC5A-F2MR2 65mA

FC5A-F2M2 65mA
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接続例
Web サーバー CPU モジュールに増設 RS232C 通信モジュールを 5 台接続した場合

上記の状態であれば、 消費電流 30mA 以内で 2 台まで増設モジュールを追加するこ とが可能です。 以

下に接続制限の上限まで増設モジュールを接続した例を示します。

モジュール種類 形番 台数 内部消費電流 （DC5V）

増設 RS232C 通信モジュール

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

合計 5 425mA

ス リ ムタイプの接続制限事項 ≦ 7 ≦ 455mA

－）

残り接続可能条件 ≦ 2 ≦ 30mA

モジュール種類 形番 台数 内部消費電流 （DC5V）

増設 RS232C 通信モジュール

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

ト ランジスタ出力
FC4A-T08S1 1 10mA

FC4A-T32K3 1 20mA

合計 7 455mA

ス リ ムタイプの接続制限事項 ≦ 7 ≦ 455mA
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Web サーバー CPU モジュールに増設拡張モジュール （FC5A-EXM2, FC5A-EXM1M, FC5AEXM1S） を

接続するこ とで、 「本章　増設モジュールの接続制限」 （3-23 頁） で説明した接続制限台数を超えて I/O 
点数を増やすこ とができます。

例えば、 通常下記の状態であれば、 最大消費電流 30mA 以下のモジュールしか追加するこ とできませ

んが、 増設拡張モジュールを追加するこ とで、 増設 I/O モジュールを最大 8 台 （最大 I/O256 点） 追加

するこ とが可能です。

以下に、 上記構成に増設拡張モジュールを追加して、 接続制限の上限まで増設 I/O モジュールを接続

した例を示します。

増設拡張モジュール （FC5A-EXM2, FC5A-EXM1M, FC5A-EXM1S） を使用した場合の接続例

基本増設側＊ 1

拡張増設側＊ １

増設 RS232C 通信モジュールは、 増設拡張モジュール （FC5A-EXM2, FC5A-EXM1M, FC5A-EXM1S）
の右側へは接続できません。 増設拡張モジュールの詳細は、 「基本編　第 2 章　モジュール仕様」 （2-
97 頁） を参照してください。

モジュール種類 形番 台数 内部消費電流 （DC5V）

増設 RS232C 通信モジュール

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

合計 5 425mA

＊ 1 通常の （増設拡張モジュールを使用しない） 増設を 「基本増設側」、 それに対して増設拡張モジュー

ルの右側へ接続する増設を 「拡張増設側」 と呼びます。 拡張増設側には増設 I/O モジュールを最大 8

台 （最大 I/O256 点） 増設するこ とが可能です。

モジュール種類 形番 台数 内部消費電流 （DC5V）

増設 RS232C 通信モジュール

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

FC5A-SIF2 （V200 未満） 1 85mA

＋

増設拡張モジュール （FC5A-EXM2, FC5A-EXM1M, FC5A-EXM1S）

＋

デジタル入力

FC4A-N32B3 1 65mA

FC4A-N32B3 1 65mA

FC4A-N32B3 1 65mA

FC4A-N32B3 1 65mA

ト ランジスタ出力

FC4A-T32K3 1 20mA

FC4A-T32K3 1 20mA

FC4A-T32K3 1 20mA

FC4A-T32K3 1 20mA
3-19
章

第
3
章

FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル Web 編

FC9Y-1277



第 3 章 設置と配線

3-20
端子

端子台用棒端子

工具

端子台の締め付け ト ルク

上記推奨の棒端子、 圧着工具、 ド ライバはフェニッ クス社製品です。

• 定格、 環境条件などの仕様範囲外では使用し ないで く だ さい。

• 必ず接地線を接地し て く だ さい。 感電の恐れがあり ます。

• 通電中の端子に触れないで く だ さい。 感電の恐れがあり ます。

• 通電中は接続される端子は高温状態と なる場合があり ます。 通電後に取り外し

てすぐの端子には触れないで く だ さい。

• 入力を遮断し たあと、 すぐには端子に触れないで く だ さい。 感電の恐れがあり

ます。

• 使用できる棒端子および工具は下記表のとお り です。 棒端子の先端部まで、 電

線を差し込んで圧着し て く だ さい。

• よ り線および、 複数の電線を端子台に配線する場合は、 必ず棒端子を使用し て

く だ さい。 電線が外れる恐れがあり ます。

ケーブル仕様 フ ェ ニ ッ ク ス コ ン タ ク ト 社形番 （オーダー番号）

UL1007 AWG16 用 （FG 用）

： 電線 1 本用 AI 1.5-8 BK （3200043）

UL1007 AWG18 用

： 電線 1 本用

： 電線 2 本用

AI 1-8 RD （3200030）
AI-TWIN 2×0.75-8 GY （3200807）

UL1015 AWG22 用

： 電線 1 本用

： 電線 2 本用

AI 0.5-8 WH （3200014）
AI-TWIN 2×0.5-8 WH （3200933）

UL2464AWG24 用

： 電線 1 本用 AI 0.25-8 YE （3203037）

工具名 フ ェ ニ ッ ク ス コ ン タ ク ト 社形番 （オーダー番号）

圧着工具 CRIMPFOX ZA3 （1201882）

ド ラ イバ

： 電源端子 SZS 0.6×3.5 （1205053）

： 入出力端子 （オールインワンタイプ以外）
： 通信ボード、 通信拡張モジュール
： 増設シ リ アル通信モジュール

SZS 0.4×2.5 （1205037）

電源端子 0.5 N•m

入出力モジュール、 通信ボード、 通信拡張モジュール、
増設シ リ アル通信モジュール 0.22 ～ 0.25 N•m
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この章は、 Web サーバー CPU モジュールの基本操作を理解し ていただ く ためのページです。 基本操作や機能

を十分ご理解し た う えで、 Web サーバー CPU モジュールを有効に活用し て く だ さい。
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WindLDR の基本設定

こ こでは、 システム立ち上げ時に必要な WindLDR の基本設定について説明し ています。

■ メ ンテナンス環境のセ ッ ト ア ッ プ

はじめに、 メンテナンス環境のセッ ト アップを行って ください。 WindLDR がインス トールされたパソ

コンと Web サーバー CPU モジュールを USB ケーブルで接続します。 Windows パソコンに WindLDR
がインス トールされていない場合は、 WindLDR のインス トールを行ってください。

■WindLDR の起動

●操作手順

1. Windows のス ター ト から ［プログラム （P）］ ＞ ［Automation Organizer］ ＞ ［WindLDR］ ＞
［WindLDR］ を順にク リ ッ ク し ます。

WindLDR が起動します。
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■CPU モジュールの機種設定

●操作手順

1. ［設定］ タ ブの ［PLC］ で ［機種］ を ク リ ッ ク し ます。

機種設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 一覧から機種を選択し、 ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ クする と機種設定が完了し ます。

WindLDR では CPU モジュールをタイプ別に分類し、 形番を以下のよ うに表記しています。

機種を選択し ［デフォルトに設定］ ボタンをク リ ッ クする と、 WindLDR 起動時のデフォルト機種に設

定するこ とができます。

WindLDR 上の分類 CPU モジュール形番

FC5A-C10R2x FC5A-C10R2, FC5A-C10R2C, FC5A-C10R2D

FC5A-C16R2x FC5A-C16R2, FC5A-C16R2C, FC5A-C16R2D

FC5A-C24R2x FC5A-C24R2, FC5A-C24R2C, FC5A-C24R2D

FC5A-D16Rx1 FC5A-D16RK1, FC5A-D16RS1

FC5A-D32x3 FC5A-D32K3, FC5A-D32S3

FC5A-D12x1E FC5A-D12K1E, FC5A-D12S1E
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■通信の初期設定手順

WindLDR を使用して Web サーバー CPU モジュールのネッ ト ワーク設定を行い、 イーサネッ ト接続で

モニタを行う手順を例にして、 パソコンと PLC 間の通信方法に関する初期設定手順を説明します。

●USB 接続

1. ［オン ラ イ ン］ タ ブの ［通信］ で ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。

2. 通信設定ダイアログが表示されるので、 [USB] タ ブを ク リ ッ ク し、 OK ボタ ンを押し ます。

3. [ 設定 ] タ ブの [ フ ァ ン クシ ョ ン設定 ] で [ ネ ッ ト ワーク設定 ] を ク リ ッ ク し ます。

4. フ ァ ン クシ ョ ン設定ダイアログが開きます。 IP ア ド レス、 サブネ ッ ト マスク、 デフ ォル ト ゲー ト

ウェ イ を入力し、 OK ボタ ンを ク リ ッ ク し ます

5. [ オン ラ イ ン ] タ ブの [ 転送 ] で [ ダウンロー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

USB 接続で PLC と通信する場合、 ド ライバをインス トールする必要があ り ます。 ド ライバのインス

トール手順については 「付録」 （付録 -3） を参照してください。
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6. ダウンロー ド ダイアログが開 く ので、 OK ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

7. ダウンロー ド成功後、 [ オン ラ イ ン ] タ ブの [ モニ タ ] で [ モニ タ ] を ク リ ッ ク し ます。

8. [ オン ラ イ ン ] タ ブの [ モニ タ ] で [ 一括 ] を ク リ ッ ク し ます。

9. 一括モニ タ ダイアログが開 く ので、D8330 ～ D8333 に手順 4 で入力し た IP ア ド レスが正し く 入力さ

れている こ と を確認し ます。

●イーサネ ッ ト 接続

10. モニ タ を終了し、 [ オン ラ イ ン ] タ ブの [ 通信 ] で [ 設定 ] を ク リ ッ ク し ます。

11.通信設定ダイアログが表示されるので、 [ イーサネ ッ ト ] タ ブの参照ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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12. IP ア ド レス設定ダイアログが開 く ので、 新規ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

13. IP ア ド レス入力ダイアログが開 く ので、手順 4 で入力し た IP ア ド レスを入力し、OK ボタ ンを ク リ ッ

ク し ます。

14. [ オン ラ イ ン ] タ ブの [ モニ タ ] で [ モニ タ ] を ク リ ッ クする と、 モニ タ を開始し ます。

15. [ オン ラ イ ン ] タ ブの [ ステータ ス ] を ク リ ッ ク し ます。

16. PLC ステータ スダイアログが開きますので、PLC の機種が正し く 表示されている こ と を確認し て く

だ さい。

以上です。
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運転と停止の動作

こ こでは、 Web サーバー CPU モジュールを運転、 停止する操作方法について説明し ます。

運転 / 停止操作は、 十分に安全を確認し て行って く ださい。 操作 ミ スによ り機械の破損や事故の原因

と なる恐れがあ り ます。

Web サーバー CPU モジュールの運転 （RUN） / 停止 （STOP） は、 WindLDR や HMI、 ス ト ップ入力機

能、 リセッ ト入力機能を使用するこ とで切り替えるこ とができます。 運転 （RUN） から停止 （STOP） 
への切り替えはユーザープログラムの END 処理で行われ、 以下の機能が停止します。

高速カウンタ / ユーザー割込 / キャ ッチ入力 / タイマ割込 / ユーザー通信 / パルス出力 （ス リ ムタイプ

のみ）
＊停止 （STOP） 中の Y 出力は、 M8025 （STOP 中出力保持） によ り保持 / ク リ アを選択できます。

＊タイマ命令 （TML, TIM, TMH, TMS） の現在値はリセッ ト されます。

また、 停止 （STOP） から運転 （RUN） に切り替えた場合、 デバイスの状態は “ ファンクシ ョ ン設定 ” 
の ［ メモ リバッ クアップ］ に従ってク リ アまたはキープされます。 詳細は、 「基本編　第 5 章　キープ

指定」 （5-8 頁） を参照してください。

■WindLDR による運転 （RUN） / 停止 （STOP） 操作

こ こでは、 WindLDR を使用する方法について説明しています。 HMI モジュールによる運転 （RUN） / 
停止 （STOP） の操作については、 「基本編　第 5 章　RUN/STOP の切り替え」 （5-76 頁） を、 ス ト ップ

入力機能、 リセッ ト入力機能については、 それぞれ 「基本編　第 5 章　 ス ト ップ入力」 （5-2 頁）、 「基

本編　第 5 章　 リセッ ト入力」 （5-4 頁） を参照してください。

●操作手順

1. Web サーバー CPU モジュールの状態を STOP から RUN に変更する場合、

［オン ラ イ ン］ タ ブの ［PLC 本体］ で ［ス ター ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

2. Web サーバー CPU モジュールの状態を RUN から STOP に変更する場合、

［オン ラ イ ン］ タ ブの ［PLC 本体］ で ［ス ト ッ プ］ を ク リ ッ ク し ます。
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■電源による運転 / 停止操作

Web サーバー CPU モジュールの電源を ON/OFF するこ とで、 Web サーバー CPU モジュールの運転 / 
停止が行えます。 ユーザープログラムの運転 （RUN） 中に電源を OFF した場合、 ユーザープログラム

の実行でも停止 （パワーフェ ィル） 処理が行われます。

●操作手順

1. 電源端子に電源を接続し ます。

2. 電源を ON にする と運転を開始し ます。 また電源を OFF にする と停止し ます。

電源 ON 後の運転までの時間は、 ユーザープログラムの内容、 データ リ ンク設定、 システム構成な

どによ り異なり ます。 下表をひとつの目安と してください。

また、 停電状態でバッ クアップ時間が経過する と、 記憶している情報が失われます。 この場合は、 “ 
ファンクシ ョ ン設定 ” の ［ メモ リバッ クアップ］ の設定 （RUN/STOP） にしたがって運転を行います。

詳細は、 「基本編　第 5 章　キープデータエラー発生時の RUN/STOP 指定」 （5-6 頁） を参照して くださ

い。

プログラムサイズ
電源 ON から運転までの時間

メ モ リ カー ト リ ッ ジな し メ モ リ カー ト リ ッ ジあ り

13,800 バイ ト （2,300 ステップ） 1.7 秒 1.5 秒

27,000 バイ ト （4,500 ステップ） 2.5 秒 2.1 秒

54,000 バイ ト （9,000 ステップ） 4.5 秒 3.5 秒

62,400 バイ ト （10,400 ステップ） 5 秒 4 秒

127,800 バイ ト （21,300 ステップ） 9 秒 7 秒

電源を接続する場合は、 CPU モジュール側

電源と入出力モジュール側電源は同時、 ま
たは入出力モジュール側電源→本体側電源
の順に投入します。 また、 電源を遮断する
場合は同時、 または CPU モジュール側電源

→入出力モジュール側電源の順に遮断して
ください。

Web サーバー CPU モジュールは、 電源が

OFF になる直前の情報を記憶しています。

電源再投入時には、 電源を OFF にする直前

の RUN/STOP の情報で運転を開始します。
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ユーザープログラムの作成と動作確認

こ こでは、 WindLDR で作成し たユーザープログラムを Web サーバー CPU モジュールに転送し、 その

動作を確認するまでの一連の流れを説明し ます。

命令語の詳細は、 「基本編　第 8 章　基本命令」 （8-1 頁） を参照してください。

プログラ ミ ングツール （WindLDR） と本体の接続方法については、 「基本編　第 12 章　Modbus ASCII/
RTU 通信」 （12-1 頁） を参照してください。

■作成するプログラム

下記の仕様でプログラムを作成します。

• 入力 X0 だけが ON の場合、 出力 Y0 が ON する。

• 入力 X1 だけが ON の場合、 出力 Y1 が ON する。

• 入力 X0 と入力 X1 がと もに ON の場合、 出力 Y2 が 1 秒周期でフ リ ッカする。

■ラダープログラムを作成する

●操作手順

1. WindLDR を起動し ます。

「本章　WindLDR の起動」 （4-1 頁） を参照してください。

2. A 接点 X0 をプログラムする。

ラ ング番号 X0 X1 動作

1 ON OFF 出力 Y0 が ON

2 OFF ON 出力 Y1 が ON

3 ON ON 出力 Y2 が 1 秒周期でフ リ ッカ

① ［ホーム］ タブの ［命令］ で ［基本］ から ［A
（A 接点）］ をク リ ッ ク します。

マウスポインタに A 接点のシンボルが表示され

ます。

② シンボルを配置する場所でク リ ッ ク します。

A 接点のダイアログボッ クスが表示されます。
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A 接点 X0 が作成されます。

右ク リ ッ ク メニュー、 も し くはキー入力によっても命令を入力できます。 右ク リ ッ ク メニューから入
力する場合、 メニューを開き、 ［基本命令 （B）］ ＞ ［A （A 接点）］ をク リ ッ ク します。 キーボードで

入力する場合、 キー A を押し、 表示されるコイル選択ダイアログボッ クスで ［OK］ ボタンをク リ ッ ク

します。

3. B 接点 X1 をプログラムする。

④ ［ホーム］ タブの ［命令］ で ［基本］ から ［B （B 接点）］ をク リ ッ ク します。 マウスポインタに

B 接点のシンボルが表示されます。

⑤シンボルを配置する場所でク リ ッ ク します。

⑥ タグ名に 「X1」 と入力し、 ［OK］ ボタンをク リ ッ ク します。

B 接点 X1 が作成されます。

4. OUT Y0 をプログラムする。

⑦ ［ホーム］ タブの ［命令］ で ［基本］ から ［OUT （出力）］ をク リ ッ ク します。

マウスポインタにアウ トのシンボルが表示されます。

⑧ シンボルを配置する場所でク リ ッ ク します。

アウ トのダイアログボッ クスが表示されます。

⑨ タグ名に 「Y0」 と入力し、 ［OK］ ボタンをク リ ッ ク します。

X0 と X1 の AND プログラムに OUT Y0 が接続されます。

③タグ名に 「X0」 と入力し、 [OK] ボタンをク

リ ッ ク します。
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5. ラ ング 2 と ラ ング 3 を作成する。

⑩手順 1 ～ 3 と同様にして作成します。

ラングを追加するには、 ［ホーム］ タブの ［編集］ で ［追加］ から ［ ラングを追加］ をク リ ッ ク しま

す。 ラングを追加せずにラダー行を追加するには、 ［ホーム］ タブの ［編集］ で ［追加］ から ［行を

追加］ をク リ ッ ク します。

ラング 1 のプログラムを作成後に、 キーボード上のエンターキーを入力しても、 同様にラングが追加

されます。 同様に、 ラング 3 の 1 行目を作成後にカーソルキー 「↓」 を入力するこ とでも、 ラダー行

が追加されます。

6. プログラムが正し く 作成されている こ と をチ ェ ッ クする。

⑪ ［ホーム］ タブの ［プログラム］ で ［変換］ をク リ ッ ク します。

命令同士が正し く接続されている と変換が成功します。 エラーが見つかった場合はその一覧が表示
されるので、 順番に修正します。

7. フ ァ イルに名前を付けて保存する。

⑫ WindLDR の “ アプリ ケーシ ョ ンボタン ” から、 ［保存 （S）］ をク リ ッ ク します。 ファ イル名を

「TEST01.pjw」 と して、 保存先のフォルダを指定し ［OK］ ボタンをク リ ッ ク します。

作成したファイルが保存されます。
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■シ ミ ュ レーシ ョ ン機能で動作を確認する

［オンラ イン］ タブの ［シ ミ ュレーシ ョ ン］ で ［シ ミ ュレーシ ョ ン］ をク リ ッ ク します。

Web サーバー CPU モジュールにユーザープログラムを転送する前に、 プログラムの動作確認ができま

す。

シ ミ ュレーシ ョ ン機能は外部入力を持たないため、 入力 X の状態も WindLDR で変更できます。 変更

したい A/B 接点を選択して右ク リ ッ ク メニューを開き、 ［SET （S）］ も し くは ［ リセッ ト （R）］ をク

リ ッ ク します。

ラング 1 『入力 X0 が ON し、 入力 X1 が OFF する と、 出力 Y0 が ON します。』

ラング 2 『入力 X0 が OFF し、 入力 X1 が ON する と、 出力 Y1 が ON します。』

ラング 3 『入力 X0、 X1 と も ON する と、 出力 M10 が点灯 （ON） します。

入力 M10 が ON する と、 M8121 の 1 秒周期の点滅が出力 Y2 にも反映されます。』

• A/B 接点の状態は、 接点を選択してダブルク リ ッ クするこ とでも変更できます。

• シ ミ ュレーシ ョ ン機能を終了する場合は、 再び ［オンライン］ タブの ［シ ミ ュレーシ ョ ン］ で ［シ

ミ ュレーシ ョ ン］ をク リ ッ ク します。
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■ユーザープログラムを転送する

［ホーム］ タブの ［プログラム］ で ［ダウンロード］ を、 または ［オンライン］ タブの ［転送］ で
［ダウンロード］ から ［ダウンロード］ をク リ ッ ク します。

ダウンロードのダイアログボッ クスが表示されます。

［OK］ ボタンをク リ ッ クする と、 ユーザープログラムが Web サーバー CPU モジュールに書き込まれま

す。

作成したラダープログラムは、 “ ファンクシ ョ ン設定 ” の情報と と もに、 Web サーバー CPU モジュー

ルに転送されます。

■Web サーバー CPU モジュールの動作を確認する

［オンラ イン］ タブの ［モニタ］ で ［モニタ］ から ［モニタ］ をク リ ッ ク します。

Web サーバー CPU モジュールの状態が WindLDR の画面上で確認できます。

＊ USB ケーブルでのモニタ実行中、 USB ケーブルを抜き差しした場合、 PLC との通信ができなくな

るこ とがあ り ます。

■WindLDR の終了

WindLDR の “ アプリ ケーシ ョ ンボタン ” から、 ［WindLDR の終了 （X）］ をク リ ッ ク します。

WindLDR が終了します。
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この章は、 Web サーバー CPU モジュールのさ まざまな機能を理解し ていただ く ためのページです。 各機能の

用途、 使用方法を十分ご理解し た う えで、 Web サーバー CPU モジュールを有効に活用し て く だ さい。
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フ ァ ン クシ ョ ン設定のダイアログボ ッ クス

こ こでは、 “ ファンクシ ョ ン設定 ” のダイアログボッ クスの Web サーバー CPU モジュールについて説

明します。

名称 内容

デバイス設定 プログラム容量の選択を行います。

自己診断 ウォッチド ッグタイマの設定値を変更します。

ネッ ト ワーク設定 Web サーバー CPU モジュールのネッ ト ワーク設定を変更します。

E メール設定 E メールを使用するための設定を行います。

ネッ ト ワーク管理 SNTP 設定や、 PING 命令のタイムアウ ト設定を行います。

コネクシ ョ ン設定
メンテナンス通信サーバー、 ユーザー通信サーバー / ク ラ イアン ト 、

Modbus TCP 通信サーバー / ク ラ イアン トの設定を行います。

Web サーバー Web サーバーの設定を行います。
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プログラム容量選択

こ こでは、 プログラム容量選択について説明し ています。

■用途

デフォルトのプログラム容量の 62,400 バイ トで容量が不足する場合に、 127,800 バイ トに変更できま

す。

■機能説明

Web サーバー CPU モジュールのプログラム容量を、 62,400 バイ ト と 127,800 バイ トのいずれか設定で

きます。
プログラム容量の確認は、 WindLDR のダウンロード画面のプログラム情報の合計で確認できます。 な

お、 プログラム容量にユーザー Web ページサイズは含まれません。

• 127,800 バイ ト を選択した場合、 オンラインエディ ッ トは使用できません。

• メモ リ カート リ ッジを使用した場合、 メモ リ カート リ ッジのサイズを超えるプログラムの作成はで

きません。 メモ リ カート リ ッジの容量制限については、 「第 2 章　モジュール仕様」 （2-7 頁） のア

クセス可能な容量の項目を参照してください。

■WindLDR の設定

●操作手順

1. [ 設定 ] タ ブの [ フ ァ ン クシ ョ ン設定 ] で [ デバイス設定 ] を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 「62,400 バイ ト 」、 「127,800 バイ ト 」 のいずれかを選択し ます。

デフォルトは 62,400 バイ トです。
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ウォ ッ チ ド ッ グタ イマ設定

こ こでは、 ウォ ッ チ ド ッ グタ イマ設定について説明し ています。

■用途

Web サーバー CPU モジュールのウォッチド ッグタイマはデフォルトでは 400ms となっています。 ス

キャンタイムが大きい場合に、 ウォッチド ッグタイマの時間を変更できます。

■機能説明

ウォ ッチド ッグタイマの時間を変更します。

ラダープログラムに NOP 命令を挿入するこ とでも、 ウォ ッチド ッグタイマを リセッ トするこ とができ

ます。

ウォ ッチド ッグタイマは、 システムが暴走し続けるのを防ぐために用意されています。 時間を変更す
る場合は、 システムの安全性に十分配慮して適切な値を選択して ください。

■WindLDR の設定

●操作手順

1. [ 設定 ] タ ブの [ フ ァ ン クシ ョ ン設定 ] で [ 自己診断 ] を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 100ms から 4000ms の間で指定します。

デフォルトは 400ms です。
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ネ ッ ト ワーク設定

こ こでは、 ネ ッ ト ワーク設定について説明し ています。

■用途

Web サーバー CPU モジュールの Ethernet ポート を使用する機能を使うために、 ネッ ト ワークの設定を

行います。

■機能説明

PC のネッ ト ワーク設定とほぼ同じよ うにネッ ト ワーク設定を行う こ とができます。 また、 特殊データ

レジスタの値を用いて、 動的にネッ ト ワーク設定を切り替えるこ と も可能です。 Web サーバー CPU モ

ジュールは DNS ク ライアン トの機能を持っているため、 通信相手を IP アドレスではなくホス ト名で

指定するこ とが可能です。 DNS サーバーが適切であれば、 ホス ト名を用いてさまざまな通信を行う こ

とが可能です。

■WindLDR の設定

●操作手順

1. [ 設定 ] タ ブの [ フ ァ ン クシ ョ ン設定 ] で [ ネ ッ ト ワーク設定 ] を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 「ホス ト設定」、 「IP 設定」、 「DNS 設定」 を行います。

 IP 設定、 DNS 設定は、 以下の 3 つのいずれかの方法で設定できます。

① DHCP サーバーから自動的にネ ッ ト ワーク設定を取得する。

Web サーバー CPU モジュールが設置されるネッ ト ワーク上に DHCP サーバーが存在する必要があ

り ます。 すべてのネッ ト ワーク設定が自動的に設定されます。 DHCP サーバーからのネッ ト ワーク

設定の取得は、 プログラムダウンロード完了時、 Web サーバー CPU モジュールの電源起動時に行

われます。

ホス ト設定 ： Web サーバー CPU モジュールを NBNS で名前解決する際に使用される名前です。 半角

英数 40 文字まで入力可能です。

IP 設定 ： IP アドレス、 サブネッ ト マスク、 デフォルトゲート ウェイを指定します。

DNS 設定 ： 優先 DNS サーバー、 代替 DNS サーバーのアドレスを指定します。 ホス ト名で通信を

行う場合に必要です。
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② 特殊データ レジス タ を使ってネ ッ ト ワーク設定を設定する。

特殊データレジスタ D8304 ～ D8323 にネッ ト ワーク設定を設定します。 設定した内容は、 電源起

動時および M8190 （ネッ ト ワーク設定変更ト リガ） を ON 時に、 ネッ ト ワーク設定と して適用され

ます。

③ 固定のネ ッ ト ワーク設定を設定する。

ファンクシ ョ ン設定ダイアログで、 固定のネッ ト ワーク設定を設定します。 ネッ ト ワーク設定は、
プログラムダウンロード完了時、 Web サーバー CPU モジュールの電源起動時に適用されます。

• デフォルトのネッ ト ワーク設定は、 固定アドレスの 192.168.1.5 です。

• ホス ト名を DNS で名前解決して用いる機能については、 以下のものがあ り ます。

- E メール送信機能 （SMTP サーバーの名前解決に使用します）

- SNTP 機能 （SNTP サーバーの名前解決に使用します）

- PING 機能 （PING パケッ ト送信対象ホス トの名前解決に使用します）

- サーバー ・ ク ライアン ト通信機能 （通信相手の名前解決に使用します）

■特殊データ レジス タ ・ 特殊内部リ レー

特殊データ レジス タ を使って 「IP 設定」、 「DNS 設定」 を確認する

Web サーバー CPU モジュールの 「IP 設定」、 「DNS 設定」 は、 特殊データレジスタ D8330 ～ D8349 で

確認できます。

○使用する特殊データレジスタ

特殊データ レジス タ を使って 「IP 設定」、 「DNS 設定」 を指定する

ファンクシ ョ ン設定で特殊データレジスタを使う設定にしている場合、 「IP 設定」、 「DNS 設定」 を特

殊データレジスタの D8304 ～ D8323 で設定できます。 D8303 を 0 （ファンクシ ョ ン設定に従う） にし

て、 変更したい内容を D8304 ～ D8323 に書き込み、 M8190 を OFF から ON にする と D8304 ～ D8323
の内容が 「IP 設定」、 「DNS 設定」 と して有効になり ます。 Web サーバー CPU モジュールの電源再投

入でも設定を有効にするこ とができます。

• D8303 の値を 2 （特殊データレジスタを使う） にし、M8190 を OFF から ON にする、または電源を再

投入する と、 ファンクシ ョ ン設定に関わらず、 強制的に特殊データレジスタを使用して 「IP 設

定」、 「DNS 設定」 を設定するこ とができます。

• D8303 の値を 1（DHCP を有効にする）にし、M8190 を OFF から ON にする、または電源を再投入する

と、 ファンクシ ョ ン設定に関わらず、 強制的に自動取得 （DHCP） 設定にするこ とができます。

• ファンクシ ョ ン設定を有効に戻したい場合は、D8303の値を 0にし、Ｍ8190 を OFFから ONにするか、

電源を再投入してください。

D8330 ～ D8333 IP アドレス 各特殊データレジスタのデータ格納順は、 aaa.bbb.ccc.ddd
の場合、 (D+0):aaa 、 (D+1):bbb 、 (D+2):ccc、 (D+3):ddd にな

り ます。 例えば、 IP アドレス 192.168.1.5 の場合、

D8330=192、 D8331=168、 D8332=1、 D8333=5 の順に格納

します。

D8334 ～ D8337 サブネッ ト マスク

D8338 ～ D8341 デフォルトゲート ウェイ

D8342 ～ D8345 優先 DNS サーバー

D8346 ～ D8349 代替 DNS サーバー
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○使用する特殊内部リ レー

○使用する特殊データレジスタ

番号 意味 動作

M8190 ネッ ト ワーク設定変更ト リガ OFF から ON する と、 特殊データレジスタ D8303 ～
D8323 の内容をネッ ト ワーク設定にします。

番号 意味 動作

D8303 ネッ ト ワーク設定切り替え 0 ： ファンクシ ョ ン設定に従う

1 ： DHCP を有効にする

2 ： 特殊データレジスタを使う

＊上記以外は、 ファンクシ ョ ン設定に従います。

D8304 ～ D8307 IP アドレス 各特殊データレジスタのデータ格納順は、
aaa.bbb.ccc.ddd の場合、 (D+0):aaa 、 (D+1):bbb 、 
(D+2):ccc、 (D+3):ddd になり ます。 例えば、 IP アドレ

ス 192.168.1.5 の場合、 D8304=192、 D8305=168、
D8306=1、 D8307=5 の順に格納します。

D8308 ～ D8311 サブネッ ト マスク

D8312 ～ D8315 デフォルトゲート ウェイ

D8316 ～ D8319 優先 DNS サーバー

D8320 ～ D8323 代替 DNS サーバー
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SNTP設定

こ こでは、 SNTP 設定について説明し ています。

■用途

ネッ ト ワーク上にある SNTP サーバーから現在時刻を取得する機能です。 取得した時刻情報は、 時計

カート リ ッジの時刻合わせや時計カート リ ッジを使用しない場合の簡易時計と して使用できます。

■機能説明

Web サーバー CPU モジュールは、 電源起動時に SNTP サーバーから現在時刻 (GMT) を取得し、 タイ

ムゾーン設定に従って調整した後、 特殊データレジスタ D8414 ～ D8420 に保存します。 時刻情報の更

新は、 Web サーバー CPU モジュールの内部タイマで 1 秒毎に行い、 10 分間隔で SNTP サーバーから

取得した時刻で補正を行います。

■WindLDR の設定

●操作手順

1. [ 設定 ] タ ブの [ フ ァ ン クシ ョ ン設定 ] で [ ネ ッ ト ワーク管理 ] を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 「SNTP サーバーから現在の日付と時刻を取得する」 のチ ェ ッ クボ ッ クスをオンにし ます。

3. 「SNTP サーバー」、 「SNTP サーバーポー ト 」、 「タ イムゾーン」 を設定し ます。

• SNTP サーバーを IP アドレスで指定する場合は、 不要な空白を含めないでください。 例えば、 IP ア

ドレス  192.168.1.234 を指定する場合は、 "192.168. 1.234" のよ うに空白を含めず、 "192.168.1.234" と
して ください。

• SNTP サーバーを IP アドレスで指定する場合、数値の上位桁の 0 は無視されます。例えば、IP アドレ

ス "192.168.1.234" と "192.168.001.234" は、 どちらも 192.168.1.234 を指定したものとな り ます。

SNTP サーバー ： 時刻情報を問い合せる SNTP サーバーの IP アドレスも し くは SNTP サー

バー名を指定します。 半角英数 40 文字まで入力可能です。

SNTP サーバーポート ： SNTP サーバーのポート番号を指定します。 デフォル トのポート番号は 123
です。

タイムゾーン ： SNTP で取得した標準時に対する地域の時間帯の差を設定します。

GMT-12:00 ～ GMT+13:00 の間で設定します。
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• SNTP サーバーを SNTP サーバー名で指定する場合は、DNS による SNTP サーバーの名前解決が必要

です。 DNS および DNS サーバーの設定については、 「本章　ネッ ト ワーク設定」 （5-4 頁） を参照

して ください。

■特殊データ レジス タ ・ 特殊内部リ レー

○使用する特殊内部リ レー

○使用する特殊データレジスタ

SNTP サーバーから取得した時刻情報は以下の特殊データレジスタに格納します。

• 時計カー ト リ ッ ジの時刻合わせに使用する。

SNTP サーバーから取得した時刻情報は、 時計カート リ ッジの時刻合わせに使用できます。 M8191
を ON する と、 D8414 ～ D8420 の内容が時計カート リ ッジに書き込まれます。 ON を継続するこ と

で、 その後 24 時間毎に自動的に時刻合わせが行えます。

時計カート リ ッジを使用する場合、 時計比較命令は、 時計カート リ ッジの時刻情報をも とに動作しま
す。 また、 D8008 ～ D8014 （時計関連特殊データレジスタ） には、 時計カート リ ッジから取得した時

刻情報が格納されます。

• 簡易時計と し て使用する

時計カート リ ッジを使用しない場合、 簡易時計と して使用できます、 SNTP サーバーから取得した

時刻情報は、 時計比較命令の時刻情報に使用されます。 また、 D8414 ～ D8420 （SNTP サーバーか

ら取得した時刻情報） の内容は、 そのまま、 D8008 ～ D8014 （時計関連特殊データレジスタ） に転

送されますので、 時計カート リ ッジを使用した場合と同様に時間情報を扱う こ とができます。

起動直後の Web サーバー CPU モジュールは、 時刻情報を持っていません。 SNTP サーバーから時刻情

報を取得して初めて、 時計と して使用できるよ うにな り ます。 SNTP サーバーへアクセスできない場

合、 時計と して使用できません。

• 特殊データ レジス タ (D8413) で タ イムゾーンを調整する

D8413 を使用する と、 ファンクシ ョ ン設定で設定したタイムゾーン (GMT-12:00 ～ GMT+13:00) を
15 分単位で微調整するこ とができます。 なお、 調整範囲は、 GMT-12:00 ～ GMT+13:00 の範囲内で

す。

番号 意味 動作

M8191 SNTP 書き込みフラグ
OFF ： 無処理 / ON ： ON 時および 24 時間毎に RTC の

時計合わせを実行します。

番号 意味 内容

D8414 年
0 ～ 99 が格納されます。

西暦の下 2 桁が格納されます。 2011 年の場合、 11 です。

D8415 月 1 ～ 12 が格納されます。

D8416 日 1 ～ 31 が格納されます。

D8417 曜日

0 ～ 6 が格納されます。

曜日データは、 「0 ： 日、 1 ： 月、 2 ： 火、 3 ： 水、 4 ： 木、 5 ： 金、 6 ： 土」

です。

D8418 時 0 ～ 23 が格納されます。

D8419 分 0 ～ 59 が格納されます。

D8420 秒 0 ～ 59 が格納されます。
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例えば、 タイムゾーン設定を [GMT+09:00] に設定し、 D8413 に +1 をセッ ト した場合、 時刻は、

+15 分進み [GMT+09:15] になり ます。 D8413 に -2 をセッ ト した場合、 時刻は、 -30 分戻り

[GMT+08:30] になり ます。

○使用する特殊データレジスタ

番号 意味 動作

D8413 タイムゾーンオフセッ ト

D8413 の値を +1 する と 15 分時計を進めます。 -1 する と

15 分時計を戻します。 調整範囲は、 GMT-12:00 ～

GMT+13:00 の範囲内です。
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コネクシ ョ ン設定

こ こでは、 Web サーバー CPU モジュールが使用する TCP/IP 通信における ク ラ イアン ト / サーバーの

パラ メ ータ を設定し ます。

■用途

Web サーバー CPU モジュールは Ethernet 経由での通信において、 最大 11 個のサーバー用ポート、 最

大 3 個のクライアン ト用ポート を使用してメンテナンス通信、 Modbus TCP 通信、 およびユーザー通信

を行う こ とが可能です。 このダイアログでは、 それらの通信を行うために必要なコネクシ ョ ンの設定
を行います。

■機能説明

Web サーバー CPU モジュールは Ethernet 経由でのメンテナンス通信のために最大 3 個の固定のメンテ

ナンス通信用ポート を持っています。 WindLDR はこのポート を通じて、 デバイスモニタやプロジェク

トのダウンロード ・ アップロードを行う こ とが可能です。
さ らに、 固定のメンテナンス通信用ポート とは別に、 汎用のサーバー用ポート を 8 個用意しており、

これらを メンテナンス通信、 Modbus TCP 通信、 およびユーザー通信のために使用するこ とが可能で

す。 ただし、 安全面を考慮して、 汎用のサーバーポートではプロジェク トデータのダウンロードは許
可していません。
Modbus TCP 通信用サーバーポート と して用いる場合は、 同一ポート番号を複数指定するこ とで複数の

コネクシ ョ ンを張る事が可能です。
Web サーバー CPU モジュールに対するアクセスのセキュ リティ対策と して、 IP アドレスによるフ ィル

タ リ ング設定が可能です。 これを用いる と、 特定の IP アドレス とだけコネクシ ョ ンを張らせるこ とが

可能とな り、 不特定のク ライアン トからのアクセスを遮断するこ とができます。

■WindLDR の設定

●操作手順

1. [ 設定 ] タ ブの [ フ ァ ン クシ ョ ン設定 ] で [ コネクシ ョ ン設定 ] を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。
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2. 「メ ンテナンス通信サーバー」、 「サーバーコネクシ ョ ン」、 「ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン」 を設定し

ます。

各通信機能の詳細は、 「第 6 章　 リモート ホス ト リ ス ト 」 ～ 「第 9 章　Modbus TCP 通信」 を参照し

て ください

■特殊データ レジス タ ・ 特殊内部リ レー

• 通信モー ド情報を確認する

サーバーコネクシ ョ ン、 ク ライアン ト コネクシ ョ ンの通信モード情報は、 特殊データレジスタ
D8278、 D8279 で確認できます。 ク ライアン ト コネクシ ョ ン 1 ～ 3 は、 D8278 に格納され、 サー

バーコネクシ ョ ン 1 ～ 8 は、 D8279 に格納されます。

ク ライアン ト コネクシ ョ ン 1 ～ 3 （D8278） の通信モードを示します。

デバイス内の各コネクシ ョ ンの割り当て （ビッ ト アサイン） は下記のよ うになっています。 

メ ンテナンス通信サーバー ： “ メ ンテナンス通信サーバーを有効にする ” のチェッ クボッ クスを有

効にする と、 メ ンテナンス通信用サーバーポートの設定が可能になり
ます。 詳細は、 「第 7 章　 メンテナンス通信サーバー」 を参照して く

ださい。

サーバーコネクシ ョ ン ： 通信モードのド ロ ップダウン リ ス トから、 ポート ごとに割り当てるプ
ロ ト コルを設定します。 最大 8 個のポート を設定できます。 指定可能

なプロ ト コルは、 メンテナンス通信サーバー、 ユーザー通信サー
バー、 Modbus TCP サーバーの 3 つです。 使用しないポートは、 未使

用にして ください。

ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン ： 通信モードのド ロ ップダウン リ ス トから、 ポート ごとに割り当てるプ
ロ ト コルを設定します。 最大 3 個のポート を設定できます。 指定可能

なプロ ト コルは、 ユーザー通信ク ライアン ト 、 Modbus TCP ク ラ イア

ン トの 2 つです。 使用しないポートは、 未使用にして ください。
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ク ライアン ト 1 ～ 3 に割り当てられたデバイス領域に示される設定値の意味は下表の通りです。

サーバーコネクシ ョ ン 1 ～ 8 （D8279） の通信モードを示します。

デバイス内の各コネクシ ョ ンの割り当て （ビッ ト アサイン） は下記のよ うになっています。 

サーバー 1 ～ 8 に割り当てられたデバイス領域に示される設定値の意味は下表の通りです。

• メ ンテナンス通信サーバーのステータ ス情報、 接続 IP ア ド レスを確認する

他機器と コネクシ ョ ン （接続） の有無を特殊内部リ レー M8212 ～ M8214 で確認できます。 ク ラ イ

アン ト機器と コネクシ ョ ン有りのと き ON( =1 )、 コネクシ ョ ン無しのと き OFF( =0) になり ます。

また、 特殊データレジスタ D8350 ～ D8361 で接続先の IP アドレスを確認できます。

○使用する特殊内部リ レー

○使用する特殊データレジスタ

設定値
() 内は 2 進数 説明

0  (00) 未使用

1  (01) ユーザー通信ク ライアン ト

2  (10) Modbus TCP ク ラ イアン ト

3  (11) 未使用

設定値
() 内は 2 進数 説明

0  (00) メ ンテナンス通信サーバー

1  (01) ユーザー通信サーバー

2  (10) Modbus TCP サーバー

3  (11) 未使用

番号 内容 説明

M8212 メ ンテナンス通信サーバー 1
ステータス

ク ラ イアン ト機器と コネクシ ョ ン有りのと き
ON( = 1)、 コネクシ ョ ン無しのと き OFF( = 0)

M8213 メ ンテナンス通信サーバー 2
ステータス

M8214 メ ンテナンス通信サーバー 3
ステータス

番号 内容 説明

D8350 ～ D8353 メ ンテナンス通信サーバー 1
接続 IP アドレス

IP アドレスは、 各特殊データレジスタに以下

のよ うに格納されます。
例 ) 　 IP アドレスが aaa.bbb.ccc.ddd の場合、

D8350=aaa、 D8351=bbb、 D8352=ccc、
D8353=ddd

D8354 ～ D8357 メ ンテナンス通信サーバー 2
接続 IP アドレス

D8358 ～ D8361 メ ンテナンス通信サーバー 3
接続 IP アドレス
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• ク ラ イアン ト コネクシ ョ ンのステータ ス情報、 接続 IP ア ド レスを確認する

他機器と コネクシ ョ ン （接続） の有無を特殊内部リ レー M8215 ～ M8217 で確認できます。 サー

バー機器と コネクシ ョ ン有りのと き ON( = 1)、 コネクシ ョ ン無しのと き OFF( = 0) になり ます。 ま

た、 特殊データレジスタ D8394 ～ D8405 で接続先の IP アドレスを確認できます。

○使用する特殊内部リ レー

○使用する特殊データレジスタ

• サーバーコネクシ ョ ンのステータ ス情報、 接続 IP ア ド レスを確認する

他機器と コネクシ ョ ン （接続） の有無を特殊内部リ レー M8220 ～ M8227 で確認できます。 ク ラ イ

アン ト機器と コネクシ ョ ン有りのと き ON( = 1)、 コネクシ ョ ン無しのと き OFF( = 0) になり ます。

また、 特殊データレジスタ D8362 ～ D8393 で接続先の IP アドレスを確認できます。

○使用する特殊内部リ レー

番号 内容 説明

M8215 ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 1
ステータス

サーバー機器と コネクシ ョ ン有りのと き ON( = 
1)、 コネクシ ョ ン無しのと き OFF( = 0)

M8216 ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 2
ステータス

M8217 ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 3
ステータス

番号 内容 説明

D8394 ～ D8397 ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 1
接続 IP アドレス

IP アドレスは、 各特殊データレジスタに以下

のよ うに格納されます。
例 ) 　 IP アドレス ： aaa.bbb.ccc.ddd、
D8394=aaa、 D8395=bbb、 D8396=ccc、
D8397=ddd

D8398 ～ D8401 ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 2
接続 IP アドレス

D8402 ～ D8405 ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 3
接続 IP アドレス

番号 内容 説明

M8220 サーバーコネクシ ョ ン 1
ステータス

ク ラ イアン ト機器と コネクシ ョ ン有りのと き
ON( = 1)、 コネクシ ョ ン無しのと き OFF( = 0)

M8221 サーバーコネクシ ョ ン 2
ステータス

M8222 サーバーコネクシ ョ ン 3
ステータス

M8223 サーバーコネクシ ョ ン 4
ステータス

M8224 サーバーコネクシ ョ ン 5
ステータス

M8225 サーバーコネクシ ョ ン 6
ステータス

M8226 サーバーコネクシ ョ ン 7
ステータス

M8227 サーバーコネクシ ョ ン 8
ステータス
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○使用する特殊データレジスタ

番号 内容 説明

D8362 ～ D8365 サーバーコネクシ ョ ン 1
接続 IP アドレス

IP アドレスは、 各特殊データレジスタに以下

のよ うに格納されます。

例 ) 　  IP アドレス ： aaa.bbb.ccc.ddd、
D8362=aaa、 D8363=bbb、 D8364=ccc、
D8365=ddd

D8366 ～ D8369 サーバーコネクシ ョ ン 2
接続 IP アドレス

D8370 ～ D8373 サーバーコネクシ ョ ン 3
接続 IP アドレス

D8374 ～ D8377 サーバーコネクシ ョ ン 4
接続 IP アドレス

D8378 ～ D8381 サーバーコネクシ ョ ン 5
接続 IP アドレス

D8382 ～ D8385 サーバーコネクシ ョ ン 6
接続 IP アドレス

D8386 ～ D8389 サーバーコネクシ ョ ン 7
接続 IP アドレス

D8390 ～ D8393 サーバーコネクシ ョ ン 8
接続 IP アドレス
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こ こでは、 ネ ッ ト ワーク上の通信相手 （リ モー ト ホス ト ） をユーザープログラム内で指定するためのリ ス ト の

作成方法について説明し て し ます
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■用途

Web サーバー CPU モジュールがイーサネッ トに関する命令を使用する場合において、 通信相手を特定

するものについてはリモート ホス ト を命令の対象デバイスで指定する必要があ り ます。
こ こで作成した リ ス トは、 以下の機能を使用する場合に必要になり ます。

・ PING 命令

・ ETXD 命令 /ERXD 命令 （ユーザー通信クライアン ト ）

・ Modbus TCP 通信ク ライアン ト

■機能説明

リモート ホス トは 「IP アドレス」、 「ホス ト名」、 「データレジスタ」 のいずれかと、 「ポート番号」 との

2 つの要素から構成されます。

上記の設定に従い決定した通信対象のリモート ホス トのポート番号に対してコネクシ ョ ンを確立し、
通信を行います。

項目 内容

リモート ホス ト

IP アドレス リモート ホス ト を IP アドレスで指定します。

ホス ト名
リモート ホス ト をホス ト名で指定します。

ホス ト名は FQDN で指定して ください。 （例 ： www.example.com）

データレジスタ

リモート ホス ト をデータレジスタ 4 ワードを用いて IP アドレスで指

定します。

たとえば、 D100 を指定した場合は D100 ～ D103 の 4 ワードの値を用

います。 リモート ホス トの IP アドレスを 192.168.1.10 にする場合は、

(D100) = 192、 (D101) = 168、 (D102) = 1、 (D103) = 10、 と 10 進数で指

定します。

ポート番号 指定したポート番号に対してコネクシ ョ ンを確立します。
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■WindLDR の設定

●操作手順

1. 「プロジ ェ ク ト ウ ィ ン ド ウ」 の 「リ モー ト ホス ト リ ス ト 」 を ク リ ッ ク し ます。

リモート ホス ト リ ス ト作成のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 「新規」 を ク リ ッ ク、 あるいは既存のリ モー ト ホス ト リ ス ト を選択し て合わせて 「編集」 を ク リ ッ

ク し ます。

リモート ホス ト作成のダイアログボッ クスが表示されます。

3. リ モー ト ホス ト ダイアログの項目を入力し 「追加」 を ク リ ッ ク し ます。

リモート ホス ト リ ス トに反映されます。 引き続き リ ス ト を作成する場合には、 同じ操作を繰り返し
て ください。 リ ス トの作成 ・修正が完了したら、 「閉じる」 をク リ ッ ク して ください。

4. 使用し ない リ モー ト ホス ト を リ モー ト ホス ト リ ス ト から削除する場合は、 リ モー ト ホス ト リ ス ト ダ

イアログを開き、 削除し たい リ モー ト ホス ト を選択し た状態で 「削除」 を ク リ ッ ク し ます。

• リモート ホス ト リ ス トから リモート ホス トが削除された場合、 それ以降の全てのリモート ホス トの

リモート ホス ト番号が変わり ます。 そのため、 それらのリモート ホス ト リ ス ト番号を参照している
PING 命令、　Modbus TCP ク ラ イアン ト、 ユーザー通信クライアン トの動作に影響を与えます。

IP アドレス ： リモート ホス ト を IP アドレスで指定します。

ホス ト名 ： リモート ホス ト をホス ト名で指定します。 半角英数 40 文字まで入力可能です。

データレジスタ ： リモート ホス トの IP アドレスをデータレジスタ （4 ワード） を用いて指定します。

ポート番号 ： リモート ホス トが開いているポート番号を指定します。

コ メン ト ： リモート ホス ト を説明するコ メン トです。 この内容、 および長さは命令には影響
しません。
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• PING 命令はリモート ホス ト番号で指定された リモート ホス トの IP アドレスあるいはホス ト名を対

象と して リ クエス ト を発行しますので、 リモート ホス トのポート番号は PING 命令の実行結果には

影響しません。

• Modbus TCP ク ラ イアン ト通信やイーサネッ トユーザー定義通信の通信対象となる リモート ホス ト

を 「データレジスタ」 で登録した場合、 IP アドレスを構成するデータレジスタの値はコネクシ ョ

ンを切断した状態で変更してください。 コネクシ ョ ンを切断せずに値を変更した場合、 リモート ホ
ス ト との通信に失敗する場合があ り ます。 コネクシ ョ ンの切断には特殊内部リ レー M8230 ～ 
M8232 を用います。 詳細は 「第 8 章　ユーザー通信ク ライアン トのコネクシ ョ ンの確立 / 切断」

（8-2 頁）、 「第 9 章　Modbus TCP 通信ク ライアン トのコネクシ ョ ンの確立 / 切断」 （9-2 頁） を参照

して ください。
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こ こでは、 Web サーバー CPU モジュールのメ ンテナンス通信サーバー機能と設定について説明し ています。
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■用途

Web サーバー CPU モジュールは、 メ ンテナンス通信サーバー通信を通じ て WindLDR でのデバ

イスモニ タやプロジ ェ ク ト データのダウンロー ド / ア ッ プロー ド を行う こ とができます。

■機能説明

Web サーバー CPU モジュールは、 メンテナンス  通信サーバーと して使用できます。 メンテナンス通

信サーバーは、 他のサーバーコネクシ ョ ン / ク ライアン ト コネクシ ョ ン通信と同時に使用できます。

Web サーバー CPU モジュールのメンテナンス通信サーバーを使用するこ とで、 WindLDR やプログラ

マブル表示器などのメンテナンス通信対応機器から Web サーバー CPU モジュールのデバイスの読み

出しや書き込みを行えます。 Web サーバー CPU モジュールは、 最大 3 個のメンテナンス通信サーバー

ポート を標準で使用でき、 加えて最大 8 個のサーバーコネクシ ョ ンを メンテナンス通信サーバーに割

り当てるこ とができます。 その場合、 同時に最大 11 台のメンテナンス通信対応機器と通信できます。

また、 パススルー機能を有効にするこ とで、 遠隔のパソコンから Ethernet に接続された Web サーバー

CPU モジュールを通して、 Modbus RTU 通信で接続された FC5A マイ クロスマートのデバイスの読出

しや書き込み、 プロジェク トデータのダウンロード / アップロードが行えます。

なお、 メンテナンス通信サーバーポートでは、 プロジェク トデータのダウンロード / アップロードが

行えますが、 安全面を考慮して、 サーバーコネクシ ョ ンポートでは、 Web サーバー CPU モジュール本

体へのプロジェク トデータのダウンロードは、 許可していません。

■パススルー機能

パススルー機能は、 遠隔のパソコンから Ethernet に接続された Modbus RTU マスタに設定した Web 
サーバー CPU モジュール （パススルーマスタ） を介して、 Modbus RTU スレーブに設定された FC5A
マイクロスマート （パススルースレーブ） のデバイスの読出しや書き込み、 プロジェク トデータのダ
ウンロード / アップロードを行う機能です。

パススルーマスタは、 FC5A-D12x1E （システムソフ トバージ ョ ン 1.20 以上） で対応しています。 パス

スルースレーブは、 FC5A-D12x1E を除く FC5A マイクロスマート機種 （システムソフ トバージ ョ ン

2.40 以上 ) で対応しています。
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■パススルーの設定

パススルーマスタ

　 　サーバーコネクシ ョ ンのメンテナンス通信サーバーでパススルーを有効 (*1） にします。

　 　ポート 2(*2) を Modbus RTU マスタに設定します。

パススルースレーブ

　 　ポート 2(*2) を Modbus RTU スレーブに設定します。

*1 パススルーを有効にできるコネクシ ョ ンは 1 つです。

*2 ポート 2 のみ対応しています。

■WindLDR の設定

●操作手順

メ ンテナンス通信サーバー

1. [ 設定 ] タ ブの [ フ ァ ン クシ ョ ン設定 ] で [ コネクシ ョ ン設定 ] を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 「メ ンテナンス通信サーバーを有効にする」 のチ ェ ッ クボ ッ クスをオンにし ます。

メ ンテナンス通信用サーバーポートの設定が可能になり ます。
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル Web 編
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3. 「設定」 を ク リ ッ クする と メ ンテナンス通信サーバー設定のダイアログが表示されます。

すべての設定値が 「0.0.0.0」 である場合はアクセス制限を行いません。

サーバーコネクシ ョ ン

4. 「通信モー ド」 のド ロ ッ プダウン リ ス ト から、 「メ ンテナンス通信サーバー」 を選択し、 サーバーコ

ネクシ ョ ンポー ト に割り当てます。

こ こで 「メ ンテナンス通信サーバー」 を選択する と、 メンテナンス通信サーバーのダイアログボッ
クスが表示されます。

サーバーコネクシ ョ ンポート を メンテナンス通信用ポート と して使用します。 設定項目の内容につ
いては、 固定のメンテナンス通信サーバーの項目を参照ください。

なお、 サーバーコネクシ ョ ンポートでメンテナンス通信サーバーを選択した場合の 「ローカルホス
トポート番号」 については、 固定のメンテナンス通信用ポート と同じポート番号を設定するこ とは
できませんが、 サーバーコネクシ ョ ンで設定したほかのメンテナンス通信サーバーと同じポート番
号を設定するこ とができます。 この場合、 指定したポート番号に対して複数のコネクシ ョ ンを張る
こ とが可能になり ます。

ローカルホス トポート番号 ： Web サーバー CPU モジュール がメンテナンス通信用に使用する

ポート番号です。

コネクシ ョ ン数 ： 上記のポート番号で同時に受け付けられるコネクシ ョ ン数です。
最大は 3 です。

受信タイムアウ ト (ms) ： 10ms ～ 2550ms の範囲内で設定します。 デフォルトは 500ms で
す。

IP アドレスによるアクセス制限 ： このポートにアクセスできる IP アドレスを設定します。 通信を許

可したい IP アドレスを指定して ください。

最大 3 つの IP アドレスを指定できます。
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「Modbus RTU( ポート 2) のパススルーを有効にする」 のチェッ クボッ クスをチェッ クする とパスス

ルーポート と して使用できます。 この場合、 通信ポート 2 の通信モードを Modbus RTU マスタに設

定してください。 パススルーポート と して使用するポートのローカルホス トポート番号は、 他の
サーバーコネクシ ョ ンと異なる番号を指定してください。

パススルースレーブのモニ タ

WindLDR を使用しパススルーマスタ経由でパススルースレーブのモニタを行うには、 WindLDR の

通信設定でイーサネッ ト を選択し、 PLC ネッ ト ワーク設定で 「1:N 」、 ｽﾚｰﾌﾞ番号にモニタしたいパ

ススルースレーブの通信ポート 2 に指定されている Modbus スレーブの番号を指定してください。」

通信ポート 2 の通信モードを Modbus RTU マスタに設定している場合は、 USB 経由でもパスス

ルーが行えます。 通信設定で USB を選択してください。

サーバーコネクシ ョ ンポートでメンテナンス通信サーバーを選択して、 複数コネクシ ョ ンで同一の
ポート番号を指定する場合、 「アクセス許可 IP アドレス」 の設定も同じにしてください。
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■用途

イーサネッ トユーザー通信は、 TCP/IP のプロ ト コルに対応しています。 Web サーバー CPU モジュー

ルは、 ユーザー通信ク ライアン ト、 ユーザー通信サーバーと して使用できます。 Web サーバー CPU モ

ジュールはイーサネッ トユーザー通信命令 （ERXD 命令、 ETXD 命令） によ り、 ネッ ト ワーク上の機

器とのデータ送受信が可能とな り ます。

イーサネッ トユーザー通信命令 （ETXD 命令、 ERXD 命令） は、 ポート番号指定、 受信キャンセル割

付以外は、 TXD 命令、 RXD 命令と同じです。 命令の詳細は、 「基本編　第 10 章　ユーザー通信」 を参

照して ください。

■イーサネ ッ ト ユーザー 通信の概要

Web サーバー CPU モジュールはイーサネッ トユーザー 通信のク ライアン トおよびサーバーと して使

用できます。 メ ンテナンス通信サーバーや Modbus TCP サーバー、 Modbus TCP ク ライアン ト と同時に

使用できます。

Web サーバー CPU モジュールのユーザー通信サーバーを使用するこ とで、 ク ラ イアン ト機器は Web
サーバー CPU モジュールに接続し、 ク ライアン ト機器のプロ ト コルで通信が行えます。 Web サーバー

CPU モジュールは、 最大 8 個のサーバーコネクシ ョ ンをユーザー通信に割り当てるこ とができます。

その場合、 最大 8 台のクライアン ト機器が同時に Web サーバー CPU モジュールに接続し、 Web サー

バー CPU モジュールと通信できます。

Web サーバー CPU モジュールのユーザー通信クライアン ト を使用する場合、 Web サーバー CPU モ

ジュールは、 サーバー機器に接続し、 サーバーのプロ ト コルで通信を行えます。 Web サーバー CPU モ

ジュールは、 最大 3 個のクライアン ト コネクシ ョ ンをユーザー通信に割り当てるこ とができます。

ユーザー通信クライアン ト通信の機能と設定方法は、 8-1 頁よ り記載しています。 ユーザー通信サー

バーの機能と設定方法は、 8-4 頁よ り記載しています。

■ユーザー通信ク ラ イアン ト

ユーザー通信クライアン トが設定された場合、 Web サーバー CPU モジュールは、 該当するク ライアン

ト コネクシ ョ ンポート番号が指定された ETXD 命令、 ERXD 命令に記述した内容に従ってサーバー機

器と通信を行います。 リモート ホス ト番号の指定や通信設定は、 [ 設定 ] タブの [ ファンクシ ョ ン設定

] の ［コネクシ ョ ン設定］ で行います。

●仕様 （ユーザー通信ク ラ イアン ト ）

項目 ユーザー通信ク ラ イアン ト

リモート ホス ト番号 1 ～ 255

コネクシ ョ ンの確立 ・ ETXD 命令、 ERXD 命令実行時

・ Web サーバー CPU モジュールの STOP → RUN 時＊ 1

＊ 1 ファンクシ ョ ン設定の 「コネクシ ョ ン設定」 で有効 ・ 無効を選択できます。

コネクシ ョ ンの開放 ・ Web サーバー CPU モジュールの RUN → STOP 時

・ 特殊内部リ レー （M8230 ～ M8232） ON 時

同時接続台数 1 （ユーザー通信ク ライアン ト １個当り）

受信タイムアウ ト時間 10 ～ 2550ms (10ms 単位 ) ； デフォルト ： 500ms
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●ユーザー通信ク ラ イアン ト のコネクシ ョ ンの確立 / 切断

ユーザー通信クライアン トは、 TCP/IP に従いコネクシ ョ ンを確立します。 コネクシ ョ ンの確立は、

ETXD、 ERXD 命令実行時、 および Web サーバー CPU モジュールが STOP → RUN した時 （前項＊ 1）
に行います。 コネクシ ョ ン確立後、 Web サーバー CPU モジュールが RUN → STOP するか、 特殊内部

リ レー （M8230 ～ M8232） を ON するこ とで、 コネクシ ョ ンの切断を行います。 コネクシ ョ ン切断

中、 特殊内部リ レー （M8230 ～ M8232） を OFF するこ とで、 コネクシ ョ ンの確立を行います。

●ユーザー通信ク ラ イアン ト 受信命令 （ERXD） の受信キャ ンセルフ ラグ割り付け

各クライアン ト コネクシ ョ ンの受信キャンセルフラグの割り付けを示します。 受信キャンセルフラグ
の詳細は、 「基本編　第 10 章　ユーザー通信」 を参照してください。

■WindLDR の設定 （ユーザー通信ク ラ イアン ト ）

ユーザー通信クライアン ト を使用するには “ ファンクシ ョ ン設定 ” で、 ユーザー通信ク ライアン トの

設定を行い、 プログラムをダウンロード します。

●操作手順

1. [ 設定 ] タ ブの [ フ ァ ン クシ ョ ン設定 ] で [ コネクシ ョ ン設定 ] を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

特殊内部リ レー 内容 動作

M8230 ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 1 切断 OFF から ON する と、 該当のク ライアン ト コネ

クシ ョ ンのコネクシ ョ ンを切断します。M8231 ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 2 切断

M8232 ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 3 切断

番号 内容

M8171 イーサネッ ト  ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ

（ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 1）

M8172 イーサネッ ト  ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ

（ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 2）

M8173 イーサネッ ト  ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ

（ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 3）
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2. 使用する ク ラ イアン ト コネクシ ョ ンの 「通信モー ド」 を 「ユーザー通信ク ラ イアン ト 」 に設定し ま

す。

ユーザー通信ク ライアン トのダイアログボッ クスが表示されます。

リモート ホス ト番号、 受信タイムアウ ト時間を設定します。 また、 Web サーバー CPU モジュール

を STOP → RUN でコネクシ ョ ンを張る場合は、 「PLC スタート時にコネクシ ョ ンを張る」 の

チェッ クボッ クスをオンにしてください。 ［OK］ ボタンをク リ ッ ク し、 設定を完了します。

3. プログラムを作成し ます。

プログラムウ ィンド ウ内で、 イーサネッ ト  ユーザー通信命令を作成します。 コイル選択画面で

イーサネッ ト  ユーザー通信命令 （ETXD 命令または ERXD 命令） を選択します。

「イーサネッ ト  ユーザー通信命令設定」 画面が開きます。

タイプ選択で送信させたい場合は ETXD を、 受信させたい場合は ERXD を選択します。 次にポー

ト番号を選択します。 ク ライアン ト 1 ～ 3 の中から選択します。 S1、 Ｄ1、 Ｄ2 をそれぞれ設定し、

「OK」 ボタンを押します。
8-3
章

第
8
章

FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル Web 編

FC9Y-1277



第 8 章 イーサネ ッ ト ユーザー通信

8-4
4. プログラムをダウンロー ド し ます。

以上の操作によ りユーザー通信ク ライアン トの設定が完了します。

ETXD 命令、 ERXD 命令の詳細は、 ユーザー通信命令 （TXD、 RXD） と同じです。 詳細は、 「基本編　

第 10 章　ユーザー通信」 を参照してください。

■ユーザー通信サーバー

ユーザー通信サーバーが設定された場合、 ク ライアン ト機器は Web サーバー CPU モジュールに接続

し、 通信を行う こ とができます。 該当するサーバーコネクシ ョ ンポート番号が指定された ETXD 命令、

ERXD 命令に記述した内容に従って通信を行います。 ローカルホス トポート番号の指定や通信設定

は、 “ ファンクシ ョ ン設定 ” の ［コネクシ ョ ン設定］ で行います。

●  仕様 （ユーザー通信サーバー）

●ユーザー通信サーバー受信命令 （ERXD） の受信キャ ンセルフ ラグ割り付け

各サーバーコネクシ ョ ンの受信キャンセルフラグの割り付けを示します。 受信キャンセルフラグの詳
細は、 「基本編　第 10 章　ユーザー通信」 を参照してください。

項目 ユーザー通信サーバー

ローカルホス トポート番号 2102 ～ 2109 (0 ～ 65535 の間で変更可能 )

同時接続ク ライアン ト数 1 ユーザー通信サーバーに対して 1 ク ラ イアン トが接続可能

受信タイムアウ ト時間 10ms ～ 2550ms （10ms 単位）

番号 内容

M8200 イーサネッ ト  ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （サーバーコネクシ ョ ン 1）

M8201 イーサネッ ト  ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （サーバーコネクシ ョ ン 2）

M8202 イーサネッ ト  ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （サーバーコネクシ ョ ン 3)

M8203 イーサネッ ト  ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （サーバーコネクシ ョ ン 4)

M8204 イーサネッ ト  ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （サーバーコネクシ ョ ン 5）

M8205 イーサネッ ト  ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （サーバーコネクシ ョ ン 6)

M8206 イーサネッ ト  ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （サーバーコネクシ ョ ン 7）

M8207 イーサネッ ト  ユーザー通信受信命令キャンセルフラグ （サーバーコネクシ ョ ン 8)
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■WindLDR の設定 （ユーザー通信サーバー）

ユーザー通信サーバーを使用するには “ ファンクシ ョ ン設定 ” で、 ユーザー通信サーバーの設定を行

い、 プログラムをダウンロード します。

●操作手順

1. [ 設定 ] タ ブの [ フ ァ ン クシ ョ ン設定 ] で [ コネクシ ョ ン設定 ] を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 使用するサーバーコネクシ ョ ンの 「通信モー ド」 を 「ユーザー通信サーバー」 に設定し ます。

「ユーザー通信サーバー」 画面が開きます。

ローカルホス トポート番号、 受信タイムアウ ト時間を設定します。 IP アドレスによるアクセス制

限を有効にする場合は、 許可する IP アドレスを設定します。

3. プログラムを作成し ます。

プログラムウ ィンド ウ内で、 イーサネッ ト  ユーザー通信命令を作成します。 コイル選択画面で

イーサネッ ト  ユーザー通信命令 （ETXD 命令または ERXD 命令） を選択します。
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「イーサネッ ト  ユーザー通信命令設定」 画面が開きます。

タイプ選択で送信させたい場合は ETXD を、 受信させたい場合は ERXD を選択します。 次にポー

ト番号を選択します。 サーバー 1 ～ 8 の中から選択します。 S1、 Ｄ1、 Ｄ2 をそれぞれ設定し、

「OK」 ボタンを押します。

4. プログラムをダウンロー ド し ます。

以上の操作によ りユーザー通信サーバーの設定が完了します。

ETXD 命令、 ERXD 命令の詳細は、 ユーザー通信命令 （TXD、 RXD） と同じです。 詳細は、 「基本編　

第 10 章　ユーザー通信」 を参照してください。
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こ こでは、 Web サーバー CPU モジュールの Modbus TCP 通信について説明し ています。 Web サーバー CPU

モジュールは、 Modbus TCP 通信ク ラ イアン ト 、 Modbus TCP 通信サーバーと し て使用できます。 Web サー

バー CPU モジュールは Modbus TCP 通信によ り、 ネ ッ ト ワーク上の Modbus TCP 対応機器とのデータ送受信

が可能と な り ます。
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■Modbus TCP 通信の概要

Web サーバー CPU モジュールは Modbus TCP 通信のクライアン トおよびサーバーと して使用できま

す。 Modbus TCP 通信のクライアン ト とサーバーは Web サーバー CPU モジュールで同時に使用できま

す。

Web サーバー CPU モジュールの Modbus TCP 通信サーバーを使用するこ とで、 Modbus TCP 通信のク

ライアン ト機器は Web サーバー CPU モジュールに接続し、 データの読み出し と書き込みを行えます。

Web サーバー CPU モジュールは、 最大 8 個のサーバーコネクシ ョ ンを Modbus TCP 通信に割り当てる

こ とができます。 その場合、 最大 8 台の Modbus TCP 通信のク ライアン ト機器が同時に Web サーバー

CPU モジュールに接続し、 Web サーバー CPU モジュールと通信できます。

Web サーバー CPU モジュールの Modbus TCP 通信クライアン ト を使用する場合、 Web サーバー CPU
モジュールは Modbus TCP 通信のサーバー機器に接続し、 データの読み出し と書き込みを行えます。

Web サーバー CPU モジュールは、 最大 3 個のクライアン ト コネクシ ョ ンを Modbus TCP 通信に割り当

てるこ とができます。 1 個のコネクシ ョ ン毎に複数の Modbus TCP サーバー機器と通信するこ とができ

ます。

Modbus TCP ク ライアン ト通信の機能と設定方法は、 9-2 頁よ り記載しています。 Modbus TCP サー

バー通信の機能と設定方法は、 9-8 頁よ り記載しています。
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Modbus TCP通信ク ラ イアン ト

Modbus TCP 通信クライアン トが設定された場合、 Web サーバー CPU モジュールはファンクシ ョ ン設

定で設定される通信リ クエス ト テーブルに従って Modbus TCP サーバー機器と通信を行います。 通信

リ クエス ト テーブル、 および通信設定は、 “ ファンクシ ョ ン設定 ” の ［コネクシ ョ ン設定］ で行いま

す。

Modbus TCP ク ライアン ト通信の通信処理はユーザープログラムの実行とは非同期に行われます。 通信

リ クエス トは、 通信リ クエス ト テーブルでの登録順 （No1, No2,…） にスキャンエンドで処理されます。

■仕様 （Modbus TCP 通信ク ラ イアン ト ）

● Modbus TCP 通信ク ラ イアン ト のコネクシ ョ ンの確立 / 切断

Modbus TCP 通信クライアン トは、 TCP/IP に従いコネクシ ョ ンを確立します。 コネクシ ョ ンの確立は、

電源 ON 時、 またはユーザープログラムのダウンロード後に STOP → RUN した時に行います。 コネク

シ ョ ン確立後、 特殊内部リ レー (M8230 ～ M8232) を ON する と、 コネクシ ョ ンの切断を行います。 コ

ネクシ ョ ン切断中、 特殊内部リ レー (M8230 ～ M8232) を OFF する と、 コネクシ ョ ンの確立を行いま

す。

● Modbus TCP 通信ク ラ イアン ト のリ クエス ト 実行

Modbus TCP 通信クライアン トの リ クエス ト実行は通信実行デバイスの設定によ り、 以下のとおり とな

り ます。

項目 Modbus TCP ク ラ イアン ト

リモート ホス ト番号 255

スレーブ番号 1 ～ 247

最大接続台数 255

受信タイムアウ ト時間＊ 1

＊ 1 Modbus TCP サーバーからの応答フレームの先頭を受けるまでのタイムアウ ト時間です。

100 ～ 25,500ms （100ms 単位）

特殊内部リ レー 内容 動作

M8230 ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 1 切断 OFF から ON する と、 該当のク ライアン ト

コネクシ ョ ンのコネクシ ョ ンを切断しま
す。

M8231 ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 2 切断

M8232 ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン 3 切断

通信実行デバイス 開始 ・ 停止

使用 指定したデバイスを先頭にリ クエス ト登録個数分の内部リ レーが、 Modbus TCP
通信ク ライアン トの通信実行デバイス と して占有されます。 通信実行デバイスは
リ クエス ト No. 順に割り付きます。

例えば、 M0 を通信実行デバイスに指定した場合、 通信実行デバイスは、 リ クエ

ス ト No.1 が M0、 No.2 が M1… と割り付きます。 Modbus TCP 通信の実行 ・ 停止

は、 通信実行デバイスによって、 リ クエス ト単位で行えます。 Modbus TCP 通信

サーバーへリ クエス ト を発行したい場合は、 該当する通信実行デバイスを 「1」
にセッ ト します。 通信完了後、 自動的に 「0」 にな り ます。 リ クエス ト を常時発

行したい場合は、 ユーザープログラムで、 該当する リ クエス トの通信実行デバイ
スを OUT 命令等で常時 ON にして ください。

未使用 登録されている リ クエス ト を全て常時発行します。
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●リ クエス ト の通信完了および通信エラー

Modbus TCP 通信クライアン トでは読出し / 書込み処理が正常終了 （または通信エラー発生） した時点

で通信完了とな り ます。 通信エラーは通信を 3 回リ ト ラ イし、 1 度も正常終了しなかった場合に発生

します。 なお、 通信エラーになった リ クエス トはキャンセルされ、 次のリ クエス トが処理されます。
リ クエス ト別のエラーステータスを毎スキャン確認するこ とで通信の正常終了 （ もし くは通信エラー

発生） を確認するこ とができます。

●エラーステータ ス

“ ファンクシ ョ ン設定 ” のリ クエス ト テーブル設定時に 「エラーステータスを使用する」 にした場合、

以下のよ うにエラーステータスが入り ます。

エラーステータスは 「通信に失敗したと きのみエラーステータスを更新する」 の設定に従い、 以下の
よ うに更新されます。

通信エラーが発生した場合、 以下のエラーステータスが格納されます。

●Modbus TCP 通信ク ラ イアン ト リ クエス ト テーブル数

Modbus TCP 通信クライアン トの リ クエス ト テーブルでは、 最大 255 個の通信リ クエス トが登録できま

す。

• 1 リ クエス トにつき 10 バイ トのユーザープログラム領域を使用します。

• リ クエス ト テーブル作成時は以下に注意してください。

通信実行デバイスおよびエラーステータスは、 リ クエス ト登録 No. 順に割り付けられます。 テーブ

ル途中のリ クエス ト を削除する場合やテーブル内のリ クエス トの順番を入れ替える場合など、 デバ
イス と リ クエス ト No. の関係が操作前と後で異なる場合があ り ますので十分注意してください。

同一 DR を
全てのリ ク エス ト に

使用する
リ ク エス ト 別のエ ラーステータ ス

チェッ ク無し リ クエス ト テーブル単位でエラーステータス （ リモート ホス ト番号 （上位バイ
ト ） とエラーコード （下位バイ ト ）） を確認するこ とができます。 設定したデバイ

スを先頭にリ クエス ト登録数分のデータレジスタが各リ クエス トのエラーステー
タス保持用と して占有されます。 通信エラーが発生した場合、 該当する リ クエス
トのエラーステータス用データレジスタにエラーステータスが格納され保持され
ます。

チェ ッ ク有り 通信エラーが発生する と、 設定したデバイスにエラーステータスが入り ます。 エ
ラーステータスは、 次の通信エラーが発生するまで保持されます。

通信に失敗し た と き
のみエ ラーステータ

スを更新する
エ ラーステータ スの更新タ イ ミ ング

チェッ ク無し エラーステータスは、 リ クエス ト ご とに更新されます。 通信が成功した場合には
「エラーなし」 で更新され、 最新の通信のエラーステータスが反映されます。

チェ ッ ク有り エラーステータスは、 通信エラーが発生したと きのみ更新されます。 通信が復帰
したあと も、 最後に発生したエラーステータスが保持されます

ビ ッ ト 割付 内容

リモート ホス ト番号
( 上位 8 ビッ ト )

1 ～ 255

エラーコード
( 下位 8 ビッ ト )

00h : エラーなし

01h ： ファンクシ ョ ンエラー

02h ： アクセス先エラー （アドレスの範囲外、 アドレス＋デバイス数が範囲外）

03h ： デバイス数エラー、 1 ビッ ト書込みデータエラー

12h ： フレーム長エラー

14h ： スレーブ番号異常

16h ： タ イムアウ トエラー
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■WindLDR の設定とパラ メ ータ （Modbus TCP 通信ク ラ イアン ト ）

Modbus TCP 通信クライアン ト を使用するには “ ファンクシ ョ ン設定 ” で、 Modbus TCP 通信クライア

ン トの設定を行い、 プログラムをダウンロード します。

1. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン ク シ ョ ン設定］ で ［コネクシ ョ ン設定］ を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 使用する ク ラ イアン ト コネクシ ョ ンの 「通信モー ド」 を 「Modbus TCP ク ラ イアン ト 」 に設定し ま

す。

Modbus TCP ク ラ イアン トのダイアログボッ クスが表示されます。

3. ［通信設定］ ボタ ンを ク リ ッ ク し、 通信設定のダイアログボ ッ クスを開きます。

受信タイムアウ ト時間を設定します。 ［OK］ ボタンをク リ ッ クする と 「Modbus TCP ク ラ イアン ト

リ クエス ト テーブル」 画面に戻り ます。
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4. Modbus TCP ク ラ イアン ト 設定を行います。

リ クエス ト内容を設定し、 ［OK］ ボタンをク リ ッ ク します。 255 個までリ クエス トの作成が可能で

す。 リモート ホス ト番号で通信相手の Modbus TCP サーバー機器を選択します。

任意で通信内部リ レーと、 スレーブ別のエラーステータスが設定できます。

5. プログラムをダウンロー ド し ます。

以上の操作によ り Modbus TCP 通信ク ライアン トの設定が完了します。

次に、 各パラ メータの内容および設定値について説明します。

機能コー ド

Modbus TCP 通信サーバーに送信する際の機能コードを設定します。 機能コードには以下の項目があ り

ます。

機能コー ド
データサイズ

範囲
スレーブア ド レス

範囲

Web サーバー
CPU モジュールの

Modbus スレーブの場合

01 コイルの状態読出し 1 ～ 128 ビッ ト 000001 ～ 065535 デバイス Y, R, M のビッ ト情

報を読み出します。

02  入力リ レーの状態読出し 1 ～ 128 ビッ ト 100001 ～ 165535 デバイス X, T （接点） , C （接

点） のビッ ト情報を読み出し

ます。

03  保持レジスタの内容読出し 1 ～ 64 ワード 400001 ～ 465535 デバイス D, T （設定値） , C
（設定値） のワード情報を読み

出します。

04  入力レジスタの内容読出し 1 ～ 64 ワード 300001 ～ 365535 デバイス T （現在値） , C （現

在値） のワード情報を読み出

します。

05  1 点コイルの状態変更 1 ビッ ト 000001 ～ 065535 デバイス Y, R, M のビッ ト状

態を変更します。

06  1 点保持レジスタ書込み 1 ワード 400001 ～ 465535 デバイス D の内容を変更しま

す。

15  N 点コイルの状態変更 1 ～ 128 ビッ ト 000001 ～ 065535 デバイス Y, R, M のビッ ト状

態を N 点連続で変更します。

16  N 点保持レジスタへの書込み 1 ～ 64 ワード 400001 ～ 465535 デバイス D の内容を連続で変

更します。
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マス タデバイスア ド レス

マスタデバイスアドレスには、 Modbus TCP 通信サーバーのデータを読み出す場合 （機能コードに 01, 
02, 03,04 のいずれかを指定した場合）、 Modbus TCP 通信サーバーから受け取ったデータを格納する先

頭デバイスを指定します。 Modbus TCP 通信サーバーへデータを書き込む場合 （機能コードに 05, 06, 
15, 16 のいずれかを指定した場合）、 Modbus TCP 通信サーバーへ書き込むデータが格納された先頭デ

バイスを指定します。 デバイスには、 データレジスタ と内部リ レーが指定可能です。

データサイズ

読出しサイズ / 書込みサイズを指定します。 機能コードに 01, 02, 05, 15 のいずれかを指定した場合、

ビッ ト単位の指定とな り ます。 機能コードに 03, 04, 06, 16 のいずれかを指定した場合、 ワード単位の

指定とな り ます。 設定可能なデータサイズの範囲は機能コードによ り異な り ます。 前頁の機能コード
の表のデータサイズ範囲を参照して ください。

ワー ド / ビ ッ ト

その機能コードにおける、 データ処理単位が表示されます。 “ ワード ” または “ ビッ ト ” のいずれかが

表示されます。

リ モー ト ホス ト 番号 （1 ～ 255）

「 リモート ホス ト リ ス ト 」 で設定された Modbus TCP 通信サーバーのリモート ホス ト番号を設定しま

す。 「 リモート ホス ト リ ス ト 」 では、 Modbus TCP 通信サーバーの IP アドレス / ホス ト名とポート番号

を設定します。 Modbus TCP 通信の場合、 デフォルトのポート番号は 502 です。 Modbus TCP 通信サー

バーが異なるポート番号を使用している場合は、 「 リモート ホス ト リ ス ト 」 でポート番号を変更してく
ださい。

スレーブ番号 （1 ～ 247）

スレーブ番号を 1 ～ 247 の間で設定します。 リ クエス ト No.1 ～ 255 の間に、 同一のスレーブ番号を繰

り返し設定できます。 Modbus TCP 通信の場合、 通常は使用されません。 Modbus TCP 通信サーバーが

要求する場合に設定します。

スレーブア ド レス

Modbus TCP 通信サーバーのデータ メモ リ アドレスを指定します。 設定可能なスレーブアドレスの範囲

は機能コードによ り異な り ます。 前頁の機能コードの表のスレーブアドレス範囲を参照してください。

通信実行デバイス

通信実行デバイス と して内部リ レーを設定できます。 通信実行デバイスは、 Modbus TCP 通信クライア

ン ト リ クエス ト テーブルの先頭から順番に、 指定した内部リ レーから順に割り付けられます。

エラーステータ ス

「エラーステータスを使用する」 に設定した場合、 リ クエス ト テーブル単位でエラーステータスを確認
するこ とができます。 リ クエス ト テーブル別のエラーステータスは指定したデータレジスタを先頭に
リ クエス ト No. 個数分割り付きます。 例えば、 D0 をエラーステータスデータレジスタに指定した場

合、 エラーステータスデータレジスタには、 リ クエス ト No.1 が D0、 No.2 が D1… と割り付きます。

ただし、 「 リ クエス ト共通」 がチェッ ク されている場合は、 エラーステータスデータレジスタは全リ ク
エス ト共通の１  つのみとなり ます。
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■リ クエス ト 処理

●スレーブア ド レス （ビ ッ ト 単位） のリ クエス ト 処理

（機能コード ： 01, 02, 05, 15）

マスタデバイスアドレスに内部リ レー （M） を指定した場合

マスタデバイスアドレスにデータレジスタ （D） を指定した場合

●スレーブア ド レス （ワー ド単位） のリ クエス ト 処理

（機能コード ： 03, 04, 06, 16）

マスタデバイスアドレスに内部リ レー （M） を指定した場合

マスタデバイスアドレスにデータレジスタ （D） を指定した場合
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Modbus TCP通信サーバー

Modbus TCP 通信サーバーが設定された場合、 Modbus TCP 通信クライアン ト機器は Web サーバー CPU
モジュールに接続し、 通信を行う こ とができます。

Modbus TCP 通信サーバーでは、 Modbus TCP 通信ク ライアン ト機器側から送信された リ クエス ト を正

常に受信する と、 そのリ クエス トに従い、 デバイスの読出しや書込みを行います。 Modbus TCP 通信ク

ライアン トから送信された リ クエス トは、 スキャンエンドで処理されます。

■仕様 （Modbus TCP 通信サーバー）

以下に、 Modbus TCP 通信サーバーで操作可能なデバイスのアドレスマップを示します。 Modbus TCP
通信クライアン トでは、 下表の範囲内でスレーブアドレスを使用して ください。

項目 Modbus TCP 通信サーバー

スレーブ番号 無視されます。

応答時間 1.5ms

受信タイムアウ ト時間＊ 1

＊ 1 タイムアウ ト発生時、 Web サーバー CPU モジュールは受信中のデータを破棄し、 先頭フレーム受信待
ちに移行します。

500ms 固定

同時接続可能ク ライアン ト数＊ 2

＊ 2 サーバーコネクシ ョ ン 8 個すべてが Modbus TCP 通信サーバーに設定された場合の個数です。

最大 8 個

ポート番号 502 (0 ～ 65535 の間で変更可能 )

対応機能コード 1 ： コ イルの状態読み出し

2 ： 入力リ レーの状態読み出し

3 ： 保持レジスタの状態読み出し

4 ： 入力レジスタの状態読み出し

5 ： 1 点コイルの状態変更

6 ： 1 点保持レジスタ書き込み

15 ： Ｎ  点コイルの状態変更

16 ： Ｎ  点保持レジスタの書き込み

Modbus 用
デバイス名称

スレーブア ド レス＊ 1

＊ 1 Modbus TCP 通信で汎用に使用されるアドレスです。 デバイスからスレーブアドレスを算出する方法は、
「基本編  第 12 章 マイク ロスマート  Modbus スレーブアドレスマップ」 を参照してください。

通信上のスレーブ
ア ド レス

FC5A デバイス 対応機能
コー ド

コイル
（0xxxxx 番台）

000001 ～ 000504 0000 ～ 01F7 Y0 ～ Y627

1, 5, 15
000701 ～ 000956 02BC ～ 03BB R0 ～ R255

001001 ～ 003048 03E8 ～ 07F7 M0 ～ M2557

009001 ～ 009256 2328 ～ 2427 M8000 ～ M8317

入力リ レー
（1xxxxx 番台）

100001 ～ 100504 0000 ～ 01F7 X0 ～ X627

2101001 ～ 101256 03E8 ～ 04E7 T0 ～ T255 （接点）

101501 ～ 101756 05DC ～ 06DB C0 ～ C255 （接点）

入力レジスタ
（3xxxxx 番台）

300001 ～ 300256 0000 ～ 00FF T0 ～ T255 （現在値）
4

300501 ～ 300756 01F4 ～ 02F3 C0 ～ C255 （現在値）

保持レジスタ
（4xxxxx 番台）

400001 ～ 408000 0000 ～ 1F3F D0 ～ D7999
3, 6, 16

408001 ～ 408500 1F40 ～ 2133 D8000 ～ D8499

409001 ～ 409256 2328 ～ 2427 T0 ～ T255 （設定値）
3

409501 ～ 409756 251C ～ 261B C0 ～ C255 （設定値）

410001 ～ 450000 2710 ～ C34F D10000 ～ D49999 3, 6, 16
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル Web 編

FC9Y-1277



第 9 章 Modbus TCP 通信
第
9
章

第
9
章

第
9
章

第
9
章

第
9
章

第
9
章

第
9
章

第
9
章

第
9
章

第
9
章

第
9
章

第
9
章

第
9
章

第
9
章

第
9
章

第
9
章

第
9
章

第
9
章

第
9
章

第
9
章

第
9

■ WindLDR の設定とパラ メ ータ ［Modbus TCP 通信サーバー］

Modbus TCP 通信サーバーを使用するには “ ファンクシ ョ ン設定 ” で、 Modbus TCP 通信サーバー設定

を行い、 プログラムをダウンロード します。

1. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン ク シ ョ ン設定］ で ［コネクシ ョ ン設定］ を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 使用するサーバーコネクシ ョ ンの 「通信モー ド」 を 「Modbus TCP 通信サーバー」 に設定し ます。

「Modbus TCP 通信サーバー」 画面が開きます。

3. パラ メ ーターを設定し、 ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

4. プログラムをダウンロー ド し ます。

以上の操作によ り Modbus TCP サーバーの設定が完了します。 各パラ メータの内容および設定値につ

いては、 Modbus スレーブ通信と同じです。 詳細は、 「基本編　第 12 章　Modbus スレーブ通信」 （12-
11 頁） を参照してください。
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■Modbus TCP 通信フ ォーマ ッ ト

こ こでは， Modbus TCP 通信ク ライアン ト とサーバーの通信フォーマッ トについて説明します。

Modbus TCP 通信フォーマッ トは、 RTU モード通信フォーマッ トの CRC を削除したものを、 Modbus 
TCP ヘッダに付加したフォーマッ トになり ます。

RTU モード通信フォーマッ トについては、 「基本編　第 12 章　RTU モード /ASCII モードの通信フォー

マッ ト 」 （12-15 頁） を参照してください。

ト ラ ンザクシ ョ ン ID

Modbus TCP 通信サーバーはクライアン トからのリ クエス トの ID をそのまま返します。 ク ラ イアン ト

（ホス ト機器） は、 どのリ クエス トに対するレスポンスが返ってきたか確認するこ とができます。 特に

確認を行わない場合は 0 を入れます。

プロ ト コル ID

Modbus TCP プロ ト コルを示す番号で、 0 とな り ます。

メ ッ セージ長

以下に続く メ ッセージの長さをバイ ト単位で表します。

ユニ ッ ト ID

機器を識別するための ID です。 Modbus TCP 通信サーバーのスレーブ番号を格納します。 Web サー

バー CPU モジュールではこの番号は無視されます。

機能コー ド

読み出し、 書き込みなどの機能の番号です。

内容

各処理に必要なデータです。
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こ こでは EMAIL 命令の使い方を説明し ています。 EMAIL 命令は、 あらかじめ登録し ておいた E メ ールを送信

する機能です。
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EMAIL（Eメ ール送信）

E メ ールを送信し ます。

シンボル

■動作説明

入力が ON する と、 S1 で指定した E メール番号の E メールを送信します。

応答を完了した時点で、 D1 で指定したデバイスに、 完了出力がセッ ト されます。

D2 で指定したデバイスに動作のステータス （動作の遷移状態とエラー） がセッ ト されます。 D2+1 は、

システムで使用します。
EMAIL 命令を使用するために、 ファンクシ ョ ン設定の 「E メール設定」 において、 メールサーバーな

どの設定を行っておく必要があ り ます。 また、 Web サーバー CPU モジュールの E メールを作成してお

く必要があ り ます。

EMAIL 命令は起動入力が ON の場合に実行され、 E メールが送信されます。 その起動入力が ON を維

持し続けた場合、 E メール送信後に同じ EMAIL 命令が実行されます。 これを回避するために、

EMAIL 命令の起動入力が 1 スキャンだけ ON となるよ う、 シ ョ ッ ト命令などと組み合わせて使用して

ください。

対象オペラ ン ド

■設定項目

S1( ソース 1) の設定

E メールの番号を指定します。 定数またはデータレジスタが指定できます。

D1( ディ スティネーシ ョ ン 1) の機能

内部リ レーまたは出力を指定します。 EMAIL 命令の実行後、 E メール送信が完了した時点、 あるいは

応答がない場合は一定のタイムアウ ト時間を待って ON します。

D2( ディ スティネーシ ョ ン 2) の機能

データレジスタを動作ステータス と して使用します。 設定したデータレジスタを先頭に 2 ワード使用

します。 D2 に動作ステータスが格納されます。 D2+1 は、 システムで使用します。

データレジスタは、 D0 ～ D1998、 D2000 ～ D7998、 D10000 ～ D49998 が指定可能です。

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 E メール番号 － － － － － － ○ ＊ 1

＊ 1 1 ～ 255 の範囲内です。

－

D1 デスティネーシ ョ ン 1 完了出力先 － ○ ＊2

＊ 2 特殊内部リ レーは使用できません。

－ － － － － －

D2 デスティネーシ ョ ン 2 動作ステータス － － － － － － ○ － －
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10-2
• システムバージ ョ ン 100 の場合、同じ E メール番号（S1）の EMAIL 命令を 2 個以上設定しないでくだ

さい。 E メール番号をデータレジスタで指定する場合も、 他の EMAIL 命令と同じ E メール番号を

指定しないでください。

• S1 をデータレジスタで指定する場合、 完了出力 （D1） が ON するまで S1 の内容を保持してくださ

い。

動作ステータス （D2） は、 動作の遷移状態 （ステータスコード） とエラー内容 （エラーコード） を示

しています。 ステータスコードは、 動作ステータスの下位 4 ビッ ト をマスク した値になり ます。 エ

ラーコードは、 動作ステータスの下位 4 ビッ トに格納されます。

E メールの送信は、 実際には複数の SMTP サーバーによる メールの中継によって実現されています。

このため、 EMAIL 命令の動作ステータス （D2） の値が 64 ( 応答正常受信） であっても、 以下のよ うな

場合は指定した宛先においてメールが受信できませんが、 Web サーバー CPU モジュールはそれを判断

するこ とはできません。

1. 中継を行っている SMTP サーバーが正常に機能し ていない場合

2. メ ールの受信者が 「ド メ イ ン指定受信」 などの機能を使用するなどで、 指定し た メ ールア ド レスや

ド メ イ ンからの受信しか受け付けていない場合

ステータ ス コー ド
(10 進表記 )＊ 1

＊ 1 ステータスコードが上記以外の場合には、 EMAIL 命令のエラーと考えられます。

動作の遷移状態 状態説明

16 送信前処理中 EMAIL 命令の起動入力が ON してから、 E メールを送信するま

での間

32 応答待ち E メールの送信処理が終わったあと、 応答が返ってく るまでの

間

64 応答正常受信 E メールサーバーに対する応答の受信が正常に完了し、 次の送

信が可能な状態

エ ラーコー ド エ ラー内容 完了出力 （D1）

0 正常
ステータスコードが 64 のと き、

ON します。

1 － －

2
タイムアウ トエラー

ポート番号が間違っている
ON

3

宛先のリモート ホス ト名を DNS 解決できなかった

送信メールサーバーが見つからなかった

送信メールサーバーが SMTP-AUTH の login 認証に

対応していなかった

イーサネッ ト ケーブルが抜けていた り断線した り
していて、 Web サーバー CPU モジュールがネッ ト

ワークに正し く接続できていなかった

ON

4 存在しない E メール番号を指定した ON

5 複数の EMAIL 命令を同時に実行した ON

6 パラ メータ異常 ON

7 その他の異常＊ 1

＊ 1 その他の異常の詳細は特殊データレジスタ D8457 に格納されます。

ON

8 データレジスタの変換に失敗した＊ 2

＊ 2 E メールの送信は実行されますが、 変換に失敗したデータレジスタの値の代わりに ---- が挿入されま
す。

ON
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■特殊データ レジス タ

●特殊データ レジス タ で、 E メ ールの詳細エラーを確認する

Web サーバー CPU モジュールのエラーコードが 7 の場合、 特殊データレジスタ D8457 でメールサー

バーが通知するレスポンス内容を確認できます。 エラー内容は、 多くのものがあり、 メールサーバーに
よ り異なる場合があり ますので、 詳し くは、 使用している メールサーバーの管理者にご確認ください。
D8457 に格納されるエラーコードの意味は下表の通りです。

■WindLDR の設定

●操作手順

1. 「設定」 タ ブの 「フ ァ ン クシ ョ ン設定」 で 「E メ ール設定」 を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

基本設定

• SMTP サーバーを IP アドレスで指定する場合は、不要な空白を含めないでください。例えば、 IP ア

ドレス  192.168.1.234 を指定する場合は、 "192.168. 1.234" のよ うに空白を含めず、 "192.168.1.234" と
して ください。

• SMTP サーバーを IP アドレスで指定する場合、数値の上位桁の 0 は無視されます。例えば、 IP アド

レス "192.168.1.234" と "192.168.001.234" は、 どちらも 192.168.1.234 を指定したものとな り ます。

エ ラーコー ド 内容 考えられる要因

451 要求されたアクシ ョ ンが中止された メールサーバー側が要因となっている

530 アクセス拒否
「E メールを送信するために認証が必要」 の

チェッ クを忘れた

535 認証エラー アカウン ト名やパスワードを間違った

SMTP サーバー ： E メールの送信に使用する送信メールサーバーの IP アドレスも し くは

送信メールサーバー名を指定します。
半角英数で 40 文字まで入力可能です。

SMTP サーバーポート ： E メールの送信に使用する送信メールサーバーのポート番号を指定し

ます。 通常、 SMTP では 25 番が、 SMTP-AUTH では 587 番が使用され

ます。

差出人の E メールアドレス ： 送信メールの 「差出人」 に含めたいメールアドレスを指定します。
半角英数 40 文字まで入力可能です。

差出人 ： 送信メールの 「差出人」 に含めたい名前を指定します。
半角英数 40 文字まで入力可能です。
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• SMTPサーバーを SMTPサーバー名で指定する場合は、DNSによる SMTPサーバーの名前解決が必要

です。 DNS および DNS サーバーの設定については、 「第 5 章　ネッ ト ワーク設定」 （5-4 頁） を参

照してください。

こ こで設定した 「差出人」 の情報は、 以下のよ うに組み合わされます。
差出人の E メールアドレスが 「test@sample.com」 差出人が 「Test Mail」 だった場合、

Test Mail <test@sample.com> とな り ます。

オプシ ョ ン設定 ： SMTP 認証 （login）

送信メールサーバーによっては、 E メールの送信を行う場合に SMTP-AUTH による認証が必要な場合

があ り ます。
Web サーバー CPU モジュールは、 SMTP-AUTH の login 認証に対応していますので、 login 認証が必要

な送信メールサーバーであれば、 この機能を使用するこ とで E メールを送信するこ とができます。

使用する送信メールサーバーが SMTP-AUTH の login 認証を必要とするかど うかについては、 該当の

送信メールサーバーの管理者にお問い合わせください。

E メ ール設定をデータ レジス タ で行う

この項目にチェッ クが入っている場合、 基本設定および SMTP-AUTH の login 認証の設定をデータレ

ジスタの文字列および数値を用いて行います。 指定したデータレジスタを先頭のデータレジスタ とす
る 107 ワードのデータレジスタに格納された設定を用いてメールの送信を行います。

各設定項目の開始データレジスタ と終了データレジスタおよび設定値の詳細は以下のとおりです。

E メールを送信するために認証が必要 ： 使用する送信メールサーバーにおいて認証が必要な場合は、
このチェッ クボッ クスを有効にします。

アカウン ト名 ： login 認証で使用するアカウン ト名を指定します。

半角英数 40 文字まで入力可能です。

パスワード ： login 認証で使用するパスワードを指定します。

半角英数 40 文字まで入力可能です。

設定項目
データの

形式

使用する
データ レ
ジス タ数

設定項目の開始
データ レジス タ

設定項目の終了
データ レジス タ 設定値

SMTP 
サーバー

文字列

(40 文字 )
21＊ 1 先頭のデータレジ

スタ

先頭のデータレジ
スタ +20

E メールの送信に使用す

る送信メールサーバーの
IP アドレスも し くは送信

メールサーバー名を、 文

字列で指定します。＊ 2

SMTP 
サーバー
ポート

10 進数数

値
1 先頭のデータレジスタ +21

E メールの送信に使用す

る送信メールサーバーの
ポート番号を、 10 進数数

値で指定します。

差出人の
E メール

アドレス

文字列

(40 文字 )
21 ＊ 1 先頭のデータレジ

スタ +22
先頭のデータレジ
スタ +42

送信メールの 「差出人」 に
含めたいメールアドレスを、

文字列で指定します。 ＊ 2

差出人
文字列

(40 文字 )
21 ＊ 1 先頭のデータレジ

スタ +43
先頭のデータレジ
スタ +63

送信メールの 「差出人」
に含めたい名前を、 文字

列で指定します。 ＊ 2

E メールを

送信するた
めに認証が
必要

10 進数数

値
1 先頭のデータレジスタ +64

使用する送信メールサー
バーにおいて認証が必要な
場合は 1 を、 認証が不要な

場合は 0 を指定します。

アカウン ト
名

文字列

(40 文字 )
21 ＊ 1 先頭のデータレジ

スタ +65
先頭のデータレジ
スタ +85

login 認証で使用するアカ

ウン ト名を、 文字列で指

定します。 ＊ 2

パスワード
文字列

(40 文字 )
21 ＊ 1 先頭のデータレジ

スタ +86
先頭のデータレジ
スタ +106

login 認証で使用するパス

ワードを、 文字列で指定

します。 ＊ 2
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以下に示す E メール設定を、 データレジスタによ り設定します。

先頭のデータレジスタに D100 を指定した場合、 以下のよ うにデータレジスタ  D100 ～ D206 の値を設

定します。

＊ 1 「使用するデータレジスタ数 -1」 ワード目までに設定した文字列が設定値と して有効になり ます。 文字列の
終端を表すため、 最終ワードは実際のデータレジスタの値に関わらず 0000h とみなします。

＊ 2 設定する文字列が 「使用するデータレジスタ数 -1」 よ り も短い場合は、 それ以降のデータは 00h で埋めて
下さい。

「送信メールサーバー」 ： smtp.example.com

「ポート番号」 ： 587

「差出人の E メールアドレス」 ： test@example.com

「差出人の名前」 ： Test

「差出人の E メールアドレス」 ： チェ ッ クあ り

「アカウン ト名」 ： test_account

「パスワード」 ： test_password

設定項目
設定項目
の開始

ア ド レス

設定項目
の終了

ア ド レス
設定値

SMTP 
サーバー

D100 D120

データ
レジス タ

D100 D101 D102 D103 D104 D105 D106 D107 D108
D109 
～ 

D120

ASCII 's' 'm' 't' 'p' '.' 'e' 'x' 'a' 'm' 'p' 'l' 'e' '.' 'c' 'o' 'm' '\0' '\0' '\0' '\0'

値
（16 進数）

736Dh 7470h 2E65h 7861h 6D70h 6C65h 2E63h 6F6Dh 0000h 0000h

SMTP 
サーバー
ポート

D121

データ
レジス タ

D121

値
（10 進数）

587

差出人の
E メール

アドレス

D122 D142

データ
レジス タ

D122 D123 D124 D125 D126 D127 D128 D129 D130
D131 
～ 

D142

ASCII 't' 'e' 's' 't' '@' 'e' 'x' 'a' 'm' 'p' 'l' 'e' '.' 'c' 'o' 'm' '\0' '\0' '\0' '\0'

値
（16 進数）

7465h 7374h 4065h 7861h 6D70h 6C65h 2E63h 6F6Dh 0000h 0000h

差出人 D143 D163

データ
レジス タ

D143 D144 D145 D146 ～ D163

ASCII 'T' 'e' 's' 't' '\0' '\0' '\0' '\0'

値
（16 進数）

5465h 7374h 0000h 0000h

E メールを

送信する
ために認
証が必要

D164

データ
レジス タ

D164

値
（10 進数）

1

アカウン
ト名

D165 D185

データ
レジス タ

D165 D166 D167 D168 D169 D170 D171 D172 ～ D185

ASCII 't' 'e' 's' 't' '_' 'a' 'c' 'c' 'o' 'u' 'n' 't' '\0' '\0' '\0' '\0'

値
（16 進数）

7465h 7374h 5F61h 6363h 6F75h 6E74h 0000h 0000h

パスワー
ド

D186 D206

データ
レジス タ

D186 D187 D188 D189 D190 D191 D192 D193 ～ D206

ASCII 't' 'e' 's' 't' '_' 'p' 'a' 's' 's' 'w' 'o' 'r' 'd' '\0' '\0' '\0'

値
（16 進数）

7465h 7374h 5F70h 6173h 7377h 6F72h 6400h 0000h
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文字列は 1 ワード以上の連続したデータレジスタで設定します。 2 バイ トのデータを 1 ワード と し、

上位バイ ト→下位バイ トの順で設定します。 文字列の終わりには 00h を設定してください。

特殊内部リ レーを用いて送信メ ールサーバー設定を初期化する

「E メール設定をデータレジスタで行う」 にチェッ クが入っている場合、 特殊内部リ レー M8196 を用

いて、 ファンクシ ョ ン設定の設定値を指定したデータレジスタを先頭とするデータレジスタに初期値
と して反映させるこ とができます。

○ 使用する特殊内部リ レー

文字列を指定する項目において、 項目のワード数に対してファンクシ ョ ン設定の設定文字列が短い場
合は、 それ以降のデータは 00h で埋められます。

テキス ト のエン コー ド

• 文字セッ ト

メール本文、 添付ファイルの文字セッ ト を指定します。

基本的に Unicode であれば、 どのよ うな文字を含んだメールも作成するこ とが可能ですが、 転送す

る メールサーバーや受信する メールソフ トやフォン トによっては Unicode でエンコード されたメー

ルを転送および閲覧できない場合があ り ます。
また ASCII であれば、 マルチバイ ト文字は使用できませんが、 どのよ うなメールソフ トで閲覧し

ても同じよ うに表示されます。
使用可能な文字セッ トについては使用する メールサーバーの管理者にお問い合わせのうえ、 E メー

ルの宛先にあわせた文字セッ ト を使用してください。

• テキス トのエンコード

本文のエンコード形式を指定します。 送信メールサーバーによっては、 8 ビッ トデータを含むメー

ルの転送に対応していない場合があ り ます。 その場合は Base64 でエンコード し 7 ビッ トのデータ

に変換するこ とで転送が可能になり ます。

番号 内容 説明

M8196 送信メールサーバー設定の初期化 OFF → ON する と、 ファンクシ ョ ン設定の設定値が対象の

データレジスタに初期値と して反映されます。

ASCII ： 本文が半角英数字のみで構成されたメールを作成する場合に指定します。

日本語 （ISO-2022-JP） ： 本文が半角英数字と日本語文字で構成されたメールを作成する場合に指定
します。 添付ファ イルの文字エンコード方式は Shift_JIS になり ます。

中国語 （GB2312） ： 本文が半角英数字と中国語文字で構成されたメールを作成する場合に指定
します。

西欧 （ISO-8859-1） ： 本文が半角英数字と西欧文字で構成されたメールを作成する場合に指定し
ます。

Unicode (UTF-8) ： あらゆる文字を含んだメールを作成する場合に指定します。

無し ： 本文をエンコード しません。

Base64 ： 本文を Base64 でエンコード します。
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• 小数点の記号

 E メール本文に埋め込むデータレジスタの変換タイプを 「フロート 」 にした場合に埋め込まれる小

数文字列の小数点表記方法を指定します。

• 区切り記号

添付の CSV ファ イルの区切り記号は、 選択した 「小数点の記号」 によって決定されます。

ピ リオド ： ’.’ (2Eh) を使用します。

カンマ ： ’,’ (2Ch) を使用します。

小数点の記号 区切り記号

ピ リオド  '.' (2Eh) カンマ ','  (2Ch)

カンマ ',' (2Ch)  セ ミ コロン  ';' (3Eh)
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Eメ ールア ド レス帳

■設定項目

作成する E メールに、 宛先と して指定する E メールアドレスや E メールグループを作成します。

E メールグループとは、 複数の E メールアドレスをグループ化したものです。 E メールを作成する と

きに、 宛先に E メールグループを指定するこ とで、 複数の E メールアドレスへ簡単にメールを送信す

るこ とが可能になり ます。

■WindLDR の設定

●操作手順

1. 「プロジ ェ ク ト ウ ィ ン ド ウ」 の 「E メ ール ア ド レス帳」 を ク リ ッ ク し ます。

E メールアドレス帳作成のダイアログボッ クスが表示されます。

「新規 E メールアドレス」 をク リ ッ ク、 あるいは既存の E メールアドレスを選択して 「編集」 をク

リ ッ クする と、 E メールアドレス作成のダイアログボッ クスが表示されます。

直接指定 ： 登録しておく E メールアドレスを指定します。 半角英数 40 文字まで入力可

能です。

データレジスタ  ： E メールアドレスを格納するデータレジスタを指定します。

E メール送信時に、 指定したデータレジスタを先頭とする最大 30 ワードの

データレジスタに格納されている文字列を E メールアドレス と して宛先や

CC で使用します。 データレジスタを用いて E メールアドレスを文字列で

指定する場合、 E メールアドレスの長さは 60 バイ ト固定と して計算されま

す。
すべての E メールアドレスをデータレジスタで指定する場合、 宛先と CC、
それぞれに最大 8 個の E メールアドレスを設定できます。

コ メン ト ： E メールアドレスを説明するコ メン トです。 この内容、 および長さは命令

には影響しません。
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データレジスタ  D100 を指定して test@example.com に E メールを送信する場合、 以下のよ うにデータ

レジスタの値を設定します。

データレジスタ  D123 を指定して you@example.com に E メールを送信する場合、 以下のよ うにデータ

レジスタの値を設定します。

• 文字列は 1 ワード以上の連続したデータレジスタで設定します。 2 バイ トのデータを 1 ワード と し、

上位バイ ト→下位バイ トの順で設定します。 文字列の終わりには 00h を設定して ください。

• 文字列が 30 ワード よ り も短い場合は、 それ以降のデータは 00h で埋めてください。

• E メールアドレス と して指定したデータレジスタから 30 ワード （60 バイ ト ） の中に 00h が含まれて

いない場合は、 60 バイ トすべてを E メールアドレス と して使用します。

2. 「新規 E メ ール グループ」 を ク リ ッ ク、 あるいは既存の E メ ールグループを選択し て 「編集」 を ク

リ ッ クする と、 E メ ールグループ作成のダイアログボ ッ クスが表示されます。

左側のボッ クスには、 E メールグループに追加されていない E メールアドレスが、 E メールアドレ

ス帳に登録された順に表示されます。
左側のボッ クスにある E メールアドレスのうち、 E メールグループに追加したい E メールアドレス

を選択して 「>>」 をク リ ッ クする と、 該当の E メールアドレスが右側のボッ クスの一番下の項目

に移動し、 E メールグループに追加されます。

右側のボッ クスには、 E メールグループに含まれている E メールアドレスが、 E メールグループに

追加された順に表示されます。
右側のボッ クスにある E メールアドレスのうち、 E メールグループから削除したい E メールアドレ

スを選択して 「<<」 をク リ ッ クする と、 該当の E メールアドレスが左側のボッ クスの一番下の項

目に移動し、 E メールグループから削除されます。

データ レジス タ D100 D101 D102 D103 D104 D105 D106 D107 D108

ASCII 't' 'e' 's' 't' '@' 'e' 'x' 'a' 'm' 'p' 'l' 'e' '.' 'c' 'o' 'm' '\0' '\0'

値 （16 進数） 7465h 7374h 4065h 7861h 6D70h 6C65h 2E63h 6F6Dh 0000h

データ レジス タ D123 D124 D125 D126 D127 D128 D129 D130

ASCII 'y' 'o' 'u' '@' 'e' 'x' 'a' 'm' 'p' 'l' 'e' '.' 'c' 'o' 'm' '\0'

値 （16 進数） 796Fh 7540h 6578h 616Dh 706Ch 652Eh 636Fh 6D00h

グループ名 ： 登録しておく E メールグループの名称を指定します。

コ メン ト ： E メールグループを説明するコ メン トです。 この内容、 および長さは命令

には影響しません。
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使用しない E メールアドレスや E メールグループを E メールアドレス帳から削除する場合は、 E
メールアドレス帳ダイアログを開き、 削除したい E メールアドレスや E メールグループを選択し

た状態で 「削除」 をク リ ッ ク します。
このと き、 削除した項目以降の内容はひとつずつ上に移動します。 また、 E メールアドレスを削除

する際に、 削除した E メールアドレスが E メールグループに追加されていた場合は E メールグ

ループからも自動的に削除されます。
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Eメ ールエデ ィ タ

■設定項目

E メールを作成します。 最大 255 種類の E メールを設定するこ とができます。

E メールの作成は 5 つの部分に対して行います。

• あて先 「宛先」 「CC」

「宛先」 と 「CC」 には、 それぞれ複数の E メールアドレスおよび E メールグループを指定するこ と

ができます。 それぞれの最大サイズは 512 バイ トです。 なお、 E メールアドレスの区切り と して自

動的に 1 バイ ト分のカンマ (",") を補います。

例 ： "aa@example.com" ( カンマ含め 15 バイ ト ) と  "bbb@example.com" ( カンマ含め 16 バイ ト ) とが

含まれる E メールグループ "cccc" の合計サイズは 31 バイ トにな り ます。

目安と して、 30 バイ トの E メールアドレスであれば、 16 件まで登録可能ですので、 「宛先」 と

「CC」 と を合計した場合は 32 件まで同時に送信するこ とが可能です。

• 「件名」 「本文」

「件名」 の最大サイズは 256 バイ ト、 「本文」 の最大サイズは 1536 バイ トです。 「件名」 と 「本文」

は以下のものを含みます

・ 文字列 （ファンクシ ョ ン設定の 「E メール設定」 における 「文字セッ ト 」 を用いた文字列）

・ 数値文字列 （データレジスタ挿入によ り本文に埋め込まれたデータレジスタの値の文字列）
・ 空白、 改行

「件名」 と 「本文」 のサイズは、 上記を含むテキス ト を対象と します。

テキス トに対し、 ファンクシ ョ ン設定の 「E メール設定」 における 「テキス トのエンコード」 に

従ってエンコード処理を行った結果を、 E メールと して送信します。

目安と して、 ASCII ( シングルバイ ト文字 ) のみで構成する場合の上限は、 件名 200 文字、 本文

1400 文字です。 マルチバイ ト文字で構成する場合の上限は、 件名 100 文字、 本文 700 文字です。

• 「添付ファイル」

E メールには、 1 個の CSV ファ イルを添付できます。

添付ファイルには、 テキス トやデータレジスタを含めるこ とができます。 CSV ファ イルのファイ

ル名は必ず 「data.csv」 にな り ます。 添付ファイルの最大サイズは 1536 バイ トです。

「添付ファイル」 は以下のものを含みます。

・ ファンクシ ョ ン設定の 「E メール設定」 における 「文字セッ ト 」 を用いた文字列

・ データレジスタ挿入によ り本文に埋め込まれたデータレジスタの値の数値文字列
・ 空白、 区切り記号、 改行

「添付ファイル」 のサイズは、 上記を含むテキス トのサイズです。

構成されたテキス トに対し、 ファンクシ ョ ン設定の 「E メール設定」 における 「テキス トのエン

コード」 に従ってエンコード処理を行った結果を E メールに添付します。
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■WindLDR の設定

●操作手順

1. 「プロジ ェ ク ト ウ ィ ン ド ウ」 の 「E メ ール エデ ィ タ」 を ク リ ッ ク し ます。

E メールエディ タのダイアログボッ クスが表示されます。

ダイアログ左側のスクロールボッ クスは登録されている E メールが表示されます。

右側には選択した E メールの内容が表示されます。

E メールの内容は、 「宛先」 「CC」 「件名」 「本文」 「添付ファイル」 の 5 つから構成されます。

上段左側のボッ クスには、 E メールアドレス帳に登録されている項目が表示されます。

上段左側のボッ クスにある項目のうち、 「宛先」 あるいは 「CC」 に追加したい項目を選択して追加

したい側の 「>>」 をク リ ッ クする と、 該当の項目が 「宛先」 あるいは 「CC」 に追加されます。

上段右側の 「宛先」 あるいは 「CC」 のボッ クスにある項目のうち、 削除したい項目を選択して削

除したい側の 「<<」 をク リ ッ クする と、 該当の項目が 「宛先」 あるいは 「CC」 から削除されます。

「件名」 の項目には、 送信する E メールの件名を指定します。

下段の項目には、 メール本文を指定します。
メール本文は、 複数行で構成するこ とが可能です。

添付ファイル (CSV ファ イル ) は、 ファ イルサイズの上限に収まる範囲で自由にレイアウ トや項目

を設定するこ とが可能です。 CSV ファ イルの内容には、 テキス ト、 データレジスタの値を含める

こ とができます。
添付ファイルの編集については 「本章　添付ファイルエディ タ」 （10-14 頁） を参照ください。
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2. 「データ レジス タ挿入」 を ク リ ッ クする と、 変数 （データ レジス タ） のダイアログが表示されます。

メールを発行する と きに、 データレジスタの値を本文中に含めるこ とが可能です。

このうち、 ワード とダブルワードは、 変換タイプを指定できます。
例と して、 データレジスタの値が 1234h (4660)　のと きの違いを以下に記載します。

10 進数の場合、 “4660” に置き換わり ます。

16 進数の場合、 “1234” に置き換わり ます。

リ ピート指定をする と、 連続したアドレスのデータを埋め込むこ とが可能です。
このと き、 各データレジスタの間には半角空白が一つ含まれます。
たとえば、 連続した 3 つのデータレジスタが ( D100) = 1234h, (D101) = 5678h, (D102) =ABCDh だっ

た場合、 DR 番号 ： 100、 データタイプ ： ワード、 リ ピート ： 3、 変換タイプ ： 16 進数で指定した場

合、 以下のよ うな数値が埋め込まれます。
1234 5678 ABCD

この E メールエディ タで作成された本文は、 ファンクシ ョ ン設定の E メール設定の 「エンコード

方式」 に従い、 エンコーディングされて送信されます。

項目 内容

DR 番号 埋め込むデータレジスタを指定します。

データタイプ

ワード （W）
指定したデータレジスタ 1 ワードの値を符号なし正数に変換しま

す。

インテジャ （I）
指定したデータレジスタ 1 ワードの値を符号つき 10 進数整数に

変換します。

ダブルワード （D）
指定したデータレジスタ 2 ワードの値を符号なし正数に変換しま

す。

ロング （L）
指定したデータレジスタ 2 ワードの値を符号つき 10 進数整数に

変換します。

フロート （F） 指定したデータレジスタ 2 ワードの値を、 IEEE754 に従った浮動

小数に変換します。 有効桁は 1 桁から 7 桁まで指定できます。
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添付フ ァ イルエデ ィ タ

■設定項目

E メールに添付する CSV ファ イルの内容を編集するこ とができます。 CSV ファ イル中には任意のテキ

ス ト、 データレジスタの値を含むこ とができます。 CSV ファ イルのファイル名は必ず 「data.csv」 にな

り ます。 CSV ファ イルのファイルサイズは最大 1536 バイ トです。

• 「行」 「列」

CSV ファ イルの行数および列数を変更するこ とができます。 行数および列数は 1 ～ 64 の範囲で指

定可能です。 行数および列数を小さ く した場合、 行数および列数の範囲外にある設定値は削除され
ます。

• 「テキス ト 」 「データレジスタ」

CSV ファ イルの各セルに 「テキス ト 」 か 「データレジスタ」 を指定するこ とができます。 セルを

選択した状態で 「テキス ト 」 ボタンか 「データレジスタ」 ボタンをク リ ッ クする と、 それそれ編集
ダイアログが表示されます。 編集ダイアログで入力した設定値がセルの値と して反映されます。

文字セッ ト、 区切り記号、 小数点の記号の設定は、 ファンクシ ョ ン設定における設定内容がすべての
添付ファイルに適用されます。 設定内容については 「本章　WindLDR の設定」 （10-3 頁） を参照して

ください。
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■WindLDR の設定

●操作手順

1. 「E メ ールエデ ィ タ」 の 「添付フ ァ イル」 にチ ェ ッ ク を入れ、 ［編集］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

添付ファイルエディ タのダイアログボッ クスが表示されます。

ダイアログの上部で、 CSV ファ イルの内容の編集を行います。 ダイアログの下部には、 現在の

ファイルのサイズと、 編集可能なサイズが表示されます。 ダイアログの大きさを変化させるこ と
で、 セル編集の領域を広げるこ とが可能です。 ファ イルサイズには区切り記号と改行文字を含みま
す。

2. 「行」 と 「列」 を入力し ます。

CSV ファ イルの行数と列数を設定します。 編集範囲が決定されます。

3. 任意のセルを選択し、 ［テキス ト ］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

テキス トのダイアログが表示されます。

選択したセルに任意のテキス ト を入力するこ とができます。 指定できる文字列の長さは最大 63 バ

イ トです。
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4. 任意のセルを選択し、 ［データ レジス タ］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

データレジスタのダイアログが表示されます。

メールを発行する と きに、 データレジスタの値を選択したセルに含めるこ とができます。

このうち、 ワード とダブルワードは、 変換タイプを指定できます。
例と して、 データレジスタの値が　 1234h (4660)　のと きの違いを以下に記載します。

10 進数の場合、 “4660” に置き換わり ます。

16 進数の場合、 “1234” に置き換わり ます。

項目 内容

DR 番号 埋め込むデータレジスタを指定します。

データタイプ

ワード （W）
指定したデータレジスタ 1 ワードの値を符号なし正数に変換しま

す。

インテジャ （I）
指定したデータレジスタ 1 ワードの値を符号つき 10 進数整数に

変換します。

ダブルワード （D）
指定したデータレジスタ 2 ワードの値を符号なし正数に変換しま

す。

ロング （L）
指定したデータレジスタ 2 ワードの値を符号つき 10 進数整数に

変換します。

フロート （F） 指定したデータレジスタ 2 ワードの値を、 IEEE754 に従った浮動

小数に変換します。 有効桁は 1 桁から 7 桁まで指定できます。
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こ こでは PING 命令の使い方を説明し ています。 PING 命令は、 指定し た リ モー ト ホス ト に向けて PING パ

ケ ッ ト を送信し、 IP レベルで通信できるかを確認するための命令です。
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PING（Ping送信）

Ping を送信します。

シンボル

■動作説明

入力が ON する と、 S1 で指定した リモート ホス トへ PING パケッ ト を送信します。 応答を完了した時

点で、 D1 で指定したデバイスに、 完了出力がセッ ト されます。 D2 で指定したデバイスに動作のス

テータス （動作の遷移状態とエラー） がセッ ト されます。 D2+1 は、 システムで使用します。

PING 命令は起動入力が ON の場合に実行され、 PING 要求が送信されます。 その起動入力が ON を維

持し続けた場合、 PING 送信後に同じ PING 命令が実行されます。 これを回避するために、 PING 命令

の起動入力が 1 スキャンだけ ON となるよ う、 シ ョ ッ ト命令などと組み合わせて使用してください。

PING 命令を使用するために、 Web サーバー CPU モジュールのリモート ホス ト リ ス ト を作成しておく

必要があ り ます。 リモート ホス ト リ ス トの作成については、 「第 6 章　 リモート ホス ト リ ス ト 」 を参照

して ください。

■設定項目

S1( ソース 1) の設定

リモート ホス ト リ ス トの番号を指定します。 定数またはデータレジスタが指定できます。

D1( デ ィ ステ ィ ネーシ ョ ン 1) の機能

内部リ レーまたは出力を指定します。 PING 命令の実行後、 応答が完了した時点、 応答がない場合は、

ファンクシ ョ ン設定で設定したタイムアウ ト時間待って ON します。 タイムアウ トの設定については、

次頁の 「WindLDR の設定」 を参照して ください。

D2( デ ィ ステ ィ ネーシ ョ ン 2) の機能

データレジスタを動作ステータス と して使用します。 設定したデータレジスタを先頭に 2 ワード使用

します。 D2 に動作ステータスが格納されます。 D2+1 は、 システムで使用します。

データレジスタは、 D0 ～ D1998、 D2000 ～ D7998、 D10000 ～ D49998 が指定可能です。

X Y M R T C D 定
数

リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 宛先リモート ホス ト
番号

－ － － － － － ○ ＊ 1

＊ 1 1 ～ 255 の範囲内です。

－

D1 デスティネーシ ョ ン 1 完了出力先 － ○ ＊2

＊ 2 特殊内部リ レーは使用できません。

－ － － － － －

D2 デスティネーシ ョ ン 2 動作ステータス － － － － － － ○ － －
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• システムバージ ョ ン 100 の場合、同じ宛先リモート ホス ト番号 （S1） の PING 命令を 2 個以上設定し

ないでください。 宛先リモート ホス ト番号をデータレジスタで指定する場合も、 他の PING 命令と

同じ宛先リモート ホス ト番号を指定しないでください。

• S1 をデータレジスタで指定する場合、 完了出力 （D1） が ON するまで S1 の内容を保持してくださ

い。

• Web サーバーCPU モジュールは、自身から発行された PING 送信に対する PING 応答に対応していま

せん。

動作ステータス （D2） は、 動作の遷移状態 （ステータスコード） とエラー内容 （エラーコード） を示

しています。 ステータスコードは、 動作ステータスの下位 4 ビッ ト をマスク した値になり ます。 エ

ラーコードは、 動作ステータスの下位 4 ビッ トに格納されます。

ステータスコードが上記以外の場合には、 PING 命令のエラーと考えられます。

■WindLDR の設定

●操作手順

1. 「プロジ ェ ク ト ウ ィ ン ド ウ」 の 「ネ ッ ト ワーク管理」 を ク リ ッ ク し ます。 ネ ッ ト ワーク管理設定の

ダイアログボ ッ クスが表示されます。

2. [ タ イムアウ ト (1～30秒 )]：PING命令のタ イムアウ ト 時間を 1～30秒の間で設定し ます。デフ ォル ト

は 1 秒です。

ステータ ス コー ド
(10 進表記 ) 動作の遷移状態 状態説明

16 送信前処理中
PING 命令の起動入力が ON してから、 指定された リモート ホス

トへ向けて PING パケッ ト を送信するまでの間

32 応答待ち
PING パケッ トの送信処理が終わったあと、 応答が返ってく るま

での間

64 応答正常受信
PING パケッ トに対する応答の受信が正常に完了し、 次の送信が

可能な状態

エ ラーコー ド エ ラー内容 完了出力 （D1）

0 正常
ステータスコードが 64 のと き、

ON します。

1 － －

2 タイムアウ トエラー ON

3 宛先のリモート ホス ト名を DNS 解決できなかった ON

4 存在しないリモート ホス ト番号を指定した ON

5 複数の PING 命令を同時に実行した ON

6 パラ メータ異常 ON
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こ こでは Web サーバー CPU モジュールが持つ Web サーバー機能について説明し ます。
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■動作説明

Web サーバー機能を利用する こ と で、 お使いの PC から Web ブ ラウザを使用し て Web サーバー CPU
モジュールの状態の確認やデバイスの内容を変更が可能です。 また、 ユーザーが自由に作成し た Web
ページデータ をダウンロー ド する こ とが可能ですので、 プロジ ェ ク ト ご とに使いやすい Web サイ ト を

構築する こ とが可能にな り ます。

システム用のページの中に組み込まれた、 システムの状態を管理する 「システム Web ページ」 のペー

ジの閲覧や、 CGI を経由し たデータ レジス タの書き込みなどを用いる こ と で、 難しい HTML の知識が

な く ても Web サーバー CPU モジュールの管理を行う こ とができます。

また、 パスワー ド認証を用いる こ と でアクセス制限をかける こ とが可能なので、 不特定多数のアクセ
スを遮断する こ とができます。

■名称説明

Web サーバーの Web ページツ リー構成は、 以下のよ うに分けられます。

WindLDR のプロジェク ト ウ ィンド ウでインポート した Web ページやフォルダが反映されます。

たとえば、 IP アドレスが 192.168.1.5 である Web サーバー CPU モジュールのシステム Web ページの

ト ップページにアクセスする と きは、 URL を以下のよ うに指定します。

http://192.168.1.5/system/index.html

URL で末尾が ‘/’ であるフォルダ名を指定した場合、 そのフォルダに index.html という ファ イルがあれ

ば、 そのフォルダ内の index.html が表示されます。 たとえば、 上の例にあるシステム Web ページの

ト ップページへのアクセスは、 URL を以下のよ うに指定しても同じです。

http://192.168.1.5/system/

/index.html ： システムの ト ップページ。 WindLDR が自動生成します。

/system/ ： システム Web ページのフォルダ。 WindLDR が自動生成します。

/system/index.html ： システム Web ページの ト ップページ 

/user/ ： ユーザー Web ページのフォルダ
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■WindLDR の設定

●操作手順

1. [ 設定 ] ＞ [ フ ァ ン クシ ョ ン設定 ] ＞ [Web サーバー] を ク リ ッ クする と、「フ ァ ン クシ ョ ン設定」ダイア

ログが開きます。
 

Web サーバー設定

ユーザー Web ページ

Web サーバーポート ： Web サーバー CPU モジュールの HTTP サーバーが開けておくポート番号を

指定します。 標準のポート番号は 80 です。

ユーザー名 ： 認証に使用するユーザー名を指定します。 出荷時は “administrator” が設定

されています。

パスワード ： 認証に使用するパスワードを指定します。 出荷時は “password” が設定され

ています。 パスワードを入力する と  * で置き換えられます。

データレジスタのモニタを有効にする ： HTML ページにメ タ文字を埋め込みデータレジスタのモニタを

使用する場合やグラフライブラ リ を使用する場合はチェッ クを
入れます。 なお、 このオプシ ョ ンは拡張子が html および htm の
ファ イルについてのみ有効です。

モニタ周期 (ms) ： モニタを行う場合、 ブラウザから Web サーバー CPU モジュー

ルへリ クエス ト を送る周期を ミ リ秒で設定します。

ト レンドモニタ周期 (ms) ： ト レンドグラフを使用したモニタを行う場合、 ブラウザから
Web サーバー CPU モジュールへリ クエス ト を送る周期を ミ リ

秒で設定します。 送る周期をモニタ周期の整数倍で指定しま
す。
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オプシ ョ ン

■システム Web ページについて

Web サーバー CPU モジュールが持つシステム Web ページは、 以下のよ うなファ イルの配置になり ま

す。

このシステム Web ページとは別に、 Web サーバー CPU モジュールのプロジェク ト内にユーザー独自

のページデータである 「ユーザー Web ページ」 を含めるこ と も可能です。

/user/ 以下に、 WindLDR のプロジェク ト ウ ィ ンド ウで設定したファイルの配置が反映されます。

■入出力データ タ イプ

システム Web ページ内の一括モニタページや登録モニタページ、 あるいはユーザー Web ページ内にお

けるモニタ機能において、 画面上に表示させたり入力したりする値のデータタイプを指定するこ とが
できます。

指定できる入出力データタイプは以下のとおりです。

リ ダイレク ト ターゲッ ト ： システムの ト ップページを表示したあと、 システム Web ト ップページに

リダイレク ト させたい場合は、 「システム Web ト ップページ」 を選択しま

す。 リ ダイレク ト をしない場合は、 「 リ ダイレク ト を無効にする」 を選択
します。

使用する Web ブラウザによってはリダイレク トが正常に動作しない場合

があ り ます。

言語 ： システム Web ページで表示させる文字列の言語を指定します。

Web サーバーを有効にする ： Web サーバー機能を使用する場合は、 このチェッ クボッ クスをチェッ ク し

ます。

このチェッ クをはずすと、 Web サーバーのポートはク ローズしたまま とな

り ますので、 ブラウザからアクセスするこ とができな くな り ます。
Web サーバーを有効にした場合であっても、 Web ページにアクセスする

場合はパスワードによる認証を求められます。
ブラウザに表示されるダイアログに対して、 ファンクシ ョ ン設定で指定し
たアカウン ト名とパスワードを入力するこ とで閲覧が可能になり ます。

/system/index.html ： Web サーバー CPU モジュールの状態を表示する、 システム Web ト ップ

ページ

/system/batch_monitor.html ： データレジスタの一括モニタ機能を持つシステム Web ページ

/system/custom_monitor.html ： データレジスタの登録モニタ機能を持つシステム Web ページ

/system/device_read.cgi ： JavaScript から呼ばれるデバイス読み出し用の CGI

/system/device_write.cgi ： JavaScript から呼ばれるデバイス書き込み用の CGI

データ タ イ
プ 進数 データサイズ 扱える値の範囲

HEX-W 16 進数 1 ワード 0000 ～ FFFF

HEX-D 16 進数 2 ワード 00000000 ～ FFFFFFFF

DEC-W 10 進数正数 1 ワード 0 ～ 65535

DEC-I 10 進数整数 1 ワード -32768 ～ 32767

DEC-D 10 進数正数 2 ワード 0 ～ 4294967296

DEC-L 10 進数整数 2 ワード -2147483648 ～ 2147483647

DEC-F 10 進数小数 2 ワード IEEE754 準拠、 有効桁数 7 桁

BIN-B 2 進数整数 1 ビッ ト 0000 あるいは 0001＊ 1

＊ 1 登録モニタで内部リ レーを指定する場合のみ使用します。 0000 が OFF、 0001 が ON とな り ます。
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■システム Web ページ

Web サーバー CPU モジュールは、 PLC のステータスやデータレジスタの値を簡単に閲覧するための

「システム Web ページ」 を持っています。 これは、 Web サーバー CPU モジュール自身に含まれている

ページデータですので、 特別な操作を行わなくても利用するこ とが可能です。

●PLC ステータ ス表示ページ

PLC ステータス表示ページでは、 Web サーバー CPU モジュールのバージ ョ ンやスキャンタイムなど、

動作している PLC のステータスを表示するこ とができます。 また、 配置されているボタンをク リ ッ ク

するで、 RUN/STOP を切り替えるこ とができます。

PLC ステータス表示ページでは、 以下の項目を確認するこ とができます。

• システム情報

Web サーバー CPU モジュールの形番とファームウェアのバージ ョ ン番号を確認できます。

• 動作ステータ ス

RUN/STOP 状態、 スキャンタイム、 エラー番号を確認できます。 RUN/STOP ステータスの項目の

ボタンをク リ ッ クする と、 RUN/STOP 状態を ト グルで切り替えるこ とができます。

• 時計情報

時計カート リ ッジで設定した時刻情報と、 SNTP によ り取得した時刻情報とが、 それぞれ確認でき

ます。

• ネ ッ ト ワーク設定

Web サーバー CPU モジュールに設定されているネッ ト ワーク設定を確認できます。
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• コネクシ ョ ン設定

Web サーバー CPU モジュールが通信している相手の IP アドレスを確認できます。 「メ ンテナンス

通信サーバー」 「サーバーコネクシ ョ ン」 については、 それぞれのサーバー用ポートが通信してい
るク ライアン トの IP アドレスが、 「ク ラ イアン ト コネクシ ョ ン」 については、 ク ライアン ト用ポー

トが通信しているサーバーの IP アドレスが表示されます。

●一括モニ タページ

一括モニタページでは、 連続した 200 ワードにデータレジスタに対し、 データタイプをそれぞれ指定

してモニタするこ とができます。

モニタの手順は以下のとおりです。

1. 「デバイス番号」 の項目に、 モニ タ し たいデバイス番号を指定し ます。

こ こで指定したデータレジスタの番号から、 連続した 200 ワードのデータがモニタ対象になり ま

す。 指定できるデバイス番号は 0000 ～ 7800、 8000 ～ 8300、 10000 ～ 49800 です。 範囲外の値を指

定した場合、 あるいは連続した 200 ワードの最後のデータが範囲境界を超える場合は、 範囲内の値

に自動的に変換されて入力されます。

2. 「モニ タ タ イプ」 の項目を変更し、 表示させたい形式を指定し ます。

指定したデータタイプで、 データのモニタが開始されます。 選択できるデータタイプについては、
入出力データタイプの項目を参照してください。

3. モニ タ中のデータ を ク リ ッ ク し ます。

デバイスデータ書き込みダイアログが表示されます。 こ こで入力した数値が Web サーバー CPU モ

ジュールに書き込まれます。
12-5
章

第
12
章

FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル Web 編

FC9Y-1277



第 12 章 Web サーバー機能

12-6
●登録モニ タページ

登録モニタページでは、 最大 30 個のデバイスに対し、 データタイプをそれぞれ指定してモニタするこ

とができます。

モニタの手順は以下のとおりです。

1. 「デバイスア ド レス」 の項目に、 デバイス名とデバイス番号を指定し ます。

指定できるデバイスは、 ”D" （データレジスタ） と ”m” （内部リ レー） です。 デバイス番号は 10 進

数で指定します。 （例 ： D2058、 m0112）

2. 「タ イプ」 の項目を変更し、 表示させたい形式を指定し ます。

指定したデータタイプで、 データのモニタが開始されます。 選択できるデータタイプについては、
入出力データタイプの項目を参照してください。

3. 「値」 の項目に表示されているモニ タ中のデータ を ク リ ッ ク し ます。

デバイスデータ書き込みダイアログが表示されます。 こ こで入力した数値が Web サーバー CPU モ

ジュールに書き込まれます。
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■WindLDR の操作

プロジェク ト  ウ ィンド ウの 「ユーザー Web ページ」 の項目、 および 「ユーザー Web ページ」 と して

登録してあるファ イルやフォルダに対して以下のよ うな操作を行い、 ユーザー Web ページツ リーを構

築するこ とができます。 

• Web ページツ リーのイ ンポー ト

あらかじめツ リー構成まで考慮した HTML ファ イルツ リーがある場合は、 そのツ リー全体をイン

ポート してユーザー Web ページに追加するこ とが可能です。

プロジェク ト ウ ィンド ウ内の 「ユーザー Web ページ」 または 「ユーザー Web ページ」 以下にある

フォルダを右ク リ ッ ク し、 「フォルダをインポート 」 を選択する とダイアログが開きます。 イン
ポート したい Web ページツ リーを持ったフォルダを選択する と、 指定したフォルダ以下すべての

ファイルがインポート されます。

• Web ページツ リーのエクスポー ト

ユーザー Web ページデータをエクスポートするこ とで、 ユーザー Web ページツ リーの再構築や

ファイルの変更などが可能です。

プロジェク ト ウ ィンド ウ内の 「ユーザー Web ページ」 を右ク リ ッ ク し、 「フォルダをエスクポー

ト 」 を選択する とダイアログが開きます。 エクスポート先のフォルダを指定する と、 ユーザー Web
ページのデータがエクスポート されます。

プロジェク ト ウ ィンド ウの中で、 ファ イルやフォルダの追加および削除を行う こ と も可能です。

• ユーザー Web ページへのフ ァ イルの追加 ・ 削除

プロジェク ト ウ ィンド ウの 「ユーザー Web ページ」 を右ク リ ッ ク し、 操作を選択するこ とでユー

ザー Web ページの領域にファイルやフォルダを追加したり削除したりするこ とができます。

Web ページツ リーの作成例と して、 以下に手順を記述します。

1. Web ページツ リーの構成を決定し ます。

page1.html
folder/page2.html

Web サーバー CPU モジュール上で表示させたい page1.html および page2.html を作成しておきます。
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2. 「ユーザー Web ページ」 を右ク リ ッ ク し 「フ ァ イルを イ ンポー ト 」 を選択し ます。

3. 「フ ァ イルを開 く 」 ダイアログが表示されるので、 page1.html を指定し ます。

4. 「ユーザー Web ページ」 を右ク リ ッ ク し 「新規フ ォルダ」 を ク リ ッ ク し ます。 ダイアログが表示さ

れるので、 新規作成する フ ォルダの名称と し て “folder” を入力し、 OK を ク リ ッ クする と、 folder が
作成されます。

も し も間違ったフォルダ名を入力した場合は、 該当のフォルダを右ク リ ッ ク し 「名前を変更」 をク
リ ッ クするこ とで、 フォルダ名を変更するこ とが可能です。

5. 手順 2 で作成し た folder を右ク リ ッ ク し 「フ ァ イルを イ ンポー ト 」 を選択し ます。
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6. 「フ ァ イルを開 く 」 ダイアログが表示されるので、 page2.html を指定し ます。

7. プロジ ェ ク ト ウ ィ ン ド ウには、 以下のよ う に表示されます。

Web ページツ リーからのユーザー Web ページの削除例と して、 以下に手順を記述します。

以下の Web ページツ リーから page33.html と folder44 を削除します。 

1. page33.html を右ク リ ッ ク し、 削除を ク リ ッ ク し ます。

確認ダイアログが表示されますので OK をク リ ッ クする と  page33.html が削除されます。

2. folder44 を右ク リ ッ ク し、 削除を ク リ ッ ク し ます。

確認ダイアログが表示されますので OK を選択する と  folder44 以下すべてのファイルおよびフォル

ダが削除されます。
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• すべてのユーザー Web ページを削除したい場合は、 プロジェク ト ウ ィンド ウの 「ユーザー Web

ページ」 を右ク リ ッ ク し 「すべて削除」 を選択します。
確認ダイアログが表示されますので OK を選択する と、 登録していたすべてのファイルおよびフォ

ルダが削除されます。 

• ユーザー Web ページと してインポートする htm/html ファ イルでは、 エンコーディングと して UTF8

を使用してください。 また、 WindLDR にインポートするファ イルは、 別途 PC 上にバッ クアップ

をと るよ うにしてください。

Web ブラウザの動作は、 ブラウザの種類、 バージ ョ ンによって変わる可能性があ り ます。 実際に

Web サーバーにアクセスする機器の Web ブラウザを使用して十分テス ト を行ってください。

■モニ タ機能

複雑な JavaScript や CGI を使用するこ とな く、 データレジスタの値をモニタするこ とができます。

この機能を使用するためには、 ファンクシ ョ ン設定 「Web サーバーのパラ メータ」 で 「ユーザー Web
ページのモニタを有効にする」 にチェッ クを入れておく必要があ り ます。

WindLDR でプログラムを変換する と き、 インポート された htm/html ファ イルのヘッダーに

JavaScript のライブラ リ を読み込む処理を追加します。 インポート された htm/html ファ イルの内容

次第では、 ブラウザ上で想定したとおりに動作しない場合があ り ます。

この JavaScript のライブラ リ を読み込まないよ うにするためには、 ファンクシ ョ ン設定の Web サー

バー設定で、 データレジスタモニタを有効にするのチェッ クをはずした上でファイルをインポート
して ください。

●メ タ文字のフ ォーマ ッ ト （ワー ド デバイス）

モニタ機能を有効にした場合、 HTML ページに以下のよ うなフォーマッ トの文字列が含まれている と、

自動的に JavaScript のリ クエス トに変換し、 CGI を通じて取得したデータレジスタの値で置き換えま

す。

特別な JavaScript の知識は必要あ り ません。

{{ 読み書きタイプ , デバイス種別 , デバイス番号 , ド ラ イバ番号 , ネッ ト ワーク番号 , フォーマッ ト }}

記述例 ： {{R,D,123,0,0,DEC-W}}

読み書きタイプ ： R か W を指定できます。 R を指定する と読み出しのみを行い、 Ｗ を指定す

る と読み出しだけでなく書き込みが可能とな り ます。

デバイス種別 ： モニタしたいデバイスを指定します。 指定できるデバイスは D （データレ

ジスタ） です。

デバイス番号 ： モニタしたいデバイスの番号を 10 進数で指定します。

ド ラ イバ番号 ： 将来拡張用に予約してある領域です。 0 を指定します。

ネッ ト ワーク番号 ： 将来拡張用に予約してある領域です。 0 を指定します。

フォーマッ ト ： 置き換えるデータレジスタの値の入出力データタイプを指定します。
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• メ タ文字のフォーマッ トに則っていない文字列は、 JavaScript による数値への置き換えが行われま

せん。

• Web サーバーCPU モジュールとの通信が正常に行われなかった場合や存在しないデバイスのデータ

を取得しよ う と した場合などは、 ---- で置き換えられます。

• 読み書きタイプに W を指定したメ タ文字で置き換えた数値は、 ブラウザ上で該当のデバイスの

データを書き換えるこ とが可能です。

D2058 が 49910(C2F6h)、 D2059 が 59768(E978h) の場合、 以下のよ うに変換されます。

前述の例において、 それぞれの数値をク リ ッ クする とダイアログが表示されます。 こ こで入力した数
値がデバイスに反映されます。

●メ タ文字のフ ォーマ ッ ト （ビ ッ ト デバイス）

モニタ機能を有効にした場合、 HTML ページに以下のよ うなフォーマッ トの文字列が含まれている と、

自動的に JavaScript のリ クエス トに変換し、 CGI を通じて取得したビッ トデバイスの状態に置き換えま

す。

{{ 読み書きタイプ , デバイス種別 , デバイス番号 , ド ラ イバ番号 , ネッ ト ワーク番号 , フォーマッ ト

,OFF 状態表示文字列 ,ON 状態表示文字列 }}

記述例 ： {{R,m,123,0,0,BIT_FORM,BITOFF,BITON}}

●メ タ文字のフ ォーマ ッ ト （ビ ッ ト デバイス ： 画像表示）

モニタ機能を有効にした場合、 HTML ページに以下のよ うなフォーマッ トの文字列が含まれている と、

自動的に JavaScript のリ クエス トに変換し、 CGI を通じて取得したビッ トデバイスの状態に置き換えま

す。

{{ 読み書きタイプ , デバイス種別 , デバイス番号 , ド ラ イバ番号 , ネッ ト ワーク番号 , フォーマッ ト , 
OFF 状態画像ファイル名 ,ON 状態画像ファイル名 }}

{{W,D,2058,0,0,HEX-W}}  → C2F6

{{W,D,2058,0,0,HEX-D}}  → C2F6E978

{{W,D,2058,0,0,DEC-W}}  → 49910

{{W,D,2058,0,0,DEC-I}}  → -15626

{{W,D,2058,0,0,DEC-L}}  → -1024005768

{{W,D,2058,0,0,DEC-F}}  → -123.456

読み書きタイプ ： R か W を指定できます。 R を指定する と読み出しのみを行います。

Ｗ を指定する とフォームのボタンとな り読み出した状態はボタン上に表示

されます。 ボタンをク リ ッ クするこ とで ON/OFF 切り替えが可能とな り ま

す。

デバイス種別 ： モニタしたいデバイスを指定します。 指定できるデバイスは m （内部リ

レー） です。

デバイス番号 ： モニタしたいデバイスの番号を 10 進数で指定します。

ド ラ イバ番号 ： 将来拡張用に予約してある領域です。 0 を指定します。

ネッ ト ワーク番号 ： 将来拡張用に予約してある領域です。 0 を指定します。

フォーマッ ト ： 置き換えるビッ トデバイスの値の入出力データタイプを指定します。

指定できるフォーマッ トは BIT_FORM です。

OFF 状態表示文字列 ： 指定したビッ トデバイスが OFF のと きに表示する文字列を指定します。

ON 状態表示文字列 ： 指定したビッ トデバイスが ON のと きに表示する文字列を指定します。
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記述例 ： {{R,m,123,0,0,BIT,./BIT_IMG_OFF.jpg,./BIT_IMG_ON.jpg}}

●メ タ文字のフ ォーマ ッ ト （文字列）

モニタ機能を有効にした場合、 HTML ページに以下のよ うなフォーマッ トの文字列が含まれている と、

自動的に JavaScript のリ クエス トに変換し、 CGI を通じて取得した文字列に置き換えます

{{ 読み書きタイプ , デバイス種別 , デバイス番号 , ド ラ イバ番号 , ネッ ト ワーク番号 , フォーマッ ト , 最
大サイズ }}

記述例 ： {{R,D,123,0,0,STR_ASCII,20}}

文字列タイプごとに入力できる文字列およびブラウザ上の表示が異なり ます。

STR_HOSTNAME と STR_EMAILADR を読み書きタイプ W で指定した場合、 書き込み実行時に、 入力

した文字や文字列がホス ト名あるいは E メールアドレス と して適切な書式であるかど うかのチェッ ク

を行い、 適切である場合のみデータの書き込み処理を行います。 なお、 読み出したデータに対しての
書式チェッ クは行いません。

読み書きタイプ ： R か W を指定できます。 R を指定する と読み出しのみを行います。

Ｗ を指定する と、 画像ファ イルをク リ ッ クするこ とで ON/OFF 切り替えが

可能とな り ます。

デバイス種別 ： モニタしたいデバイスを指定します。 指定できるデバイスは m （内部リ

レー） です。

デバイス番号 ： モニタしたいデバイスの番号を 10 進数で指定します。

ド ラ イバ番号 ： 将来拡張用に予約してある領域です。 0 を指定します。

ネッ ト ワーク番号 ： 将来拡張用に予約してある領域です。 0 を指定します。

フォーマッ ト ： 置き換えるビッ トデバイスの値の入出力データタイプを指定します。

指定できるフォーマッ トは BIT です。

OFF 状態画像ファイル名 ： 指定したビッ トデバイスが OFF のと きに表示する画像のファ イル名を、 相

対パスで指定します。

ON 状態画像ファ イル名 ： 指定したビッ トデバイスが ON のと きに表示する画像のファ イル名を、 相

対パスで指定します。

読み書きタイプ ： R か W を指定できます。 R を指定する と読み出しのみを行います。 W を指

定する と読み出しだけでなく書き込みが可能とな り ます。

デバイス種別 ： モニタしたいデバイスを指定します。 指定できるデバイスは D （データレ

ジスタ） です。

デバイス番号 ： モニタしたいデバイスの番号を 10 進数で指定します。

ド ラ イバ番号 ： 将来拡張用に予約してある領域です。 0 を指定します。

ネッ ト ワーク番号 ： 将来拡張用に予約してある領域です。 0 を指定します。

フォーマッ ト ： 置き換える文字列タイプを指定します。 指定できる文字列タイプは
STR_HOSTNAME、 STR_EMAILADR、 STR_PASSWORD、 STR_ASCII で
す。

最大サイズ ： 読み書きを行う最大のサイズ （バイ ト ） を指定します。 このサイズよ り多
くのデータを読み書きするこ とはできません。 最小値は 1、 最大値は 63 で

す。

文字列タ イプ 入力および表示する文字列

STR_HOSTNAME ホス ト名を読み書きする と きに使用します。

STR_EMAILADR E メールアドレスを読み書きする と きに使用します。

STR_PASSWORD パスワードを入力する と きに使用します。 伏字になり ます。

STR_ASCII 上記以外の ASCII 文字列を読み書きする と きに使用します。
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STR_PASSWORD を指定した場合は、 文字ではなくブラウザごとに決められた伏字が表示されます。

書き込みダイアログに入力した文字も伏字で表示されます。

• メ タ文字のフォーマッ トに則っていない文字列は、 JavaScript による文字列への置き換えが行われ

ません。

• Web サーバーCPU モジュールとの通信が正常に行われなかった場合や存在しないデバイスのデータ

を取得しよ う と した場合などは、 - で置き換えられます。

• 読み書きタイプに W を指定したメ タ文字で置き換えた文字列は、 ブラウザ上で該当のデバイスの

データを書き込むこ とが可能です。

• 文字列は 1 ワード以上の連続したデータレジスタで設定します。 2 バイ トのデータを 1 ワード と し、

上位バイ ト→下位バイ トの順で設定します。 文字列の終わりには 00h を設定して ください。

• STR_ASCII、 STR_HOSTNAME、 STR_EMAILADR を指定して読み出したデータレジスタの先頭バ

イ トが 00h である場合、 代替テキス ト と して " 空文字列 " が表示されます。

• 読み出し時には、 指定した最大サイズのデバイスを読み出し、 先頭バイ トから 00h までを置き換え

ます。 読み出すデバイス数 （ワード） は、 最大サイズ /2 ワード （端数切り上げ ) です。 読み出した

データ内の中に 00h が含まれない場合は、 最大サイズ +1 バイ ト目に 00h があるものと して置き換

えます。 最大サイズはバイ ト単位で指定しますが、 読み出しはワード単位で行いますのでご注意く
ださい。

• 書き込み時には、 ダイアログで入力した文字列を書き込みます。 入力した文字列の最後のデータ以

降、 最大サイズ +1 バイ ト文字目までは 00h で埋められます。 書き込まれるデバイス数 （ワード）

は、 ( 最大サイズ +1)/2 ワード （端数切り上げ ) です。 最大サイズ +1 バイ ト目が奇数バイ ト目であ

る場合は、 最終ワードは 0000h と して書き込まれます。 ダイアログで空文字列を指定した場合は、

全バイ ト 00h のデータが書き込まれます。 最大サイズはバイ ト単位で指定しますが、 書き込みは

ワード単位で行いますのでご注意ください。

D2058 が 'a' 'b' (6162h)、 D2059 が 'c' 'd' (6364h)、 D2060 が 'e' 'f' (6566h) の場合、 以下のよ うに置き換えら

れます。

この例で、 それぞれの文字列をク リ ッ クする とダイアログが表示されます。 こ こで入力した文字列が
デバイスに反映されます。

• 最大バイ ト数が奇数のと きの書き込みデータの例

{{W,D,2058,0,0,STR_ASCII,3}} の場合は 2 ワードのデータを書き込みます。

{{W,D,2058,0,0,STR_ASCII,3}}  → abc

{{W,D,2058,0,0,STR_ASCII,4}}  → abcd

設定値

データ レジス タ D2058 D2059 D2060

書き込み前
ASCII ‘a’ ‘b’ ‘c’ ‘d’ ‘e’ ‘f’

値 （16 進数） 6162h 6364h 6566h

A を書き込み
ASCII ‘A’ ‘\0’ ‘\0’ ‘\0’ ‘e’ ‘f’

値 （16 進数） 4100h 0000h 6566h

AB を書き込み
ASCII ‘A’ ‘B’ ‘\0’ ‘\0’ ‘e’ ‘f’

値 （16 進数） 4142h 0000h 6566h

ABC を書き込み
ASCII ‘A’ ‘B’ ‘C’ ‘\0’ ‘e’ ‘f’

値 （16 進数） 4142h 4300h 6566h
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• 最大バイ ト数が偶数のと きの書き込みデータの例

{{W,D,2058,0,0,STR_ASCII,4}} の場合は 3 ワードのデータを書き込みます。

メ タ文字記述時の注意

{{ と  }} の間の文字列はすべてメ タ文字と して認識されますので、 この部分には余分な空白や改行

文字や HTML タグのよ うな文字を含めるこ とはできません。

例えば、 数値を強調して表示しよ う と して以下のよ うに記述する とフォーマッ ト違反となり、 数値
への置き換えが行われません。

{{<em>W,D,2058,0,0,HEX-D</em>}}

数値への置き換えと強調を行いたい場合は、 以下のよ うに記述してください。

<em>{{W,D,2058,0,0,HEX-D}}</em>

●棒グラ フ （縦）

モニタ機能を有効にした場合、 HTML ページにおいて div タグと、 その div タグ内にパラ メータを記述

するこ とで、 自動的に JavaScript のリ クエス トに変換し、 CGI を通じて取得したデータレジスタの値を

棒グラフ （縦） の形式で表示します。

棒グラフ （縦） を描画するためには、 div タグに対し、 グラフごとに固有の ID を示す属性 id となる文

字列を指定した うえで、 データの種類を示す属性 data-graph と して “vbar “ を指定し、 div タグ内のパラ

メータを記述します。

設定できるパラ メータは、 以下のものです。 パラ メータがデフォルト値のままでよい場合は、 設定す
る必要はあ り ません。

設定値

データ レジス タ D2058 D2059 D2060

書き込み前
ASCII ‘a’ ‘b’ ‘c’ ‘d’ ‘e’ ‘f’

値 （16 進数） 6162h 6364h 6566h

A を書き込み
ASCII ‘A’ ‘\0’ ‘\0’ ‘\0’ ‘\0’ ‘\0’

値 （16 進数） 4100h 0000h 0000h

AB を書き込み
ASCII ‘A’ ‘B’ ‘\0’ ‘\0’ ‘\0’ ‘\0’

値 （16 進数） 4142h 0000h 0000h

ABC を書き込み
ASCII ‘A’ ‘B’ ‘C’ ‘\0’ ‘\0’ ‘\0’

値 （16 進数） 4142h 4300h 0000h

ABCDを書き込み
ASCII ‘A’ ‘B’ ‘C’ ‘D’ ‘\0’ ‘\0’

値 （16 進数） 4142h 4344h 0000h

device ： デバイス種別です。 ”D” （データレジスタ） を指定して ください。

address ： デバイス番号です。 数値で指定して ください。

driver ： 将来拡張用のド ライバ番号です。 0 を指定して ください。

net_no ： 将来拡張用のネッ ト ワーク番号です。 0 を指定して ください。

format ： 数値フォーマッ ト指定の文字列です。

width ： div 枠の幅 ( ピクセル数 ) です。 デフォルト値は 300 です。

height ： div 枠の高さ  ( ピクセル数 ) です。 デフォル ト値は 300 です。

line_col ： div 枠のライン色です。 デフォル ト値は "#000000" です。

barvgutter ： div 枠からグラフに対する垂直方向の間隔 ( ピクセル数 ) です。

デフォルト値は 30 です。

barwidth ： グラフの幅 ( ピクセル数 ) です。 デフォルト値は 20 です。
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bars[] の要素と して設定できるパラ メータは、 以下のものです。 パラ メータがデフォルト値のままでよ

い場合は、 設定する必要はあ り ません。

以下のよ うに記述する と、 D2040 と D2042 のダブルワード (10 進数 ) のデータを対象と した 2 本の棒

グラフ （縦） を表示します。

gutter ： 複数のグラフを表示する場合の、 各グラフ間の間隔 ( ピクセル数 ) です。

デフォルト値は 20 です。

type ： グラフの先端の形状です。 "square" ( 角形 )、 "round" ( 円形 )、 "sharp" ( 鋭頭 )、 "soft" (
鈍頭 ) から選択できます。 デフォルト値は "square" です。

scalewidth ： 目盛りの幅 ( ピクセル数 ) です。 デフォルト値は 5 です。

labelvgutter ： ラベルを表示する、 グラフからの垂直方向の間隔 ( ピクセル数 ) です。

デフォルト値は 20 です。

labelhgutter ： ラベルを表示する、 グラフからの水平方向の間隔 ( ピクセル数 ) です。

デフォルト値は 30 です。

bars[] ： 各グラフごとの設定を行う、 配列のパラ メータです。 各配列のパラ メータは {} 内に

記述し、 配列と配列はカンマで区切り ます。

min_val: ： グラフの最小値です。 必須のパラ メータです。

max_val ： グラフの最大値です。 必須のパラ メータです。

label ： ラベル名です。 デフォルト値はデバイス種別とデバイス番号とを組み合わせた文字列
になり ます。

back_col ： グラフの背景色です。 デフォルト値は "#FFFFFF" です。

front_col ： グラフの前景色です。 デフォルト値は要素番号ごとに異なった色にな り ます。

scale_on ： グラフへの目盛りの有無です。 デフォルト値は false ( 目盛りなし ) です。

scale_lbl_on ： グラフへの目盛りに対するラベルの有無です。
デフォルト値は false ( ラベルなし ) です。

<div id="div11" data-graph="vbar">

device:"D", address:2040, driver:0, net_no:0, format:"DEC-D",
width:300, height:300, line_col:"#000000",
barvgutter:30, barwidth:20,
gutter:20, type:"square", scalewidth:5,
bars:[
{
  min_val:0, max_val:100, label:"dev A",
  back_col:"#FFFFFF", front_col:"#0000FF",
  scale_on:true, scale_lbl_on:true
},
{
  min_val:0, max_val:100, label:"dev B",
  back_col:"#FFFFFF", front_col:"#FF0000",
  scale_on:false, scale_lbl_on:false
}
]</div>
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●棒グラ フ （横）

モニタ機能を有効にした場合、 HTML ページにおいて div タグと、 その div タグ内にパラ メータを記述

するこ とで、 自動的に JavaScript のリ クエス トに変換し、 CGI を通じて取得したデータレジスタの値を

棒グラフ （横） の形式で表示します。

棒グラフ （横） を描画するためには、 div タグに対し、 グラフごとに固有の ID を示す属性 id となる文

字列を指定した うえで、 データの種類を示す属性 data-graph と して ” hbar” を指定し、 div タグ内のパラ

メータを記述します。

設定できるパラ メータは、 以下のものです。 パラ メータがデフォルト値のままでよい場合は、 設定す
る必要はあ り ません。

bars[] の要素と して設定できるパラ メータは、 以下のものです。 パラ メータがデフォルト値のままでよ

い場合は、 設定する必要はあ り ません。

device ： デバイス種別です。 ”D” （データレジスタ） を指定して ください。

address ： デバイス番号です。 数値で指定して ください。

driver ： 将来拡張用のド ライバ番号です。 0 を指定して ください。

net_no ： 将来拡張用のネッ ト ワーク番号です。 0 を指定して ください。

format ： 数値フォーマッ ト指定の文字列です。

width ：  div 枠の幅 ( ピクセル数 ) です。 デフォルト値は 300 です。

height ： div 枠の高さ  ( ピクセル数 ) です。 デフォル ト値は 300 です。

line_col ： div 枠のライン色です。 デフォル ト値は "#000000" です。

barhgutter ： div 枠からグラフに対する水平方向の間隔 ( ピクセル数 ) です。

デフォルト値は 30 です。

barwidth ： グラフの幅 ( ピクセル数 ) です。 デフォルト値は 20 です。

gutter ： 複数のグラフを表示する場合の、 各グラフ間の間隔 ( ピクセル数 ) です。

デフォルト値は 20 です。

type ： グラフの先端の形状です。 "square" ( 角形 )、 "round" ( 円形 )、 "sharp" ( 鋭頭 )、 "soft" (
鈍頭 ) から選択できます。 デフォルト値は "square" です。

scalewidth ： 目盛りの幅 ( ピクセル数 ) です。 デフォルト値は 5 です。

labelvgutter ： ラベルを表示する、 グラフからの垂直方向の間隔 ( ピクセル数 ) です。

デフォルト値は 20 です。

labelhgutter ： ラベルを表示する、 グラフからの水平方向の間隔 ( ピクセル数 ) です。

デフォルト値は 30 です。

bars[] ： 各グラフごとの設定を行う、 配列のパラ メータです。 各配列のパラ メータは {} 内に

記述し、 配列と配列はカンマで区切り ます。

min_val ： グラフの最小値です。 必須のパラ メータです。

max_val ： グラフの最大値です。 必須のパラ メータです。

label ： ラベル名です。 デフォルト値はデバイス種別とデバイス番号とを組み合わせた文字列
になり ます。

back_col ： グラフの背景色です。 デフォルト値は "#FFFFFF" です。

front_col ： グラフの前景色です。 デフォルト値は要素番号ごとに異なった色になり ます。

scale_on ： グラフへの目盛りの有無です。 デフォルト値は false ( 目盛りなし ) です。

scale_lbl_on ： グラフへの目盛りに対するラベルの有無です。
デフォルト値は false ( ラベルなし ) です。
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以下のよ うに記述する と、 D2040 と D2042 のダブルワード (10 進数 ) のデータを対象と した 2 本の棒

グラフ ( 横） を表示します。

<div id="div21" data-graph="hbar">
  device:"D", address:2040, driver:0, net_no:0, format:"DEC-D",
  width:300, height:300, line_col:"#000000",
  barhgutter:30, barwidth:20,
  gutter:20, type:"square", scalewidth:5,
  bars:[
    {
      min_val:0, max_val:100, label:"dev A",
      back_col:"#FFFFFF", front_col:"#0000FF",
      scale_on:true, scale_lbl_on:true
    },
    {
      min_val:0, max_val:100, label:"dev B",
      back_col:"#FFFFFF", front_col:"#FF0000",
      scale_on:false, scale_lbl_on:false
    }
  ]
</div>

● ト レン ド グラ フ

モニタ機能を有効にした場合、 HTML ページにおいて div タグと、 その div タグ内にパラ メータを記述

するこ とで、 自動的に JavaScript のリ クエス トに変換し、 CGI を通じて取得したデータレジスタの値を

ト レンドグラフの形式で表示します。

ト レンドグラフを描画するためには、 div タグに対し、 グラフごとに固有の ID を示す属性 id となる文

字列を指定した うえで、 データの種類を示す属性 data-graph と して ” trend” を指定し、 div タグ内のパ

ラ メータを記述します。

設定できるパラ メータは、 以下のものです。 パラ メータがデフォルト値のままでよい場合は、 設定す
る必要はあ り ません。

device ： デバイス種別です。 ”D” （データレジスタ） を指定して ください。

address ： デバイス番号です。 数値で指定して ください。

driver ： 将来拡張用のド ライバ番号です。 0 を指定して ください。

net_no ： 将来拡張用のネッ ト ワーク番号です。 0 を指定して ください。

format ： 数値フォーマッ ト指定の文字列です。

width ： div 枠の幅 ( ピクセル数 ) です。 デフォルト値は 300 です。

height ： div 枠の高さ  ( ピクセル数 ) です。 デフォルト値は 300 です。

line_col ： div 枠のライン色です。 デフォルト値は "#000000" です。

min_val ： グラフの最小値です。 必須のパラ メータです。

max_val ： グラフの最大値です。 必須のパラ メータです。

plot_num ： データをプロ ッ トする数を指定します。 必須のパラ メータです。

scale_col ： 目盛りの色です。 デフォルト値は "#000000" です。

x_val_col ： X 軸のラベルの色です。 デフォルト値は "#000000" です。

y_val_col ： Y 軸のラベルの色です。 デフォルト値は "#000000" です。
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lines[] の要素と して設定できるパラ メータは、 以下のものです。 パラ メータがデフォルト値のままで

よい場合は、 設定する必要はあ り ません。

g_x ： グラフ枠の水平方向の描画開始位置 ( ピクセル数 ) です。

デフォルト値は 50 です。

g_y ： グラフ枠の垂直方向の描画開始位置 ( ピクセル数 ) です。 デフォル ト値は 30 
です。

g_width ： グラフ枠の水平幅 ( ピクセル数 ) です。

デフォルト値は 200 です。

g_height ： グラフ枠の垂直幅 ( ピクセル数 ) です。

デフォルト値は 100 です。

g_line_col ： グラフ枠の色です。 デフォルト値は line_col と同じ値です。

g_line_width ： グラフ枠の太さ  ( ピクセル数 ) です。

デフォルト値は 1 です。

g_back_col ： グラフ枠の背景です。 デフォルト値は "#C0C0C0" です。

mode ： データがプロ ッ ト領域を超える場合に、 切り捨てるデータを指定します。
"one" ( ひとつだけ切り捨てる )、 "half" ( 全体の半分を切り捨てる )、 "all" ( 全
て切り捨てる ) から選択できます。 デフォルト値は "all" です。

legend_gutter ： グラフ枠から凡例までの幅 ( ピクセル数 ) です。

デフォルト値は 30 です。

legend_margin_x ： 凡例内の水平方向の余白 ( ピクセル数 ) です。

デフォルト値は 10 です。

legend_margin_y ： 凡例内の垂直方向の余白 ( ピクセル数 ) です。

デフォルト値は 10 です。

legend_line_width ： 凡例内の線の長さ  ( ピクセル数 ) です。

デフォルト値は 20 です。

legend_line_gutter ： 凡例内の複数の線を表示する場合の垂直方向の幅 ( ピクセル数 ) です。

デフォルト値は 20 です。

legend_line_col ： 凡例内の線の色です。 デフォルト値は line_col と同じ値です。

legend_width ： 凡例内の水平方向の幅 ( ピクセル数 ) です。

デフォルト値は 100 です。

line_width ： グラフ上のラインの太さの初期値 ( ピクセル数 ) です。

デフォルト値は 1 です。

marker_on ： グラフ上のマーカーの有無の初期値です。 デフォルト値は false ( マーカーなし

) です。

marker_width ： グラフ上のマーカーの大きさの初期値 ( ピクセル数 ) です。

デフォルト値は 3 です。

lines[] ： 各線ごとの設定を行う、 配列のパラ メータです。 各配列のパラ メータは {} 内
に記述し、 配列と配列はカンマで区切り ます。

label ： ラベル名です。 デフォルト値はデバイス種別とデバイス番号とを組み合わせた文字
列になり ます。

front_col ： ラ イン毎に指定できる、 ラインの前景色です。
デフォルト値は要素番号ごとに異なった色になり ます。

marker_col ： ラ インのマーカーの色です。 デフォルト値は front_col と同じ値です。

line_width ： ラ イン毎に指定できる、 ラインの太さ  ( ピクセル数 ) です。

初期値の line_width の値よ り、 こちらのほうが優先されます。

marker_width ： ラ イン毎に指定できる、 マーカーの大きさ  ( ピクセル数 ) です。

初期値の marker_width の値よ り、 こちらのほうが優先されます。
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以下よ うに記述する と、 D2040 と D2042 のダブルワード (10 進数 ) のデータを対象と したプロ ッ ト数

10 点、 マーカーつきの ト レンドグラフを表示します。

<div id="div31" data-graph="trend">
  device:"D", address:2040, driver:0, net_no:0, format:"DEC-D",
  width:400, height:300, line_col:"#000000",
  min_val:0, max_val:100, plot_num:10,
  line_width:3, marker_on:true, marker_width:5,
  lines:[
    {
      label:"dev A",
      front_col:"#0000FF"
    },
    {
      label:"dev B",
      front_col:"#FF0000"
    }
  ]
</div>

グラフ描画に関する注意

• グラフを記述する  <div> ～ </div> の間の文字列は、 JavaScript プログラムのパラ メータ と して渡さ

れます。 よって、 任意の位置へ空白や改行を含めるこ とは可能ですが、 コ メン ト を含めるこ とはで
きませんので、 記述する際はご注意ください。

• パラ メータ と して数値を指定しないものは ”” で囲んでください。

• すべてのパラ メータはカンマで区切ってください。 また、 最終パラ メータのあとにカンマを置かな

いよ うにしてください。 パラ メータのフォーマッ トが不正規である場合は、 グラフ と して描画され
ません。

• Web ブラウザの種類によって、 表示のされかたが異なる場合があ り ます。

• 更新頻度やデータのプロ ッ ト数などによっては、 Web ブラウザの表示の更新が遅くなる可能性があ

り ます。
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■JavaScript 関数

モニタ機能を有効にした場合、 デバイスデータの読み書きを JavaScript の関数を通じて行う こ とができ

ます。
CGI を通じて得られる生のデータを使用できるので、 メ タ文字を使用する場合に比べて複雑な処理を

行う こ とができます。 CGI のインタフェースについては、 付録を参照してください。

●デバイスデータ読み出し関数

Idec.device_read(device, address, length, driver, net_no)

戻り値は 16 進数数値の文字列で “XXXX” の形式となり ます。 length が 2 以上の場合は、 データ とデー

タの間に “_” が入り ます。 サーバーから応答がない場合やパラ メータが正し くない場合は、 戻り値が 
“” になり ます。

D2058 が 49910(C2F6h)、 D2059 が 59768(E978h) の場合は、 以下のよ うになり ます。

var raw_data = idec.device_read(“D”, 2058, 2, 0, 0);

正常終了時の raw_data は “C2F6_E978” になり ます。

●デバイスデータ書き込み関数

idec.device_write(device, address, length, driver, net_no, data)

  

戻り値は、 正常終了時には true、 それ以外は false とな り ます。

D2058 に 49910(C2F6h)、 D2059 に 59768(E978h) を書き込む場合は、 以下のよ うになり ます。

var status_write = idec.device_write(“D”, 2058, 2, 0, 0, “C2F6_E978”);

正常終了時の status_write は true になり ます。

device ： 読み出し対象のデバイスを文字列で指定します。
現在は D （データレジスタ） のみ使用可能です。

address ：  読み出したいデバイス番号を指定します。

length ： address を先頭と して読み出したいデータのサイズを指定します。

10 進数で１～ 64 の範囲で指定可能です。

driver ： 将来拡張用に予約してある引数です。 0 を指定して ください。

net_no ： 将来拡張用に予約してある引数です。 0 を指定して ください。

device ： 書き込み対象のデバイスを文字列で指定します。 現在は D （データレジスタ） のみ使用

可能です。

address ： 書き込みたいデバイス番号を指定します。

length ： ddress を先頭と して書き込みたいデータのサイズを指定します。 10 進数で１～ 64 の範

囲で指定可能です。

driver ： 将来拡張用に予約してある引数です。 0 を指定して ください。

net_no ： 将来拡張用に予約してある引数です。 0 を指定して ください。

data ： 書き込みたいデータを 16 進数数値の文字列で指定します。 length が 2 以上の場合は、

データ とデータの間に “_” を含めます。
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こ こでは、 Web サーバー CPU モジュールにエ ラーや ト ラ ブルが発生し た場合の原因究明、 および対処方法に

ついて説明し ています。

Web サーバー CPU モジュールは、 万一故障し た場合でもシステムが安全に稼働するよ う に、 多 く の故障診断

機能を持っています。

異常が起こ った場合は、 該当する項目の説明やフ ローチャー ト にし たがって対処し て く だ さい。
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エラー読出

Web サーバー CPU モジュールに接続しているパソコンの WindLDR 上から、 エラー状態をモニタする

こ とができます。 エラー状態をモニタするには、 ［オンライン］ タブの ［モニタ］ で ［モニタ］ から

［モニタ開始］ をク リ ッ ク します。 続いて ［オンライン］ タブの ［PLC 本体］ で ［ステータス］ をク リ ッ

ク してダイアログボッ クスを表示し、 「エラー状態」 内の ［詳細］ ボタンで確認します。

エラー情報をク リ アする方法は、 エラーの原因を取り除いてから、 PLC ステータスのダイアログボッ

クスを表示し、 「エラー状態」 内の ［ ク リ ア］ ボタンをク リ ッ ク します。 また、 特殊データレジスタの

最上位ビッ トに ’1’ を書き込むこ とで、 一般エラー及び実行エラーをク リ アするこ とができます。

特殊データレジスタ D8005 を用いてエラー情報をク リ アするラダープログラム例

■エラー項目と エラー情報 （一般エラー）

エラーコードは特殊データレジスタ D8005 に格納されます。

D8005 の各ビッ トに、 ’1’ が格納されている場合、 対応したエラーが発生しているこ とを示します。
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13-2
■エラー項目と CPU モジュールの動作状態

■エラー項目の内容と処置

エ ラー項目 運転状態 出力状態
エ ラー表示

LED チ ェ ッ ク タ イ ミ ング

停電エラー 停止 OFF 消灯 常時

ウォッチド ッグタイマエラー 停止 OFF 発生時点灯 常時

データ リ ンク接続エラー 停止 OFF 消灯
データ リ ンク
初期化時

ユーザープログラム （ROM）

サムチェ ッ クエラー
停止 OFF 点灯 スタート時

タイマ / カウンタ設定値

サムチェッ クエラー
継続 継続 消灯 スタート時

ユーザープログラム （RAM）

サムチェ ッ クエラー
停止＊ 1

＊ 1 ユーザープログラムを再ロードするために運転は一時停止しますが、 終了後自動的に再スタート しま
す。

OFF 点灯 運転中

キープデータサムチェッ クエラー 継続 / 停止＊ 2

＊ 2 デフォルトでは、 継続 （RUN） ですが、 WindLDR の “ ファンクシ ョ ン設定 ” で停止 （STOP） に設定で
きます。

継続 /OFF ＊ 2 消灯 電源投入時

ユーザープログラム文法エラー 停止 OFF 点灯
ユーザープログラム
ダウンロード時

ユーザープログラムダウンロード
エラー

停止 OFF 点灯
ユーザープログラム
ダウンロード時

CPU ユニッ トエラー 停止 OFF 点灯 電源投入時

時計 IC エラー 継続 継続 発生時点灯 常時

メモ リ カート リ ッジ転送エラー
＊ 3

＊ 3 FC5A-D12x1E のみで検出されるエラーです。

停止 OFF 点灯 電源投入時

I/O バスイニシャライズエラー 停止 OFF 点灯 電源投入時

ユーザープログラム実行エラー 継続 継続 点灯
ユーザープログラム
実行時

エ ラー項目 エラー内容 主な処置方法

停電エラー
電源電圧が仕様値よ り
低下

WindLDR などでエラーコードをク リ アして くだ

さい。

ウォ ッチド ッグ
タイマエラー

処理時間が規定時間を
超えた

頻繁に発生する場合は CPU モジュールの交換が

必要です。

データ リ ンク接続
エラー

データ リ ンクファンク
シ ョ ン設定不良または
ケーブル接続不良

データ リ ンクファンクシ ョ ン設定、 またはケー
ブルの接続を修正後、 電源を再投入するかデー

タ リ ンクの初期化を実行して ください。＊ 1

ユーザープログラム
（ROM）

サムチェ ッ クエラー＊ 2

ROM 内のユーザープロ

グラムが破損

正常なユーザープログラムを転送してから、
WindLDR などでエラーコードをク リ アして くだ

さい。

タイマ / カウンタ設定値

サムチェッ クエラー

T/C 設定値データが破

損

自動的に修復しますが、 T/C の設定値を変更し

た場合、 ユーザープログラムの設定値にイニ
シャライズされます。

ユーザープログラム
（RAM）

サムチェ ッ クエラー

RAM 内のユーザープロ

グラムが破壊

自動的に修復しますが、 T/C の設定値、 および

拡張データレジスタの初期値を変更した場合、
ユーザープログラムの設定値にイニシャライズ
されます。

キープデータ
サムチェッ クエラー

停電時保持されるべき
データがク リ ア

処置は特に必要あ り ませんが、 内部リ レーなど

のキープデータがク リ アされます。＊ 3

ユーザープログラム
文法エラー

文法上の誤り
修正したプログラムを転送してください。
エラーコードは正常なプログラムを転送する と
ク リ アされます。
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■ユーザープログラム実行時エラー一覧

エラーコードは特殊データレジスタ D8006 に格納されます。

ユーザープログラムダウ

ンロードエラー＊ 2
ROM へのダウンロード

不良

頻繁に発生する場合は、 CPU モジュールの交換

が必要です。 エラーコードは、 格納エリ アへの
ダウンロードが正常に終了する と ク リ アされま
す。

CPU ユニッ トエラー ROM が認識できない
電源を再投入してください。 頻繁に発生する場
合は CPU モジュールの交換が必要です。

時計 IC エラー
時計データバッ クアッ
プエラー、 または時計
カート リ ッジの異常

通常は自動復帰しますが、 正常に戻らない場合
は時計カート リ ッジの交換が必要です。

メモ リ カート リ ッジ転送
エラー

メモ リ カードのダウン
ロード も し くは、 アッ
プロードを実行できな
い

・ PLC 本体のユーザープログラムにパスワード

が設定されている場合
→メモ リ カート リ ッジのパスワードが一致して
いない可能性があ り ます。 正しいパスワードを

入力して ください。＊ 4

・ PLC 本体のユーザープログラムに読出し禁止

が設定されている場合
→アップロードは実行できません。

I/O バスイニシャライズ

エラー
I/O モジュールの不具合

頻繁に発生する場合、 または復帰しない場合は
I/O モジュールの交換が必要です。

ユーザープログラム実行
エラー

命令実行時にエラーが
発生
（M8004 が ON します）

エラー原因をユーザープログラム実行時エラー
一覧を参考にして修正して ください。 エラー
コードは、 WindLDR などでク リ アして くださ

い。

＊ 1 ［オンラ イン］ タブの ［モニタ］ で ［モニタ］ から ［モニタ開始］ をク リ ッ ク します。 続いて ［オンラ
イン］ タブの ［PLC 本体］ で ［初期化］ から ［データ リ ンク初期化］ をク リ ッ ク します。

＊ 2 メモ リ カート リ ッジが挿入されている場合は、 メモ リ カート リ ッジがチェッ ク対象になり ます。

＊ 3 規定時間の充電後、 短時間の停電でこのエラーが発生する場合は、 バッテ リの異常です。
CPU モジュールの交換が必要です。

＊ 4 パスワードの入力方法についてはを 「基本編　第 5 章　 メモ リ カート リ ッジへのアップロードの手順」
（5-80 頁） を参照して ください。

エ ラー項目 エラー内容 主な処置方法

エラーコー ド エ ラー内容

1 ソースデバイス、 デスティネーシ ョ ンデバイス指定範囲外

2 MUL 命令において演算結果が処理単位の範囲外

3 DIV 命令において演算結果が処理単位の範囲外、 または 0 で除算

4 BCDLS 命令において S1 または （S1 ＋ 1） が 10,000 以上

5 HTOB （W） 命令において S1 が 10,000 以上

6 BTOH 命令において S1 の各桁が 0 ～ 9 以外

7 HTOA 命令、 ATOH 命令、 ATOB 命令、 BTOA 命令において変換桁数が範囲外

8 ATOB 命令、 ATOH 命令において S1 ～ S1 ＋ 4 の値がアスキーデータ以外

9

WKTIM 命令で S1 が 128 以上、 S2, S3 データが範囲外 （時データが 24 以上、 分データ

が 60 以上） ただし、 S2, S3 データ と して 10,000 は可能

特別指定日動作を比較あ り （1）、 なし （2） に指定し、 WKTBL 命令が実行される前に

WKTIM 命令を実行

10 WKTBL 命令で S1 ～ Sn が範囲外 （月データが 1 ～ 12 以外、 日データが 1 ～ 31 以外）

11 DGRD 命令で BCD/5 桁指定で 65,536 以上

12
XYFS 命令が実行されていないテーブルで CVXTY, CVYTX 命令を実行

フォーマッ ト番号 S1 が等しい XYFS 命令、 CVXTY, CVYTX 命令の処理単位が同じで

ない

13 CVXTY, CVYTX 命令で S2 が XYFS 命令で定義されている範囲外

14 LJMP 命令、 LCAL 命令、 DJNZ 命令で指定されたラベル番号がない

15 メ ンテナンスモード時にユーザー通信命令を実行
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13-4
＊ 他の命令実行時エラーについては 「本章　エラー読出」 （13-1 頁） を参照してください。

16 PID 命令実行エラー

17 設定値がデータレジスタ間接指定のタイマ、 カウンタに対して、 設定値を書き込んだ

18 割込プログラムで実行できない命令を実行 （基本編 第 7 章 命令語リ ファレンス参照）

19 未対応命令実行

20 PULS, PWM, RAMP, ZRN 命令の動作パラ メータの設定エラー

21 DECO 命令において S1 が 0 ～ 255 以外

22 BCNT 命令において S2 が 1 ～ 256 以外

23 ICMP ＞＝命令において S1 ＜ S3

24 なし

25 BCDLS 命令で S2 が 8 以上

26
“ ファンクシ ョ ン設定 ” で割込入力またはタイマ割込が設定されてない場合に EI 命令、

DI 命令を実行した

27 DTIM, DTML, DTMH, DTMS, TTIM を使用時に、 ワーク領域を破壊した

28 関数の入力値が定義域を外れた

29 浮動小数点型の処理単位を指定時に、 演算結果が処理単位の範囲外

30 SFTL, SFTR 命令使用時に N_B が定義されている範囲外

31 FIFOF 命令において、 FIFO データファ イルのフォーマッ ト を作成するよ り先に FIEX
命令を実行した

32 TADD 命令、 TSUB 命令、 HOUR 命令、 HTOS 命令において、 ソースデバイスのデータ

が定義されている範囲外

33
RNDM 命令において、 S1 のデータが S2 のデータ以上、 も し くは、 S1, S2 のデータが

32,767 を超えた

34 NDSRC 命令において、 S3 のデータが定義されている範囲外

35 SUM 命令において演算結果が処理単位の範囲外、 または S2 のデータが 0

エラーコー ド エ ラー内容
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ト ラ ブルシューテ ィ ング

こ こでは、 Web サーバー CPU モジュールの運用上、 ト ラ ブルが生じ た場合の、 原因究明、 および対

処方法について説明し ています。

Web サーバー CPU モジュールは、 万一故障した場合でもシステムが安全に稼働するよ うに、 多くの故

障診断機能を持っています。
異常が起こった場合は、 該当する項目のフローチャートにしたがって対処して ください。

■電源表示 LED が点灯し ない場合
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■ 運転表示 LED が点灯し ない場合

＊ 1 「本章　エラー表示 LED が点灯している場合」 （13-7 頁） を参照してください。

＊ 2 PLC スタートボタンは、 ［オンライン］ タブの ［モニタ］ で ［モニタ］ から ［モニタ開始］ を
ク リ ッ ク します。 続いて ［オンライン］ タブの ［PLC 本体］ で ［ステータス］ をク リ ッ クす

る と表示されます。
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■エラー表示 LED が点灯し ている場合

＊ 1 WindLDR でエラーをク リ アするには 「本章　エラー読出」 （13-1 頁） を参照してください。

一過性のエラーの場合は、 ク リ ア操作によ り正常復帰します。

＊ 2 「本章　エラー項目とエラー情報 （一般エラー）」 （13-1 頁） を参照してください。
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■入力が正常に動作し ない場合
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■出力が正常に動作し ない場合

＊ 1 「基本編　付録」 を参照して ください。
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■WindLDR と通信できない場合

■プログラム転送だけが行えない場合

＊ 1 「本章　電源表示 LED が点灯しない場合」 （13-5 頁） を参照してください。

＊ 1 パスワードが設定されているこ とを確認するには 「基本編　第 5 章　プロテク ト 」 （5-56 
頁） を参照して ください。

＊ 2 「基本編　第 5 章　プロテク トの解除方法」 （5-59 頁） を参照して ください。
0 FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル Web 編

FC9Y-1277



第 13 章 ト ラブル対策
第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
章

第
13
■ス ト ッ プ、 リ セ ッ ト ができない場合

■ウオ ッ チ ド ッ グタ イマエラーが発生する場合
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■割込 / キャ ッ チ入力で短パルスが取り込めない場合

■周波数測定が行えない場合
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■時計機能が正常に動作し ない場合

＊ 1 「本章　エラー表示 LED が点灯している場合」 （13-7 頁） を参照してください。

＊ 2 「本章　エラー読出」 （13-1 頁） を参照してください。

＊ 3 「応用編　第 8 章　時計カート リ ッジの設定」 （8-6 頁）、 「応用編　第 8 章　WindLDR による

時計合わせ」 （8-6 頁） を参照してください。
13-13
章

第
13
章

FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル Web 編

FC9Y-1277



第 13 章 ト ラ ブル対策

13-1
■アナログモジュールが正し く 動作し ない場合 （END リ フ レ ッ シュ タ イ

プ）
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13
■データ リ ン クができない場合

＊ 1 「本章　電源表示 LED が点灯しない場合」 （13-5 頁） を参照してください。

＊ 2 「基本編　第 11 章　ユニッ トの接続例」 （11-11 頁） を参照してください。

＊ 3 「基本編　第 11 章　通信ステータス / エラー」 （11-3 頁） を参照してください。

＊ 4 データ リ ンク初期化ボタンは、 ［オンライン］ タブの ［モニタ］ で ［モニタ］ から ［モニタ開

始］ をク リ ッ ク し、 続いて ［オンライン］ タブの ［PLC 本体］ で ［初期化］ から ［データ リ

ンク初期化］ をク リ ッ ク します。
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第 13 章 ト ラ ブル対策

13-1
■ユーザー通信でデータがまった く 送信されない場合

＊ 1 「本章　電源表示 LED が点灯しない場合」 （13-5 頁） を参照してください。
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13
■ユーザー通信で正常にデータが送信されない場合

このフローチャート を使用しても、 ユーザー通信が正常に行われない場合は、 「ユーザー通信でデータ
がまったく送信されない場合」 のフローチャートにしたがって対処して ください。 （「本章　ユーザー
通信でデータがまったく送信されない場合」 （13-16 頁） を参照して ください。）

＊ 1 「基本編　第 5 章　通信フォーマッ トの設定」 （5-54 頁） を参照して ください。
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第 13 章 ト ラ ブル対策

13-1
■ユーザー通信でデータがまった く 受信されない場合

＊ 1 「本章　電源表示 LED が点灯しない場合」 （13-5 頁） を参照してください。
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第
13
■ユーザー通信で正常にデータが受信されない場合

＊ 1 「基本編　第 5 章　通信フォーマッ トの設定」 （5-54 頁） を参照して ください。

＊ 2 「基本編　第 10 章　S1 （ ソース 1） の設定」 （10-12 頁） を参照してください。
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第 13 章 ト ラ ブル対策

13-2
■Modbus マス タ通信が正常に行えない場合

＊ 1 「基本編　第 12 章　 スレーブ別の通信エラー情報」 （12-3 頁） を参照して ください。

＊ 2 「基本編　第 12 章　 リ クエス ト別の通信エラー情報」 （12-3 頁） を参照して ください。

＊ 3 ポート 3 以降の場合、 エラー情報が入るレジスタは設定によ り ます。
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13
■WindLDR が USB 接続で PLC と通信し ない場合
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第 13 章 ト ラ ブル対策

13-2
■Modbus マス タ通信のリ ク エス ト 周期が遅い場合

■E メ ールが送信されない場合

＊ 1 エラーの内容については 「第 10 章　EMAIL 命令　設定項目」 を参照してください。
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CGI

JavaScript 関数は Web サーバー CPU モジュール の CGI を通じてデバイスデータの読み書きを行ってい

ます。 こ こでは CGI フォーマッ ト を説明します。

なお、 これらの CGI は JavaScript 以外からのリ クエス トに対しては、 正常に動作しない可能性があ り

ます。

●リ クエス ト フ ォーマ ッ ト （デバイスデータ読み出し）

デバイスデータの取得は GET メ ソ ッ ドを用いて以下のフォーマッ トで行います。

/system/device_read.cgi?device=DEV&address=XXXX&length=XXXX&driver=XX&net_no=XX

CGI のパラ メータは以下のとおりです。

D2058 から  2 ワード読み出したい場合は、 以下のよ うにな り ます。

/system/device_read.cgi?device=D&address=080A&length=0002&driver=00&net_no=00

●リ プ ラ イ フ ォーマ ッ ト （デバイスデータ読み出し）

GET リ クエス ト を受け付けた Web サーバーは、 以下の形式でデータを返却します。

Content-type: text/javascript+json; charset=utf-8
{
"STATUS":"0",
"DEVICE":"D",
"ADDRESS":"080A",
"LENGTH":"0002",
"DRIVER":"00",
"NET_NO":"00",
"DATA":"C2F6_E978"
}

STATUS ： 0 が正常応答、 それ以外は異常とな り ます。

DEVICE、 ADDRESS、 LENGTH、 DRIVER、 NET_NO ： リ クエス トの折り返しにな り ます。

DATA ： 読み出したデータが返り ます。 length が 2 以上の場合は、 データ とデータの間に ”_” が入り ま

す。

/system/device_read.cgi ： CGI ファ イルの名称です。

device ： 読み出し対象のデバイスを文字列で指定します。 現在は ”D” ( データレジス

タ） と ”m” （内部リ レー） のみ使用可能です。

address ： 読み出したいデバイス番号を、 16 進数数値で指定します。

length ： address を先頭と して読み出したいデータのサイズを指定します。 16 進数で

0001 ～ 0040 の範囲で指定可能です。

driver ： 将来拡張用に予約してある引数です。 00 を指定して ください。

net_no ： 将来拡張用に予約してある引数です。 00 を指定して ください。
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付録
●リ クエス ト フ ォーマ ッ ト （デバイスデータ書き込み ）

デバイスデータの書き込みは POST メ ソ ッ ドを用いて以下のフォーマッ トで行います。

/system/
device_write.cgi?device=DEV&address=XXXX&length=XXXX&driver=XX&net_no=XX&data=XXXX_XXX
X ・ ・ ・

CGI のパラ メータは以下のとおりです。

length が 2 以上の場合は、 データ とデータの間に “_” を含めます。

D2058 に 49910(C2F6h)、 D2059 に 59768(E978h) を書き込む場合は、 以下のよ うになり ます。

/system/device_write.cgi?device=D&address=080A&length=0002&driver=00&net_no=00&data=C2F6_E978

●リ プ ラ イ フ ォーマ ッ ト （デバイスデータ書き込み）

POST リ クエス ト を受け付けた Web サーバーは、 以下の形式でデータを返却します。

Content-type: text/javascript+json; charset=utf-8
{
"STATUS":"0",
"DEVICE":"D",
"ADDRESS":"080A",
"LENGTH":"0002",
"DRIVER":"00",
"NET_NO":"00"
}

STATUS ： 0 が正常応答、 それ以外は異常とな り ます。

DEVICE、 ADDRESS、 LENGTH、 DRIVER、 NET_NO ： リ クエス トの折り返しにな り ます。

/system/device_write.cgi ： CGI ファ イルの名称です。

device ： 書き込み対象のデバイスを文字列で指定します。 現在は ”D” ( データレジス

タ ) と ”m” （内部リ レー ) を使用可能です。

address ： 書き込みたいデバイス番号を、 16 進数数値で指定します。

length ： address を先頭と して書き込みたいデータのサイズを指定します。 16 進数で

0001 ～ 0040 の範囲で指定可能です。

driver ： 将来拡張用に予約してある引数です。 00 を指定して ください。

net_no ： 将来拡張用に予約してある引数です。 00 を指定して ください。

data ： データレジスタに書き込みたい値を 16 進数数値で指定します。
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USB ド ラ イバーのイ ンス ト ール方法

■Windows XP へのイ ンス ト ール

1. 電源を投入し ている FC5A-D12x1E のUSB ポー ト と、起動し ているパソ コ ンを USB ケーブルで接続

し ます。

2. パソ コ ン上に 「新しいハー ド ウ ェ アが見つかり ま し た」 と メ ッ セージが出た後で、 ド ラ イバーのイ

ンス ト ールウ ィ ザー ドが表示されます。 こ こ で ［いいえ、 今回は接続し ません］ を選び、 ［次へ］ を
ク リ ッ ク し ます。

3. ［ ソ フ ト ウ ェ アを自動的にイ ンス ト ールする （推奨）］ を選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4. ［続行］ を選択し ます。

上図のダイアログが表示されずにインス トールが中止された場合は、 「システムのプロパティ」 ダイア
ログのハード ウェアタブにある [ ド ラ イバの署名 ] で、 ド ラ イバ署名オプシ ョ ンの設定が [ ブロ ッ ク ]
になっています。 このオプシ ョ ンを [ 警告 ] に選択しなおしてから再接続し、 操作手順の最初からイン

ス トールを試行して ください。

5. イ ンス ト ールは完了です。 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し て く だ さい。
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■Windows Vista / 7 （32 ビ ッ ト 、 64 ビ ッ ト ） へのイ ンス ト ール

1. 電源を投入し ている FC5A-D12x1E のUSB ポー ト と、起動し ているパソ コ ンを USB ケーブルで接続

し ます。

2. デスク ト ッ プの右下に以下のよ う な吹き出しが表示されます。

3. デスク ト ッ プの右下に 「デバイスを使用する準備ができま し た。」 とい う吹き出しが表示されたら、

イ ンス ト ール完了です。

■Windows 8 （32 ビ ッ ト 、 64 ビ ッ ト ） へのイ ンス ト ール

1. 電源を投入し ている FC5A-D12x1E の USB ポー ト と、起動し ているパソ コ ンを USB ケーブルで接続

し ます。

2. タ スクバーにアイ コ ンが表示されます。 ク リ ッ クする と進捗ダイアログが表示されます。

3. イ ンス ト ールが完了する と タ スクバーのアイ コ ンが自動的に消えます。

以上でイ ンス ト ール完了です。
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